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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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日々に想う




掌編ＢＯＸ　緋宮と緋剣

　緋剣たち

　緋宮




立春




掌編ＢＯＸ　ゆめかたり

　ゆめかたり

　暁ぎよう闇あんのさえずり

　安らかな日




秘密の時間




掌編ＢＯＸ　うつろう季節

　Alice Hole

　あおいとり、散る、満ちる

　神事

　冬の日

　書に捧ぐ




時の彼方かなた




掌編ＢＯＸ　それぞれの道

　雪の祈り

　贖しよく罪ざいの日

　夢路




約束の花




　鳴海ゆき　あとがき

　糸森 環　あとがき




歴は夢見る































　帰き鼓こ廷ていを出た私と胡こ汀ていは、時間をかけてゆっくりと蒸む槻き国を南下していた。

　ここは十と十と山ざんの横手にそびえている火か古こ山ざんの中腹あたり。私は初めて入る山だ。

　なぜこっちのルートを通っているかというと、胡汀いわく「元緋ひ宮みやの私を狙ねらう回かい絽ろ廷ていの追っ手の目をごまかすため」だとか。

　でも本当の理由は違ちがうんじゃないか。私の体力だと十十山を越こえられないって考えたんだと思う。

　火古山は妖あやかしが出しゆつ没ぼつするせいで人々には恐おそれられているものの、地形はなだらかだ。進みやすいし、小川も多いので水に困ることもない。

　その火古山でさえ頻ひん繁ぱんに休みを取らないと息が上がってしまう。元気なときだったらとっくに山を越えて蒸槻の国境に到とう着ちやくしているだろう。

　そんなスローペースの旅だったので、火古山に入る手前でオグニ様やぬまごえ様、みずの様たちに追いつかれてしまった。土つち老ろう人じんの変化した姿だろうプチ土ど偶ぐうも一いつ緒しよだ。オグニ様の肩かたに乗ったまま全然動かないんだけど……まあいいか。

　オグニ様は異国神だ。幸さち有りし地と呼ばれる〈のさら〉で暮らしている。天あまつ神かみと対決したとき、駆かけつけてきて力を貸してくれた。私と胡汀は、その〈のさら〉へ向かう途と中ちゆうだ。

　しばらくはオグニ様のもとでお世話になる予定なんだよね。ぬまごえ様やみずの様は、私が住むところを自分の目で確かめるため、オグニ様についてきたらしい。

　できればプチ神ズには、新しん暦れきの緋宮として次の世を開く春日かすがさんのそばにいてもらいたかったというのが本音だ。まれびとの私のときより波乱に満ちた歴を送りそうな予感がある。

　でも、そこはやっぱり神々だ。

　お人ひと好よしなだけじゃない。気弱な少年に見えるオグニ様ですら、非情な面を持っている。

　春日さんを認めていないっていうより、単にまるきり関心がない。たとえ陽ひ女め神がみの末まつ裔えいだろうと、近くで見守る義理はこれっぽっちもない、ってことだ。

　もしかすると私と一番親しいぬまごえ様に関しては、春日さんに悪感情を持っているんじゃないか。以前、春日さんは俱く七な帝ていたちに同調し、私を帰鼓廷から追い出そうとしたことがある。

　その件は和解済みなんだけれども、ぬまごえ様の気持ちはまた違うのかもしれない。

「知ち夏か、休もう？」

　つらつらと考えていると、数メートルはありそうな白い亀かめに乗っているオグニ様に横から声をかけられた。ちなみにこの巨きよ大だい亀は、みずの様の眷けん属ぞくだ。愛あい嬌きようがあってかわいい。

「わたしは少し疲つかれてしまった。ほら、あそこに泉があるよ。そこで休息を取ろうね」

　少年神が優しく言って笑う。私は内心、困った。疲れているのは私だけだ。さっきも休きゆう憩けいを取ったばかりなのに、司し狼ろうの背に乗っているのがもうつらくなってきている。

「そろそろ日も暮れるから、ここまでにしておくか？」

　私の後ろに乗っている胡汀がそう答えると、オグニ様たちが笑え顔がおで頷うなずいた。

「待って、胡汀。今日も全然進んでいないのに」

「あっという間に暗くなるぞ。それに急ぐ旅でもない。俺もこちらの山にはあまり足を運んだことがないんだ。焦あせらず、景色を楽しみながらゆこう」

「私、平気だよ、まだ進める」

　胡汀は聞こえない振ふりをすると、司狼からさっと先に降りた。すばやく私を抱だき上げ、そのまま泉のそばまで運んでくれる。てきぱきと荷も降ろし、野宿の準備を始める。

　私は膝ひざを抱かかえて、彼の動きをじっと見つめた。

「どうした？」

「……ううん、なんでもない」

　胡汀は全体的にすごく穏おだやかになったし、甘くもなった。

　もともと静かな雰ふん囲い気きの人だったっけ。阿あ呆ほ鳥どりな私のせいで暴君になっていただけか。

「ほら、寝ねていろ」

　地面に厚地の毛皮を敷しくと、胡汀はこっちに顔を向け、横になるよう促うながしてきた。

　オグニ様が隣となりに座って、私を手招きした。プチ神たちも、もそもそとそばに寄ってくる。

　素す直なおに身を横たえ、胡汀の観察を続ける。彼は焚たき火の用意をした。慣れた手つきで荷物のなかから穀物を出し、旅用の小型の釜かまに入れて泉の水で洗う。

　……胡汀に全部まかせっきりだ。こんな調子じゃいつか負担になるだろう。わかっているのに、身体からだが重く感じられ、動けずにいる。

「知夏、惚ほれているのはわかるが、そうまで熱く見つめると胡汀もやりにくかろ？」

　プチナマズ姿のぬまごえ様が急に、ぐふふと奇き妙みような笑い声を上げ、私の頰ほおをぺしぺしとヒレで楽しげに叩たたいた。

「いや、いや。熱ねつ烈れつよのう。胡汀もあれじゃ、目に入れても痛くないというような。ぬふう」

「ぬまごえ様！」

　うっとりと見つめていたわけじゃない。

　なのに、胡汀と目が合った瞬しゆん間かん、言葉が出なくなった。頰に熱がたまる。

　胡汀は星ほし神がみの影えい響きようを受けて、前よりずっと髪かみが伸のび、体格も少しだけ変わった。美男子度がぐんと上がってる。面めん倒どう見みもいいし、術や剣けんも使えるし、ちょっとした装身具なら簡単に作ってしまえるくらい手先も器用だ。生計を立てる方法ならいくらでもある。

　つくづく私にはもったいない人だ。「故郷に戻もどるな」と引き止めたのも、花はな神がみと私を重ねて執しゆう着ちやくしている部分が大半だろうし。あとは、拾った責任感と義務かな。

　胡汀自身が本気で私に恋れん愛あい感情を持っているとは、とても信じられん！　今の私ってば、本当になにひとつ持っていない状態なんだもの。

　きっと一生星神の影響を消せない胡汀の今後を思えば、神世の因いん縁ねんとは無関係の優しい女性と一緒になれるよう祈いのって、解放してあげるのが一番いい──んだけれど、まず元気にならないことには、どうにもならない。

　それとも黒川のところまでこっそり戻るべきかなあ。すごいジレンマ。

「これ、知夏。また熱心に胡汀ばかり見おって。妬やけるではないか。ワシも人の形を取れば、なかなかの美男子だぞ？」

　ぬまごえ様に再びヒレで叩かれた。慌あわてて視線を別の場所へ向ける。茶系碁ご子こちゃんに乗っているみずの様が近づいてきて、ほよほよと釣つり竿ざおを揺ゆらした。

「知夏、眠ねむったほうがいいよ。釜が炊たき上がったら起こしてあげる」

「……はい」

　私は目を瞑つむった。日ひ蝕はみのときに神じん力りよくを使い果たして以来、身体がずしんと重い。そのくせ腹部は空っぽな感覚がある。

　早く体力を取り戻して動けるようになりたい。なにもできないこの状態が歯がゆい。

　しばらく大人しくしていると、胡汀が近い場所に腰こしを下ろす気配を感じた。釜の仕込みを終えたらしい。眠っていると勘かん違ちがいしたのか、私の額に手のひらを押し当ててくる。

「どれほど薬湯を飲ませても、血の気が戻らない。日に日に疲れやすくなっている……」

　胡汀の静かな声が聞こえた。どきっとする。私の身体の話だ。

「そうじゃな……。ワシらがそばにおるというのに、精気が絶えず身からこぼれていく。さらなる護まもりが必要かもしれぬ」

　ぬまごえ様の深刻な声にも、心臓が跳はねた。そんなにヤバイ状態なの？

「のさらの地まで、知夏を無事に連れて行けるのか？」

　胡汀がどこか恐れを含ふくんだような声で尋たずねる。それに対して、神々は答えなかった。

　空気が沈しずむのを感じる。どうしよう、少しのあいだ安静にしていればそのうち治るだろう、と考えていたのに、まさかこんなに心配をかけていたなんて。

「いつも賑にぎやかに飛び回っていた阿呆鳥だぞ。それが、こうまで弱ってしまうとは。どうすれば回復するんだ」

　胡汀さん胡汀さん。すっごい真しん剣けんに言っているのはわかるんだけど、どこまでも阿呆鳥ですか。

「だが、無理をしてでも蒸槻を出ねば、人にも妖あやかしにも狙われるはめになろうて。穢けがれ主ぬしの気配を感じることすら、身の負担となるじゃろ」

　ぬまごえ様の困ったような声が耳に滑すべりこむ。

「神力を失っているのに、穢主や妖に狙われるのか？　まれびとゆえか？」

「というよりな。ぬぅ……、花神の末裔ゆえ当然と言えば当然じゃが、知夏は今も女神の気質を強く示している。むしろ神々の領域に霊たまが引き寄せられているな」

「どういう意味だ？」

　弱りきった様子で唸うなるぬまごえ様に代わり、みずの様が答える。

「御み霊たまの神格化が始まっているのだよ。あめつちは知夏を愛いとおしんでいる。人のままには、しておかない。……この様子では、のさらの地へ辿たどり着く前に息を止めてしまうだろう。ならば今のうちに、わたくしが預かってもよい。もはや人の身にこだわることもなかろう？」

「だめだ」

「星神の者は、頑がん固こだ。苦しむのは知夏じゃ。哀あわれとは思わぬの？」

「それでも、だめだ。これは俺の鳥。神々の檻おりには入れさせぬ」

　胡こ汀ていが硬かたい声こわ音ねで拒きよ絶ぜつする。

「頑がん是ぜ無ない……」

「みずの、許してあげて。星神の者にとっては、長き世を経てようやく叶かなった想おもいだよ。ここで花神を取り上げては可哀かわい想そうだ」

「オグニは星神の者を贔屓ひいきしているね」

　みずの様のむっとした声が聞こえた。それにオグニ様が少し笑ったようだった。

「うん、そうかもしれない」

「異国の者同士ゆえか？　おまえ様がわざわざ蒸む槻きに来て神々の仲ちゆう裁さいをしたのは、知夏を救うためではなく、星神の者を護るためだろう？」

「星神が……胡汀が荒あら神がみと化すのは、不ふ憫びんだから」

　そこでオグニ様はなぜか、楽しそうな声を出した。

「少し前にこの子たちは、わたしの地の近くで暮らしていたことがあるんだよ。蒸槻の王に追われて、崖がけから川に落ちたようでね」

　あ……、由ゆ良らさんたちのところでお世話になったあたりの話かな。

「胡汀ったら知夏が溺おぼれないよう、本当に必死で……それに、蒸槻の兎と神がみも、この子たちに恩があるから助けてやりたいって、わたしの通門に何度も呼びかけるんだもの。気になるよ」

　そうだ、あのとき兎神一族が薬を届けに来てくれたんだった。

「懸けん命めいに生きるこの子たちを見ているうちに、なんとかしてやりたくなったんだよ。……神世では、星神を助けられなかったから、尚なお更さらだ」

「……オグニには、なんの怨うらみも罪もないぞ」

　胡汀が口を挟はさんだ。

「うん。でもやっと今生で想いが結ばれそうだろう？　わたしはよかったと思うよ」

　オグニ様がのんびりとした口調で締しめくくった。私はちょっと落ちこんだ。

　やっぱり胡汀は、花神に対する星神の恋れん情じように今も強く引きずられているだけのようだ。

　心が不安定になったせいか、身体の疲ひ労ろう感かんも増した気がする。

　ちっとも眠くなかったはずなのに、意識が急に霞かすんでいく。

「ねえ、こうするのは、どうだろう？──」

　オグニ様たちが再び何事かを話し始める。私は最後まで聞くことができなかった。

　すぐさま意識が深い闇やみのなかに飲まれていった。
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　目が覚めたときには、とっくに周囲は夜の気配に包まれていた。

「あ、知ち夏か。起きた？」

　オグニ様が、ほんわかと笑って私の顔を覗のぞきこんだ。……この気弱っぽい雰ふん囲い気き、マジ癒いやされます。

「胡汀、知夏が目を覚ましたよ」

　焚たき火の近くにいた胡汀がこっちを見た。椀わんを抱かかえて近づいてくる。

　身を起こそうとすると、オグニ様が横から支えてくれた。

「具合はどうだ」

「悪くないよ」

「……そうか。これを飲め」

　胡汀が差し出した椀から、ぷんと薬草の匂においが漂ただよう。

　薬湯だ。苦くて好きじゃないんだけれど、我が慢まん。

「私、結構寝ねてた？　胡汀たち、ちゃんとご飯は食べたの？」

　ちびちびと薬湯を口に含みながら尋ねる。

「日が落ちてから、そんなには経っていないよ。まずはそれを飲んでから、あとで一いつ緒しよに食べようね」

　優やさしく答えてくれたのは、オグニ様だ。胡汀は、ぷいっと顔を背そむけてまた焚き火のほうへ戻っていく。どうしたんだろう、なんか……拗すねてる？

　首を傾かしげたとき、私の膝ひざによじ登ってきたぬまごえ様が左右のヒレで口元を押さえ、ぬふふと笑った。

「照れておるのう」

「……胡汀が？」

　なぜかオグニ様もにこにこしている。ぬまごえ様に続いて膝によじ登ってきたみずの様だけは、ちょっと寂さみしげな雰囲気だ。茶系碁子ちゃんはいない。地中で休きゆう憩けいしているのかな。

「星ほし神がみにあげるのは惜おしいのに」

「これみずの。ワシとて、娘むすめのように思うておる知夏を嫁よめに出すのだから、そりゃあ手放しで祝福するのは無理だがな。相手は星神の者じゃ。潔いさぎよく諦あきらめぃ」

「嫁？」

　なんの話かわからず、私は呆あつ気けに取られた。

「ぬぅ、知夏。ワレと一番に会った神はこのワシじゃろ？　ならば蒸槻では、ワシが知夏の父のようなものじゃ」

「ぬまごえ様……！」

　しみじみとした言葉に、私は胸を熱くした。会話の流れは謎なぞだけれど、ぬまごえ様が私を大切に思ってくれていることは、伝わる。

「父様と呼びたくば呼ぶがよい。……ま、それはともかくもな、こうしてはいられん。娘のほぎじゃ、死力を尽つくす勢いで嫁入りの品々を揃そろえねば、沼ぬま神がみ一族の名折れじゃて」

「嬉うれしいです、お父様ー！　──って、ちょっと待ってください。ほぎ？　嫁入り？」

「ぬん」

「ほぎって──結けつ婚こんのことですよね？」

　私は順番に神々の顔を見つめた。

「……誰だれの？」

「ワレに決まっておろ」

「……誰と？」

「星神の者に決まっておろ。ひょっとしてワレ、他ほかに男がおるというのか!?　見た目に反して案外奔ほん放ぽうな──こらみずの、まさかおまえが手をつけたのかっ」

「えっ。え？　ええええっ!?　私と胡汀が、結婚!?」

　からーんと手から椀が落ちた。私の声が聞こえているだろうに、焚き火の前に座っている胡汀はこっちを見ようとしない。

「どっ、どうしてそんな話に？　私が寝ているあいだに、なにがあったんですか！」

　うろたえる私に、オグニ様が笑いかける。

「あのね。知夏は、蒸槻の神々と繫つながりが強いだろう？　せっかくだからね、別れの挨あい拶さつがてらに、ほぎの儀ぎを挙げながらわたしの地を目指すのはどうかと思ったんだよ」

「儀を挙げながら!?」

「そう。神々がきっと祝いに駆かけつけてくれる。こちらから出向く必要もなくなるし」

　それってなんて花嫁道中、と思わずつぶやいてしまった。いや、頭のなかに緋ひ宮みや就任の儀ぎ式しきの光景が浮うかんだわけで。確か地面に泥どろをぶちまけられていたなあ。あれはつらかった……。

「ま、待ってください！　いきなりそんな、結婚とか、私たちにはまだ早いっていうか、恋こい人びと期間はどこいったっていうか」

「早い？　どうして？　知夏は、胡汀が好きだろう？」

「オグニ様、純じゆん粋すいな目で質問しないでください！　まだ心の準備もできていないし、そ、そうだ！　胡汀の意思を尊重したいし、無理やりはよくないかと！」

「胡汀は儀を挙げたいって言ってたよ。ねえ、胡汀！」

　オグニ様が少し大きな声を出して、胡汀を呼ぶ。ところが焚き火の前にいる胡汀は頑かたくなに振ふり向かない。

　その態度、めちゃくちゃ嫌いやがってませんか！　無言の抵てい抗こうとしか思えない!!

「よし、ワシとみずのは、ひとまず輿こしとほぎの品々を揃えてくるか」

　ぬまごえ様が、渋しぶるみずの様を引っ張って藪やぶのなかへと消えて行く。オグニ様が手を振って嬉しそうに見送った。

「ぬまごえ様、待ってー!!」

　目が覚めたら結婚話ってどういうこと！　頭が追いつかないよ！

「大だい丈じよう夫ぶ、知夏はなにもせずともよいよ」

「や、なにもせずって、当事者ですよね!?」

「いいから、いいから」

　のほほんと押しきられてしまったけれど、胡汀ー！　私たちってどうなるの！

「あ、わたしもいやびこを呼んでこようかな？　蒸む槻きの神々と酒盛りに興じていたので、置いてきたのだけど……由ゆ良らと一緒にそろそろこちらへ戻もどってくるはずだから」

　オグニ様まで立ち上がり、焦あせる私を置き去りにして木立の向こうへ去ってしまう。残されたのは、まったく動かないプチ土ど偶ぐうと私、胡こ汀てい。

「ねえ、胡汀、いったいどうなってるの？」

　私はプチ土偶を握にぎり締めつつ、ずりずりと這はうようにして胡汀のほうに近づいた。

「胡汀……」

　衣ころもを恐おそる恐る引っ張ると、「んん」だか「ああ」だかよくわからない声が返ってくる。

　しばらくのあいだ、沈ちん黙もくが流れた。私と話したくないんだろうか。

　なにを言えばいいかわからず、途と方ほうに暮れる。焚き火がぱちっと爆はぜた。春が訪おとずれたばかりで、夜は冷えこむはずなのに、プチ神々の恩おん恵けいか、あまり寒さを感じない。

　プチ土偶をいじりながら、胡汀の様子を密ひそかに窺うかがう。

　ほぎの儀って、もしかして神々の冗じよう談だん？　からかわれてるのかな？

　蒸槻も、故郷のように一応『結婚式』みたいなセレモニーを行う。でも一日じゃ終わらない。どちらかといえば婚こん約やく式に近い。「私たち、結婚したいです」という意味で皆みんなに公表する。

　この時点ではまだ正式な夫ふう婦ふとは言えない。

　じゃあどうすれば認めてもらえるのかというと……えー、その。こっちって通い婚が当たり前。そんなわけで、子どもが授さずかればいい。平民の場合は基本的にこれが原則だ。

　一定以上の身分の場合、男性が心変わりせず、一人の女性のもとにせっせと何年も通い続ければ、それも夫婦と認められることがある。

　蒸槻の暮らしは厳しく、死と隣となり合わせな面がある。そんな背景もあり、結婚事情に関してはすごくシビアだ。愛情よりも血筋を絶やさないことがまず重視される。

　胡汀はこっちの世界の人間だから、ほぎの儀の意味を当然わかっているだろう。

　やっぱり私にはまだ早い！　あと数年は待ってほしい──じゃなくて！

　一年だろうが十年だろうが、無理やり結婚するなんて、だめだ！　ここに残るよう胡汀に引き止められはしたけれど、さすがにそこまでは考えていなかっただろうし。

「ぬまごえ様たちは、なんでいきなりほぎの儀とか言い出したんだろうね!?」

　沈黙に耐たえきれなくなり、私は声を上げた。

「もしかして道中、暇ひまだから宴えん会かいをして進みたいのかな。言ってくれれば私が美酒をいくらでも用意するのに」

　そこで、胡汀がようやくこっちを見た。

　今度は私が勢いよく視線を逸そらしてしまう。ぬまごえ様たちのせいで胡汀の顔を見れない！

「初めに言い出したのは、オグニだ」

「えっ、オグニ様が？　てっきりぬまごえ様だと思ってたよ」

「……俺が、ぜひにと答えて。それで決まった」

「もー、オグニ様ってばどうしてそんな……そ、そん……、え…………胡汀が？」

　私は絶句した。オグニ様が提案し、胡汀がそうしようって決めた？

　頭がぐるぐるする。心臓の音も急激にドッドッと激しくなった。

　いや！　期待しちゃだめだ。これは間ま違ちがいなく星神の影えい響きようだよね？　たとえ子孫でもいいから、花神の気配をそばで感じていたいっていうだけ。

「胡汀、えっ……と、あの、そこまで無理を、しなくても。私、一人でも全然大丈夫だよ。胡汀の鳥でいられたら、十分。妻の座まで奪うばおうとは考えてないし」

「嫌か？」

「えっ？　嫌とかじゃなくて、胡汀が犠ぎ牲せいになる必要なんかないっていう」

「前にも、妻になれと言ったと思うが。それを受け入れたのではなかったか」

　私は口ごもり、俯うつむいた。あれは、その場の流れで飛び出した言葉にすぎないと思ってる。

　ふと胡汀が身じろぎした。視線を上げた瞬しゆん間かん、こめかみあたりになにかを軽く押しつけられる。どうやらそこにキスをされたらしい。

　首元から頭頂部にかけて、一気に燃え上がった。

「妻になってほしいのだが」

「……」

「……。妻になれ」

「……」

「…………妻に」

「聞こえてる！」

「それはわかっている」

「わかっているなら、何度も耳元で囁ささやくなんて、いけないと思う！」

「返事を得るまで言うべきかと」

「胡汀!!」

　叫さけんだ瞬間、肩かたを引き寄せられた。強ごう引いんじゃないのに、抗あらがえない。優やさしく髪かみを撫なでられる。

「その、成り行きみたいな形でほぎの儀をするんじゃなくて！　時間をかけておつき合いしてからでいいんじゃないかな！」

　先延ばしするような発言をしたのは、時間の経過とともに星ほし神がみの影響が薄うすれるかもしれないって考えたからだ。私に対する気持ちが恋れん愛あい感情じゃなくて仲間意識や家族愛に近いものだと、いつか悟さとる。だから今は、ちょっと親密な仲、といった程度で留とどめておいたほうが、結果的に傷が浅くてすむ。

「おつき合い？」

「う、うん」

　彼は言葉の意味を考えるような顔をして口を噤つぐんだ。

　私はどうしても、胡汀の申し出を素す直なおに信じることができない。

　星神の意識が表に現れる前の彼は、私に対して特別な感情を抱いだいていなかった。色っぽい目をするようになったのは、星神の存在が強くなってから。以前に、初めて会ったときから妻となる者だとわかってた、というような説明をされたけれど、それだって普ふ通つうの恋愛とは違ちがう。故郷を失った者に対する同情と共感だ。そういった意味合いのことも彼は匂におわせていた。

「思いつかぬのだが。なにをどうつき合えばいいんだ？」

　胡汀は不思議そうに首を傾かしげた。こっちの世界の人と常識が違うもんね。

「……恋こいし姫ひめ」

「!?　なっ、な、なに言ってるの!?　そういう理り不ふ尽じんな唐とう突とつデレは、やめてくれる!?」

　胡汀のこの顔で「姫」だなんて言われるとだめだ、ものすっごく恥はずかしくて耐えられない。

「滸こ楽らくの王とておまえを清きよ姫ひめと呼んでいたろう。そういう呼ばれ方が好きなのではないか？」

「そんな気き遣づかい、いらないから！」

「しかし、ただ知夏と呼ぶのも味気ない」

「いいよ！　知夏でいいよ！　阿あ呆ほ鳥どりで十分！」

「いや、妻となる者をいつまでも阿呆鳥と呼ぶのは、さすがにどうかと……」

　胡汀ってば悩なやむところがおかしい！

「……では、愛し乙女おとめ？」

「ぎゃあっ、やめて!!　全力で謝るから！」

「おまえというやつは。阿呆鳥と呼ばれて喜び、愛し乙女と囁かれて嫌がるのか。そもそも前までは皆から緋ひ宮みやや女め神がみと呼ばれていただろう。なぜ今いま更さらならぬというのか。わけがわからない」

　胡汀だからだよ！　と訴うつたえたいけれど、その真実を口にすると怒おこられそうだ。

「なっ、なに、その目！　なにか企たくらんでる!?」

「俺を、恋し君、と呼ぶ気はないのか」

　噓うそでしょ、真顔で言われた……っ!!

「普通、恋こい仲なかになった男女は互たがいをそういうふうに呼ぶものだが。……思い返せば、俺は一度もおまえの口から甘い言葉を聞いていない」

「余計なことを考えてはいけません！」

「おまえ、まことに俺を好きなのか？」

「好き……だけど！　それとこれとは話が別だよ!?」

「別なものか。一度くらい呼んでみろ。我が君、などでもいいぞ」

　拷ごう問もんか！

「俺は結構、そういう呼び方をされてみたい」

　誰だれか!!　胡汀を!!　とめて!!

　頭のなかに、ダーリンとかって呼び合うバカップルの姿が思い浮うかんだんですが。それをまさか、胡汀とやれと。

　だいたい、純じゆん粋すいな意味で好きと思われているわけじゃない。それなのに、呼び方だけ甘くするのは、切ない。私はもう胡汀を放置することに決め、もっそりと毛皮のほうへ戻った。

　すると、眉み間けんに皺しわを寄せた胡汀までついてくる。

　麗うるわし姫だの花乙女だのと呪のろいのように耳元で言われ続けて精神的ダメージが深刻なものとなり、私はついに降参した。なし崩くずし的に、ほぎの儀ぎを挙げることになった。




[image: ]




　ぐったりしながら眠ねむりに落ちた、その翌日。ぬまごえ様の呼びかけでさっそく駆かけつけてきたらしき兎と神がみ一族が、きらきらしい衣装や装身具を掲かかげて私の目覚めを待っていた。

　でん、と鮮あざやかな紅と黄金の輿こしも二基、用意されている。担かつぎ棒のついた小型の豪ごう奢しやな亭てい、という雰ふん囲い気きだ。壁かべはなくて、柱で花の形の屋根を支えている。

「えっ、なに？　……私、今起きたばかりで、ちょっ、待っ、えええっ」

　という感じで即そく席せきの囲いのなかに追いやられ、そこで兎神の子たちに衣装替がえをさせられた。化け粧しようは、兎神と仲良しらしい狐きつね神がみ一族の子たちが担当する。もふもふでかわいい。

　至いたれり尽つくせりで身み支じ度たくが終わり、鏡を差し出される。

　思わず、「誰だ。これ」と言いたくなるような自分が鏡に映っていた。

「狐神の子たち、メイクがプロすぎる」

　いや、私なんか勿もち論ろんただの阿呆鳥なんだけれども……歴の羽は衣ごろもを連想させる美び麗れいな衣装とプロの技わざが光る化粧のおかげで、悲観する仕上がりではない、ような……？

「どれ娘むすめよ、支度はすんだか？」

　ぬまごえ様が、ぬそっのそっとヒレを動かして囲いのなかに入り、私を見上げた。……途と端たん、するっとナマズ姿から人の形へと変化する。

「おっ、これは……」

　ぬまごえ様にまじまじと見つめられ、顔が熱くなってきた。

「美にうるさい狐たちを連れてきた甲か斐いがあったのう」

　いつまで見つめられるんだろう。密ひそかに狼狽うろたえていると、今度はオグニ様と、いやびこ様が囲いのなかに顔を出した。いやびこ様はオグニ様と同じ異国神だ。ぬまごえ様とは仲が悪い。

「着替えは終わったの？」

　オグニ様の肩には、プチサイズのみずの様とプチ土ど偶ぐうも乗っている。プチ土偶以外の神々が、笑え顔がおで私を見てから、ぽかんとした。

「……衣通そとおり姫ひめとは、まさにこのことだねえ」

「さすが花神の一族というか……」

　全員に熱心に見つめられ、居い心地ごこちが悪くなってきた。

「な、星神の者にあげるのは、惜おしいと思うだろう？」

　みずの様がオグニ様の肩で、ふるふると釣つり竿ざおを揺ゆらして言った。

　どんな反応をしていいのかわからん！　だってこれ、メイクと衣装のおかげだし。

「──星神の者が、なんだって？」

　胡こ汀ていの声だ。さくさくと足音が近づいてきて、囲いがずらされる。

　彼も彼で、ほぎの儀用の衣をまとっていた。私と胡汀は互いを見つめ、言葉を失った。

　なにを着ても彼が恰かつ好こういいというのは、わかっている。わかっているんだけど、すごかった。

　全体に刺し繡しゆうを施ほどこした朱しゆの衣と豪奢な宝玉。光り輝かがやく男お神がみ、といった姿だ。なにこの強きよう烈れつな美男子。無理だ、私、横に並べない。

「こら、星神の者よ。儀が終わるまで娘の顔を見てはならぬ」

　ぬまごえ様が叱しかる口調で言い、私の頭にぱさっと薄布をかけた。オグニ様といやびこ様が、凍こおりついている胡汀の背中を押してずずっと外へ追いやる。

「さあ、娘。輿に乗れ」

　ぬまごえ様が恭うやうやしく私の手を取った。
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　行列は、ゆっくりと南下した。輿を担いでくれるのは兎神一族だ。

　オグニ様が言っていたように、進むにつれ、参列する神々が増えた。各地に設けられている通門をわたってきているらしい。最初は御み輿こし二基のみだったのに、神々からの祝い物で、荷車の数も増していく。

　顔なじみの神々もいれば、初めて会う者もいた。私や胡汀の姿を見て、神々が寿詞よごとを紡つむぐ。

「いつくし乙女のほぎを祝えようとは、めでたし、めでたし」

「まこと、善き日」

「衣通の娘、顔を見せぃ」

「これ、抜ぬけ駆がけを」

「ところで、どうじゃ。わしは玉の木を持って来たぞ」

「なんの、私は銀の機はた織おりよ。これで織れば、天てん女によも羨うらやむ衣ができよう」

「神しん獣じゆうの角に比べれば、そんなもの」

「乙女よ、この礼はいつもの美酒でよいからな」

「乙女の造る酒や茶は、美味うまくてのう」

　行列は賑にぎやかさを増し、笛の音が鳴り、太たい鼓こが響ひびくようになった。私は輿のなかから、後ろに続いている行列を眺ながめた。神々が連なるその道は、きらきらと淡あわい光に包まれていた。

　輿の横を歩いていたぬまごえ様が、突とつ然ぜん、ぐすっと鼻を鳴らす。

「ぬまごえ様？」

「いや、いや、気にするな。しかしなあ、阿呆鳥のごとき娘が、嫁よめに行くとは、なんとも……」

「父様……」

「よいか、星ほし神がみの者に一度でも泣かされたら、ワシのもとに戻もどってこい。もしもよそに女を囲ったり、ないがしろにされたりしたときには、ナマズの群れを送りこんでやる」

　ぐっときた。オグニ様やいやびこ様までつられたように、袖そでで目元を押さえている。

「花神様の、幸せなほぎを迎むかえられるとは思いませんでした」

「そうだねえ。ここまで、長かったねえ……」

　そんな切々と言われると、私もつられる！

「皆みなも同じ思いでいるだろう。かつての花神の悲鳴に、心を痛めた神々がほとんどのはずだよ」

　オグニ様がふわりと笑った。

「だから、本当にめでたしだねえ。神々も一心に寿詞を捧ささげるだろう」

　その言葉で、私のほぎは神々による過去への償つぐないを兼かねているんだと気づいた。

　私はもう一度、行列を振ふり向いた。神世で傷つき、泣いていた、花神のための参列……。

「これ、娘。誤解をするな。皆が集まったのはなにも、花神のためだけではないぞ」

　ぬまごえ様が優やさしく言う。

「ワレの戦いを神々も知っておる。それにな、花神のあとに産まれた神々も多い。その者たちは、地の淀よどみを拭ぬぐい、日ひ蝕はみを祓はらったワレに感謝をしておるじゃろうて」

「父様」

「この行列は、ワレが築いた道じゃ。胸を張れぃ」

　きらきらする行列を、私は何度も見つめた。私の道。泥どろじゃなく、光に溢あふれている。

　ふと、前を進んでいた輿が止まる。胡汀が降りて、近づいてきた。そして無理やり、こっちの輿によじ登る。担ぎ棒を支える兎神の子たちが、胡汀の重みに慌あわてている。

　顔を見せちゃいけない決まりがあるようだから、私は慌てて薄うす布ぬのを頭にかぶせた。

「胡汀、向こうに戻って。狭せまいよ」

　私だけならゆったり座れるけれど、二人はさすがにきつい。

　こっちの様子を見て、ぷっとオグニ様が笑う。

「胡汀、そんなに案じなくとも。気持ちはわかるけれど、わたしたちがお護まもりしているのだから、誰だれも知夏を攫さらったりなどしないよ」

「えっ？」

　あたりに、笑い声が広がる。やぁ男神は女め神がみに骨ほね抜ぬきじゃ、我らに嫉しつ妬としたのかの、あのように誰にも渡わたさぬといわんばかり……。

　私はびっくりした。本当に、私が誰にも奪うばわれないかと心配してこっちに来た？

　なにも言わない胡汀の横顔を、薄布越ごしに見つめる。

　少し不ふ貞て腐くされているような、むっとした顔だ。

「見ろ、男神が赤くなった！」

　神々の笑い声が大きくなった。
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　賑やかな行列は、何日も続いた。

　国境をすぎる頃ころには、蒸む槻き中の神々が集まったんじゃないかって思うほど長い列になっていた。神々がめくらましの術でも使っているのか、人間や妖あやかしと鉢はち合わせすることは一度もなかった。夜は、行列が止まった地域におわす神様の好意に甘えて、そこの屋や敷しき──神かみ宮みやに泊とまらせてもらう。遅おそい時間まで神々の宴うたげにつき合うのは胡こ汀ていだけだ。私のほうは体力の問題があるので休ませてもらう。

　昼の休きゆう憩けい後、オグニ様といやびこ様が、「祝いの席を整えておく」と言って知り合いの神様の通門を渡り、一足先にのさらへ向かった。

　胡汀は私のほうの輿に乗って以来、こっちに顔を向けようとしない。

「ねえ、本当に私たちは、なにもしなくていいのかなあ？」

「かまわん。オグニたちにまかせておけばいい」

「こんなにお祝いの品をもらったから、なんだか悪い……、って、すごい量になってない!?」

　後ろに続く行列を見て、私はぎょっとした。荷車が何台あるんだろう。花や食べ物ならまだしも、神々の贈おくり物ってどれも、二つとない金銀財宝の類たぐいだ。

「もらっておけ。蒸槻の神々にはこれまで散々な目に遭あわされてきたじゃないか。それを考えれば、まだ足りぬくらいだ」

「この量、家に入らないんじゃ……」

　と言いかけて、私は大事なことに気づいた。

「私たち、のさらでお世話になるのはいいんだけど、住むところがないよね？」

「オグニといやびこが、整えると言っていたろう」

「祝いの席をでしょう？」

「住すみ処かで席を設けるに決まってる」

　そういうものなのか。なにからなにまで世話になっていいのか、悩なやむんだけれど……。

「あの……胡汀、どうして、ずっとそっちを向きっぱなしなの？」

「誰が、だって？」

「……え？　えっと、胡汀が」

「誰？」

「……」

　まさかと思うけど。蒸槻世界におけるバカップル的な呼び方──「我が君」って言われるまで振り向かないつもり、とか。

「こ、胡汀さん」

「すっかり春だな」

「胡汀様」

「野の花も咲さき始めたか」

「……飼い主様」

「今日もよく晴れている」

「…………我が君」

　頑がん張ばった。私は頑張った。

「声が小さい」

「聞こえてるくせに！」

　元女子高生に何度もこんな呼び方をさせないでほしい！　今にも羞しゆう恥ち心しんが限界を超こえそうだ。

「なあ、俺の恋こい姫ひめは、なぜそこまで恥はずかしがるんだ？」

「恋……っ!?　だめだ精神が崩ほう壊かいする!!　私には耐たえられない、その呼び方は禁止……っ！」

「今まで阿あ呆ほ鳥どりだの襤褸ぼろ鳥だの言ってきたので、これからはあらためるつもりでいる」

「あらためないでいい！」

「まったくわからぬ。神々には衣通そとおり姫ひめだのなんだのと呼ばせているのに、なぜ俺はいけない」

「それは、胡汀だからだってば！」

「え、誰だって？」

「……!!　……っ!!」

「誰？」

「我が君！」

「叫さけぶな、姫。神々が変な顔をしているだろうが」

　動どう悸きが大変！　心臓が破は裂れつするかもしれない。

「この程度で狼狽うろたえてどうする」

　胡汀が笑いながら囁ささやいた。

「この程度!?　ど、どういう意味!?」
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「楽しみにしていろ」

　近いうち、たぶん羞恥心が振り切れて、死ぬと思う。
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　オグニ様方が用意してくれた新居というか宮は、のさらの地の山奥に建てられていた。あたりには一いつ軒けんも家がない。近くに青い泉があって、そこに、ちょっと休憩できるような小さな亭ていが造られている。眺ながめのいいところだった。このすぐ裏に、オグニ様の宮もあるんだって。

　そこでさらに二週間ほど豪ごう勢せいな宴が続いた。のさらの近きん隣りんに住んでいる神々が挨あい拶さつに来たからだ。ある夜、胡汀が「そろそろ妻を独ひとり占じめさせてくれ」と頭を下げ、神々の笑いを誘さそった。それでも数日、神々の訪おとずれは続いた。

　やがて、そばにいてくれたぬまごえ様やみずの様たちの帰る日が来た。

　泉のそばの亭で、別れの挨拶をした。







「私、ここに通門を作ります。いつでもまた、来てください」

「うんうん。来るよ」

　みずの様が笑って、私をぎゅっと抱だき締しめた。のさらの地にいるからか、みずの様は今、プチサイズじゃなくて人の姿になっている。ぬまごえ様にも飛びついておく。これで二度と会えなくなるわけじゃないのに、ぬまごえ様は寂さみしそうに私を抱き締め返した。

「父様、ありがとう」

「足りぬものはないか？　困ったことがあれば、碁ご子こにでも知らせてこい」

「大だい丈じよう夫ぶ、オグニ様も、いやびこ様もそばにいてくださるよ」

「オグニはともかく、いやびこに頼たよるのは許せん……」

　どこまでも仲の悪い神様たちだ。思わず笑ってしまった。

　なのに、次の瞬しゆん間かん、胸にこみ上げてくるものがあった。

　蒸む槻きを、離はなれた。少なくとも数年、いや、二度と戻もどれないかもしれない。帰き鼓こ廷ていでの日々が甦よみがえる。意識はさらに深いところへと沈しずみ、懐なつかしい故郷の景色を見せた。

「幸せになれ、娘むすめ」

　ぬまごえ様が薄うす布ぬの越しに、私の頰ほおを撫なでた。

　離れようとするぬまごえ様の袖そでを、とっさに摑つかんだ。

「私は、もう故郷には帰らない。だから、本当に……本当に、ぬまごえ様を、ここでの父様って思っていい？」

　ぬまごえ様が、驚おどろいたように振ふり向く。

「故郷のお父さんには、伝えられないから。ぬまごえ様が、代わりに聞いてほしいの。──お父さん、心配しないで！　私は幸せ、これからも幸せだよ！　好きな人ができたんだ、今その人と一いつ緒しよにいる。大切な仲間もいるよ。幸せになるから、お父さんも……お父さんたちも、ずっとずっと笑っていてほしいの！　私が幸せになる以上に、たくさん幸せになって!!」

　遠い故郷の大好きな人たちに叫ぶ。

　帰らなくて、ごめんなさい。

　ここで数えきれないほど苦しい思いをした。いつになったら楽になれるんだろう。何度もそう考えた。奮起しては諦あきらめ、また立ち上がり、打ちのめされ──人も地も、全身全ぜん霊れいで憎にくんだ。

　でも憎しみ以上に、大切なものをもらった。

「ここは、私のいつくし世界。お父さんも……、父様たちも、大好き」

　ほぎの儀ぎを挙げてからの日々、私は一度も寝ねこんでいない。

　参列した神々が神気を放ち、護まもってくれたからだ。

　ぬまごえ様たちは、毎日……いや、休憩時間ごとに衣ころもを替えてくれた。清らかな神々の衣だ。少しずつ精気を与あたえてくれた。毎夜、宴を開いて、霊れい薬やくを飲ませてくれたのも知っている。

　皆みんなに、精せい一いつ杯ぱい、慈いつくしまれた。

　ほぎの儀は、今にも死にそうだった私を救うためのものだった。私を生かそうと、神々が次々と集まってくれた。

　オグニ様たちが用意してくれた宮のある場所だってそうだ。ただびとは立ち寄れない。神の領域にさしかかった『狭はざ間ま』の地だ。ここじゃないと、もう生きられないからだろう。

　厳しくて、残ざん酷こくだけれど、心から愛いとしい世界だ。

「──よい娘に育った。幸せにおなり」

　ぬまごえ様は、まるで私を本当の娘のように穏おだやかに見つめて言った。

「娘を頼たのむ。泣かせたら、許さんぞ」

　私の後ろにいる胡こ汀ていに向かって、父親のように厳いかめしく告げる。

　ぬまごえ様は、静かに私の薄布を取った。寂しそうに笑い、みずの様たちと去っていく。

　神々が皆、いなくなっても、私はその場から動けずにいた。背後で胡汀が動く気配がした。私の腹部に両りよう腕うでが回る。目に見えない、色々なものにも身体からだを包まれているように思えた。

　私は緋ひ宮みやの身分に囚とらわれて、護ることばかりを考えてきたけれど、少し立ち止まって周囲をじっくりと見ていれば、なにかが違ちがっていたかもしれない。護る、ではなく、受け入れる、ということをもっと大事にすればよかったんじゃないか。

　出会って間もない頃ころの胡汀にも、今自分が立っている場所を受け入れなければ始まらないって言われていた。見み逃のがしていたこと、聞き逃のがしていたことが、たくさんあったんだ。

「……泣くな、知夏」

「うん」

「泣かせたら許さぬと言われたばかりだ」

「うん」

「頼む。泣くな」

「……はい、我が君」
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　久しぶりの、静かな夜だった。

　私と胡汀は泉の近くの亭でのんびりと休んでいた。荷物を解くのは明日からでいい。時間はたくさんある。春の夜とは思えないほど心地ここちのいい気温だ。寒すぎず、暑すぎない。

「なんだか変な感じだね。昨日まで賑にぎやかだったから」

「寂しいか？」

　私は曖あい昧まいに笑った。皆の笑い声を聞けなくなって、確かに寂しく感じる。でも一人きりじゃないので平気だ。

「ところで俺の姫様は、なぜまた薄布をかぶっている」

　胡汀がしつこく姫って言い続けるせいだってば！　と反論したいけれど、我が慢まんしておく。

「初めの頃に戻ったようだな」

「……初めの？」

「月げつ星せい境きようの、俺の屋や敷しきにいた頃だ」

　そうだ、最初も胡汀と二人きりだった。そこから一緒に、ここまで来た。

「だが、どうも胸がざわめく」

「うん……そうだね。胡汀の屋敷って今、どうなっているの？　碁子ちゃんたちに確かめに行ってもらおうか」

「そうではなく。あのときと状じよう況きようはさほど変わらぬのに、俺はらしくなく緊きん張ちようしている」

「どうして？」

「わざと訊きいているのか？　妻になった者が横にいて、なにも感じぬ男がいるか？」

「……よかったら雑草摑み、する？」

「こら」

　あれ、私って妻扱あつかいでいいのかな。蒸槻の常識ではまだ正式な妻じゃないよね？

　でもまれびとなので、その例に当てはまらないか。じゃあ、ここでなにをすればいいんだろう。とりあえず家事をすればいいのかなあ。明日、天気がよかったら洗せん濯たくしようかな。

　このほぎの儀自体、私を生かすために行われたものだから、そこまで深く考えなくていいのか。胡汀もいつかは落ち着いて……私が一人でも生活できるくらい回復したら、ここを出て行くかもしれないし。

　そのときを想像して暗い気持ちになり、俯うつむくと、胡汀が苦く笑しようした。姿勢を崩くずして座り直す。

「鳥扱いしすぎた俺が悪いのか。いや、それ以上に星ほし神がみのときに散々おまえを傷つけたせいで疑い深くなった……どちらにせよ俺が原因か」

「胡汀、原因って、そんなことは……」

「なに？　誰だれだって？」

「……」

　まずい、この先ずっと「我が君」と呼ばせるつもりだ！

「おまえが星神を気にしているのはわかっている」

「……うん」

「もう花神への想おもいは、決着がついているんだ」

　胡汀が手を伸のばし、私の頭から薄布を外そうとした。私は慌あわてて布を押さえ、抵てい抗こうした。

「だがな、俺もおまえの胸に今もいるだろう月つき神がみを──いや、遠とお凪なぎを気にかけている」

　思いがけない告白に驚き、つい手を緩ゆるめてしまった。その隙すきを見計らったように、するっと胡汀が薄布を奪うばう。

　久しぶりに、目が合った。その瞬間、ふと気づく。蒸槻の星は月を圧あつ倒とうするほど輝かがやく。その美しさに張り合うように──星神が月神にだけは負けまいとするように。

「父代わりというぬまごえに会うのはかまわない。みずのは……他ほかの者がそばにいるのなら、まあいい。おまえが神々と親しくするのは、止めぬ。だが、遠凪はだめだ。あれは唯ゆい一いつ、おまえの心を奪う者だ」

　私を見つめる瞳ひとみの奥に、仄ほの暗ぐらい情熱があった。

　もしかして嫉しつ妬とをしてるんじゃないか。そう悟さとり、心臓が跳はねた。

「祖の月神と同じ性情なら許せたが、あれは違う。月神にはなかった矜きよう持じと強さがある。種族のために、すべてを滅ほろぼしてしまえる者だ。白しら雨さめが惹ひかれたように、おまえだって心を奪われた部分があるだろう？　──だが俺は、妻のためにすべてを滅ぼしてしまえる男なんだ。これでは父と、なにも変わらぬ」

「でも胡汀は、実際にはひどい真似まねなんてしないよ！　遠凪さんと同じように、最終的にはきっと」

「どうだろうか。もしもこの先おまえが狂くるって、蒸む槻きを滅ぼせ、と頼んだら、俺は従ってしまうかもしれない」

「そんな怖こわいこと、頼まないよ！」

「蒸槻でなくともだ。おまえが誰かを、嫌きらいだ、と言ったら、俺はその者に容易たやすく刃やいばを振ふり下ろすことができる」

　静かな口調に、息を吞のむ。

「ここから滸こ楽らくの郷さとは近いだろう。だが、知夏。遠凪を殺しに行きたくなるから、会おうとしないでくれ。あれの名を口にするくらいなら、もっと俺の名を呼んでくれ」

　胡汀が私の袖そでを引っ張った。

「俺が惚ほれたのは、たおやかで儚はかない花神ではない。羽をばたつかせて飛び回り、いつも泥どろまみれになるまれびとの娘むすめだ」

　その深い情熱が隠かくされた目を、私は茫ぼう然ぜんと見つめ返した。

　どうしよう、私──胡汀のこの、仄暗い瞳が好きだ。

　嬉うれしい、って思ってしまった。

「知夏、やっと俺を見たな。星神、じゃなくて」

　鼓こ動どうが速くなる。星神に囚われすぎていたのは、私？

「胡こ汀てい」

「我が君、と呼べ。おまえの夫だ」

　星神じゃない、胡汀だ。私はようやく、それを信じた。

　もしも星神だったら、『月神』よりも『遠凪』さんを意識しているようなことは言わない。

　胡汀は義務や責任感とかじゃなくて本当に──私と一いつ緒しよにいたいって思ってくれているの？

「神々と列をなしてここへ辿たどり着くまで、ずっと苦しかったぞ。節操のない神々は、おまえを褒ほめそやしながら口説こうとしていたろう。おまえは美しくなって、これからさらに花開く」

　胡汀が微笑ほほえむ。

「けれど俺は、初めに会ったときの、髪かみの短いおまえも気に入っていたんだ」

「……胡汀」

「だから、我が君と呼べと、何度言えば……」

「私、胡汀が、好き」

　急に伝えたくなった。今の胡汀に、どうしても。

　胸がじんとする。本当に、初めの頃に戻もどったみたい。私は胡汀しか見ていなかった。きっと胡汀も、私しか見ていなかった。でもあのときとは違って、今は心に深い恋こいがある。

「胡汀と会えてよかった。いつも一緒にいてくれて、ありがとう。私はとても、胡汀が好き」

　心を覆おおっていた最後の殻からが剝はがれ落ちる。全身があたたかい。どきどきする。もう素す直なおに、胡汀に恋をしていいんだ。神世から続いていたしがらみの糸を、手放していいんだ。

「私、嬉しい。胡汀とまた一緒に暮らせる」

「──知夏」

　自然と頰ほおが緩んだ。なんだか泣きたい気持ちになったけれど、たぶんそれは悲しいせいじゃなくて、胸がきゅっとするからに違いない。

　私ってばすごい。こんな恰かつ好こういい人を夫にしてしまった！

　いや、今ようやく本物の恋が始まった気がする。胡汀と少しずつ育てていきたい。じっくりと互たがいの時間を重ねて、それでいつか、本物の家族になれたらいい。

「胡汀に拾われたとき、こっちの暮らしがよくわからなくて、色んなことをまかせっきりだったでしょう？　緋ひ宮みやになったあとも神かみ女めたちに世話をしてもらってたから、やっぱりわかっていないことが多いと思う。でも、一緒にいられてよかったって、胡汀が喜んでくれるよう頑がん張ばる」

　まだ一人じゃろくにご飯も作れないし、衣ころもを縫ぬうことも無理だ。蒸槻に来てから家事の類たぐいはほとんどしていない。まずは花はな嫁よめ修しゆ業ぎようが必要になる。

　そう思い、涙なみだを堪こらえて笑いかけると、胡汀は切なげに眉まゆをひそめて目を伏ふせた。

　月明かりが、忍しのびやかな色っぽさを胡汀の輪りん郭かくに与あたえていた。

「馬ば鹿か。ずっと苦しかったと言ったばかりだろう。だがもういいのか。俺はよく自分を律してきた。あぁ、これは俺の妻だ。なにをしても許される」

「……え？」

「ちょっと、冷静でいられぬが」

　胡汀は困ったように微笑んだ。

「おまえ、やはりしっかりとはわかっていない。俺は聖人ではないぞ」

「う、うん……？」

「二人きりになりたかったんだ」

　今なってるよ。そう気軽に言い返すことが、どうしてかできない。

　ゆっくりと上がる彼の視線には、さっきと違ちがった熱があった。

「身の調子が安定していないのは知っている。十分知ってはいるが──先に謝っておく」

「謝る？」

　その意味を考えようとした瞬しゆん間かん、とんっと軽く口づけられた。

　数秒、頭が真っ白になる。私は無意識に身を引き、忙せわしなくあたりを見回した。よくわからないけれど、妙みように焦あせりが募つのって、逃にげ出したい気持ちになる。

「白状する。悪いが道中、こういうことしか考えてなかった」

「──え」

「他になにも考えられないくらい、楽しみで」

　私が離はなれた分だけ、胡汀が身を乗り出す。

「それはもう、ものすごく」

「胡……っ!?」

「少し、帯を外したい」

「──帯!?　なんで!?　ここ外だし、羽を毟むしられると寒……じゃなくて、そういうのは結けつ婚こんを前提に……って結婚したのか……！　待って！　私阿あ呆ほ鳥どりだし、胡汀がそんな、胡汀はそういうこと……!!」

　胡汀のせいで、今していた大事な話の内容が全部吹ふき飛んだ気がする！

　からかわれてる？　や、それとも私が恥はずかしい方向に勘かん違ちがいしてる!?

「わかった、落ち着こう！　そうだ、荷を解かないと！」

「明日でいい」

　ぽてっと胡汀が私の鎖さ骨こつのあたりに額を乗せた。思わず彼の髪を雑草摑づかみする。あ、意外とこれ、癖くせになりそうな楽しさが……。

「──帯!!　だめだったら！」

　寄りかかりながら私の帯を外そうとしてた！

「我ながら心臓の音がすごい。触さわってみるか？」

「いいっ!!」

「俺って初うい々ういしいな。こんなに胸が弾はずむし」

　自分で初々しいとか言う人を、私は絶対信じない。

「なあ、もっと暗い場所で、二人きりになろう？」

「私、今日はもう休む……っ」

「もっと抵抗してくれ。楽しくてたまらない」

「!?」

　胡汀がそわそわと、掠かすれた声で言う。再び頭のなかが真っ白になった。

「愛いとしいぞ、恋し姫ひめ」

　亭ていの欄らん干かんにしがみつこうとする前に、腕うでを取られ、抱だき上げられた。

「星ほし神がみではなく、俺がどんなにおまえを好きか、きっとすぐにわかる」

「胡汀、下ろして！」

「羽をばたつかせるな」

「羽じゃないよ、袖だよ！　ってそうじゃない!!」

「幸せにする。おまえが幸せなら、俺も幸せになれる。知夏、俺もおまえと会えてよかった」

　胡汀は──我が君は、私を見つめて嬉しそうに微笑んだ。

「俺と出会ってくれて、ありがとう」
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◆朝火の場合◆




　ある雪祭りの夜に、私、天あま野の知夏は次元も常識も全部飛び越こえて、不思議フカシギな世界にやってきた。

　それで、紆う余よ曲きよく折せつの末、この蒸む槻き国を守護する『緋ひ宮みや』に選ばれた。信じられないことに、私は天てん祖そ陽ひ女め神がみの末まつ裔えいなんだとか。人生って本当、波乱に満ちている。

　緋宮の仕事は神事を取り仕切ることだ。

　普ふ段だんはなにをしているかっていうと、帰き鼓こ廷ていで発生する様々な問題と向き合っているんだ。

　そんな感じで今日も、悩なやめる者が私のもとを訪おとずれた。

「──ええとつまり。とある貴人のお姫様が呪じゆ弦げん師しに依い頼らいして、なんらかの呪のろいを朝あさ火ひさんにかけたらしいと。そのために朝火さんは今、動けない状態。でも、もしかすると『緋宮』の神じん力りよくなら呪いを解けるかもしれない、ってことだね？」

「はい……恐おそれながら緋宮。ぜひとも我が剣けん部ぶの長おさたる朝火様の身から呪いを祓はらってくださればと」

　朝火さんの部下の剣けん士しが困り果てた顔をして頷うなずいた。朝火さん、っていうのは『緋宮』を守る護剣士の一人。一見穏おだやかそうだけれど、性格はサドでマゾという複雑な人だ。

「呪しゆを仕し掛かけてきた相手はわかっているんだよね。なら、そのお姫様と一度、会ってみようか」

「いえ、それが……その方で間ま違ちがいないとは思うのですが、確たる証しよう拠こがないのです。その、今いま帝みかどの寵ちようを得ている方なので、厳しく問い詰つめるわけにもいかず──」

　身分が高い相手なので、不用意に騒さわぐのはまずいんだろう。できる限り、穏おん便びんに解決したいと考え、私のところに話を持ってきたってことか。

「うん、じゃあ、朝火さんの屋や敷しきに行こう。その呪いってどんな種類のもの？」

「それも我らにはわかっておりません。なにせ朝火様は誰だれとも会おうとせず、朝から部屋にこもったままなのです。とにかく緋宮をお呼びせよとおっしゃるばかりで」

「そんなに強力な呪いなの？」

　朝火さん、大だい丈じよう夫ぶだろうか。不安になりながら、剣士と一いつ緒しよに帰鼓廷内にある朝火さんの屋敷へと急ぐ。到とう着ちやく後、剣士を下がらせ、朝火さんが引きこもっているという寝ね間まの前に立つ。

「朝火さん、いる？　……戸を開けるよ？」

　私は返事を聞く前に、気合いを入れてすぱーんと戸を開いた。

「すぐに呪を取り除くから安心し…………あれっ？」

　室内を見回し、戸と惑まどう。

　板いた敷じきの中央に朝火さんが一人端たん然ぜんと座しているだけで、どこにも怪かい異いの類たぐいは見られない。

「緋宮」

　彼はまっすぐに私を見つめた。普段通りの優やさしげな笑え顔がおなんですが……どういうこと？

「ずいぶんと遅おそいお越しではないですか。俺が呪い殺されても構わぬということか？　一刻も早く駆かけつけてくださらねばならぬでしょうに。俺ならあなたのためにどんなことでも──」

「待った！　朝火さん、呪いにかかっているんじゃなかったの？」

　彼は優ゆう雅がな動作で立ち上がった。ぶつかりそうな距きよ離りまで近づいてくると、片手で私の顎あごを軽く撫なでる。

「こらっ、楽しそうに笑っている場合じゃないでしょう。呪いは!?」

「ええ、どこかの娘むすめが俺に懸け想そうし、恋こいの呪いなどを仕掛けたらしい。ほら、腕に呪の紋もんがある」

「あ、本当だ。三日月と太陽みたいな小さい紋が…………、こい？　えっ？　恋!?」

「厄やつ介かいなことに今日は縁えんの神の加護を得られる日なんですよ。仕掛けた当人に惚ほれるという本来の効果だけではすみません。顔を合わせた者すべてに嬉き々きとして身を捧ささげかねない」

「私の目にはいつも通りのドＳ様にしか見えな……、やっ、いつもの素す敵てきで優しい朝火さんにしか見えないけど」

　不思議に思って尋たずねると、彼は意地悪な表情を浮うかべた。

「いつものごとくで当然でしょうに？　俺は、とうに緋宮へ身も心も捧げているのですよ。今いま更さらどんな変化があると思われる？」

　絶句してしまった。赤くなった私を見て、彼が心地ここち好よさそうに微笑ほほえむ。

「だから緋宮をお呼びしたのだ。あなたの剣たる俺が他者に身を捧ぐなんて、あってはいけないことです。あなただとて許せぬはず。さあ、呪いの効果が消えるまで、ずっと俺のそばにいてくださるだろう？」

「…………」

「緋宮、返事は？」

　うちの緋ひ剣けんは……朝火さんは、今日も心底『緋宮』が大好きらしかった。うん。




◆白雨の場合◆




　日本生まれの元女子高生な私、天野知夏。運命の悪戯いたずらで今は異世界の不思議フカシギ国・蒸槻にいます。

　それで、国を陰かげながら守護する『緋宮』なんていうなかなか重要な立場にいる。

　緋宮の仕事は、神事全ぜん般ぱんを取り仕切ることだ。

　儀ぎ式しきのないときはなにをしているのかというと、帰鼓廷で発生する日常事件の解決に勤いそしんでいる。でもたまにはのんびりと午後をすごしたいときもある。

　そんなわけで、今日は仕事を休み、宮仕えの神かみ女めたちとおしゃべりを楽しむことにした。

　お茶会に適した亭へ移動し、果か汁じゆう搾しぼりたての知夏特製ブレンドジュースもとい甘かん水すいを用意して、せっせと彼女たちの杯さかずきに注ぐ。

「緋宮様からこうして甘水を賜たまわるなど……もったいないことです」

「お手製なのですよね？　……まあ、美味おいしい！」

「私ってばノミモノガカリですので。お酒からお茶まで幅はば広ひろく取り扱あつかい中だよ」

　私は胸を張った。くくっ、帰鼓廷の茶葉類、酒類はすべて把は握あく済みだ。最近では帰鼓廷裏ボスの九く支しさんもいそいそとお茶を飲みにやってくる。

「ちなみに七日に一度、真夜中に剣士たちと秘密の飲み会を開かい催さい中だから。次は明日の夜かな。参加希望の人は手を挙げてー」

「ま、まあ緋宮様。いつの間にそんな宴うたげをされていたのですか」

「あら、あなたはこの宮に仕えたばかりでまだ知らなかったわね。すごいのよ、剣士様たちの異様な盛り上がり方……」

　飲み会に参加したことのある神女たちが袖そでで口元を覆おおい、ぷぷっと笑う。

「わたくし、緋宮様にお仕えできて幸せに存じます。毎日、緋剣の方や剣士の方々が通って来られるので目の保養に……いえ、本当に緋宮様は慕したわれていらっしゃって、よきこと」

「ええ、緋剣の方はまことに麗うるわしい。もうときめきが止まりませぬ」

「緋宮様はよく緋剣の方の衣ころもについてお言葉を述べられる。おかげでこの頃ごろの皆みな様さまは、お召めし物も整えられるようになりました。それがまた美しくて、よいのよねえ……」

　おおう、皆さん、恋する乙女おとめの表情というか本音がだだ漏もれだ。

「あの朝火様までがお召し物に気をつかうなんて、信じられませぬ」

「それをいうなら伊い織おり様も。品のよい衣をまとうと、別人のように優美でいらっしゃる」

「胡こ汀てい様は異国の装身具を好んでおつけになるのよね。それが不思議とよくお似合いで」

「未み不ふ嶺ね様は回かい絽ろ廷ていの貴人だけあって、振ふる舞まいも美しい。衣の合わせは誰よりも素敵だわ」

　緋ひ剣けんは、神女たちに人気があるんだなあ。

「でも、なんといっても白しら雨さめ様です！」

　突とつ然ぜん、神女の一人が熱く叫さけんだ。すると、他ほかの神女たちも顔を輝かがやかせて深く頷く。

「本当にお美しくていらっしゃる！　剣士の装束があれほど似合う女によ人にんはおられません」

「誰にもなびかぬ、あの冷たい雰ふん囲い気きがいいのよね！」

「こう、色いろ香かがありながらも凜り々りしいところがたまらないわ！」

　高ぶる神女たちにちょっぴりおののきつつも、驚おどろいた。白雨さんが一番の人気だったとは！

　以前の身分のこともあって、白雨さんの立場はかなり複雑なんじゃないか、と密ひそかに心配していたんだけれど、この分なら大丈夫そうだ。憧あこがれの人って感じなのかな。

「そっかー、うんうん。白雨さんは硬こう派はだよね」

　私が同意すると、神女たちはきらめきを解き放ち、なぜかすぐさま項うな垂だれた。

「以前に、祇ぎ官かんの方々が白雨様を軽かろんじていらしたせいでしょう、誰にも心を許さぬご様子だわ」

「他の緋剣の方は一言、二言、わたくしたちにも声をくださるのですが、白雨様はいまだに素っ気ない」

「遠くから見つめるだけで精せい一いつ杯ぱいよ」

「わたくしたちを警けい戒かいされているから、おそばに寄れないのよね……。ええ、でもお姿を拝見できるだけでよいの」

　神女たちはしょんぼりした。私は慌あわててフォローに回った。

「白雨さんは人見知りが激しいだけだよ！　これからきっと仲良くなれるよ！」

　彼女たちは嬉うれしそうに微笑んだ。よし、今度、白雨さんも誘さそってお茶会を開こう！
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　午後の女子会のあと、噂うわさの白雨さんがやってきた。

　眉み間けんに深い皺しわを寄せながら突然こんなことを私に言う。

「緋ひ宮みや、身の回りに異変など起きていないか？」

「え？　とくになにもないけど。どうして？」

「最近、何者かによく見られている気がする。この屋敷の周囲でだ。また神かん巫なぎどもが邪じや念ねんを抱いだいて謀はかりごとを巡めぐらせているのか？」

　絶句したとき、亭ていの柱からそっと切なげにこっちを眺ながめている神女を発見した。

「誰かは知らぬが、私ならばたやすく制せると高をくくっているのか。……いいだろう、不ふ審しんな者は見つけ次し第だい、叩たたき斬きってやる」

「待ったー！」

　ひっそりと剣を取り出した白雨さんを、慌てて止める。

　うちの緋剣は……白雨さんは、本人の知らないところで今日もよくモテている。うん。




◆未不嶺の場合◆




　日本出身の私、天野知夏がこの不思議世界の蒸む槻きに落ちて『緋宮』に目されてから、どれくらいの日数がすぎただろう。

　まだ戸と惑まどうことも多いけれど、少しずつ前に進んでいきたい。勿もち論ろん緋宮としても精一杯頑がん張ばるつもりだ。

　緋宮の仕事がない日は、帰き鼓こ廷ていで発生する様々な日常事件と向き合っている。

　それで、本日の事件はなにかというと──未不嶺さんと剣けん士したちのあいだに存在する深い溝みぞについて、だ。場所は、風流な亭。私、剣士たち、そして神女と、秘密の飲み会もとい交流会を開いているところ。

「なぜなのですか、緋宮。あのような男を緋剣に指名なさるとは、到とう底てい納なつ得とくできません」

「我ら帰鼓廷と対立する、回絽廷の者ではないですか！」

　酔よいの回り始めた剣士たちに睨にらまれ、私はびくっとした。

　今日の飲み会に参加した剣士は皆、未不嶺さんの剣部に属している者たちだ。

　ここで彼らの本音を聞き出し、わだかまりがあるならどうにか解決したいと考えたのだけれど……そう簡単にはいかないようだ。困ったなあ。

「緋宮、聞いていますか！」

　剣部内で上位とされる男性が、ずいっとこっちに膝ひざを進めた。

　神女がさりげなく私を庇かばう位置について、剣士の杯に酒を注ぐ。

「あの男は緋宮の寵ちようをひけらかし、横暴な振る舞いをしているではありませんか。許せません！」

「そればかりか王族の身分を持ち出し、我らを見下している」

「少し顔立ちが優すぐれているからって、なんだというのだ！」

　最後の言葉に個人的な恨うらみを薄うつすら感じたものの、彼らが未不嶺さんに対して強い不満を抱いていることは確からしい。

　ここで私が彼を庇う発言をしたら、火に油を注ぐ状態となりそうだ。どうしようか。

「──緋宮！」

「はいっ!?」

　噂をすれば影かげ。未不嶺さんが怒ど気きを放ちながら現れた。亭の階きざはしを上がり、やや乱暴な足取りで私の前に片かた膝ひざをつく。長い髪かみと、雅みやびやかな整った容姿。年とし頃ごろは私と同じくらい。

　彼は、佐さ基きさんの代わりをつとめる緋剣だった。

「こんな真夜中に、なにをしている」

「なにと言われるとアレですが、剣士たちとちょっとした交流会をですね……」

「交流会？　緋宮が頻ひん繁ぱんに剣士らを招き、酒会を開いているとの噂はまことなのか」

「噂になっているんですか！　うーん、もっと皆に秘密を徹てつ底ていさせないと……」

「緋宮！」

「はい！　すみませんでした！」

「毎夜のように男どもと酒を飲みかわすとは！　新たな歴が始まったばかりであろうに、なんという不ふ埒らちな真似まねをする！」

　未不嶺さんのお説教が始まり、私は慌てて正座した。この人、教育熱心なんだよなあ。

「……これだから回絽廷の者はわかっていないというのだ。酒ばかりが目当てなものか。皆が集まり、語り合うことで結びつきが強くなる。その絆きずなが危機の際に、命を守る盾となるのに」

　私たちのやりとりを見て、剣士の一人が吐はき捨てた。未不嶺さんが眉まゆをひそめて彼を見み遣やる。

「やめとけ、回絽廷の者になにを言っても通じぬ」

「どうせ我らとの絆など必要としてはいないのだ」

　別の剣士も冷たい声で言った。

「……なんだと？」

　未不嶺さんが不ふ機き嫌げんそうな顔をして、彼らを睨む。ああっ、ますます空気が悪化してる！

「だいたい緋宮に対する横おう柄へいな態度はなんなのか。帰鼓廷の女王なのだぞ」

「だから皆に疎うとまれているというのに」

「回絽廷の者など嫌きらわれて当然だ」

　剣士たちの痛つう烈れつな言葉に、未み不ふ嶺ねさんは身体からだを強こわ張ばらせた。これ以上彼を悪意に晒さらすわけにはいかない。そう思って、剣士たちを止めようとしたときだ。

「私が皆に好かれることを考えて、どうする」

　未不嶺さんは背を伸のばし、冷静に告げた。剣士たちが訝いぶかしげな表情を浮うかべ、杯さかずきを膳ぜんに置く。

「人に疎まれることを恐おそれていては、主あるじたる方を守れない。緋宮の歴はまだ安定しておらぬ。だというのに、酒乱だ、男遊びにうつつを抜ぬかしてばかりだと、悪あしき噂が外に出回ってもいいのか？　主のために栄えい誉よを捨て去ることこそ、僕しもべたる者の誉ほまれだ。……酒会を開くならば緋宮を柱にせず、他の者を表に立てよ」

　剣士たちがびっくりしたように未不嶺さんを見つめた。

「さあ、緋宮。もう屋や敷しきに戻もどれ。女人の作法について、朝まで叩きこんでやる」

「うん。未不嶺さん……ありがとう」

「なにがだ」

「私のことを心配してくれてるから。嬉しい」

「馬ば鹿かなことを！　誰だれがこのように間の抜けた緋宮など案じるものか。これだけ叱しかられてもまだ懲こりずに酒会を開くとは──緋宮！　喜ぶんじゃない！」

「はーい」

　未不嶺さんは照れを隠かくすように罵ののしると、私の手を強く引っ張った。乱暴な仕草なのに、もう文句を言う剣士はいない。私は微笑ほほえんだ。

　結構単純、いや、熱い魂たましいを持っている剣士たちだ。そして義心に弱い。

　うちの緋ひ剣けんは……未不嶺さんは、本人の意思とは無関係に少しずつ味方を増やしている。うん。




◆伊織の場合◆




　今日も今日とて、私、天野知夏は帰鼓廷で発生する様々な日常事件と向き合っていた。

　元女子高生だけど、今はこの蒸槻国の護女だもんね。帰鼓廷ポリスな気持ちで頑がん張ばるよー。

　午後のお茶会は重要な情報源だ。神かみ女めネットワークはほんと、侮あなどれない。

　しかしですね、女子が数人集まれば恋こい話ばなしのひとつやふたつ、当然持ち上がるもので。

　ことの始まりは、私の屋敷に仕えてくれている神女のこんな些さ細さいな言葉だった。

「最近、伊い織おり様が図と世よと親しいご様子です。よく話をされているみたいですわ」

「図世さんと？」

　私は驚おどろいた。伊織さんっていうのは緋宮を守護する緋ひ剣けんの一人で、ちょっと鋭するどい雰ふん囲い気きを持っている男性だ。それでもって純情たらし様。

　図世さんは、この屋敷で私が一番お世話になっている神女だ。皆のまとめ役で、知的美人。年は二十二、三歳あたりかな。頼たよりになるお姉さんなんだよね。

「伊織様が特定の神女と親しくされるのは珍めずらしいですね」

「先ほども二人で屋敷を出ていきましたわ」

「えっ、二人で？　どこに？」

　それってデートですか！

「今日は帰鼓廷に『あきなし』たちが来る日ですので。以前も二人で広場へと足を運んでいたんですよ」

「あら。わざわざ出向かずとも、緋宮様の屋敷には『あきなし』が直接品を持ってくるのに。やっぱり二人は親密なのかしら……」

　神女たちが顔を見合わせ、うんうん、と頷うなずき合う。あきなし、っていうのは商人のことだ。布や装身具、珍ちん味みに薬草など、帰鼓廷にたくさんの品を売りにくる。

「……私、出かけてくるね！」

　私は力強く宣言し、立ち上がった。くすっと神女たちが笑い、丁てい寧ねいに頭を下げる。

　なんか微び妙みように乗せられた気もするけど、決してただの好こう奇き心しんじゃない！

　私には帰き鼓こ廷ていボス兼けんポリスとして二人の行く末を見守る義務がある！

　そんなわけで真相を探さぐるべく、あきなしが商品を並べる広場まで急ぐ。

　二人が本当につき合っているなら盛大に祝福すべきだ。どっちも大好きです！

　でも少し寂さみしいような……お姉さん代わりの図世さんを伊織さんに取られたって感じてしまうせいなのか。まさかその逆？　悩なやむー。

　辿たどり着いた場所には、ちょっとした市のような賑にぎわいがあった。ずらりと織物が敷しかれている。わざわざ幕を張り、台を置いているあきなしもいた。

　剣士たちや神女が立ち寄って、そこに並べられた商品を楽しそうに眺ながめていた。

　私は扇おうぎで顔を隠しつつ露ろ店てんのあいだを通った。皆みんな、商品をひやかすのに夢中で、『緋ひ宮みや』の私に気づかないようだ。

「あっ、見つけた」

　鮮あざやかな布を積み上げている台の前に、くだんの二人が立っていた。

　仲なか睦むつまじく寄り添そって、布を選んでいる。

「もしかして伊織さんに衣ころもを縫ぬってあげるのかなあ？」

　基本、既き製せい服ふくは売られていない。布を買って、自分で縫い上げる。この帰鼓廷では主に下働きの神女たちが剣けん士しや私の衣を仕立てている。

「美男美女で、お似合いだ……」

　隣となりの天幕の陰かげから、そうっと覗のぞいていると、勘かんのいい伊織さんに気づかれてしまった。

「……緋宮？」

　伊織さんは驚いた様子で私を見つめた。デート現場を目もく撃げきされて恥はずかしいのか、困ったように瞳ひとみを揺ゆらし、俯うつむく。耳がほんのり赤くなっていた。

「まあ、緋宮様」

　彼の隣にいた図世さんもびっくりしたように目を見開いた。

「ええと！　偶ぐう然ぜんですね！　私もちょっとここへ遊びに来ただけで、ほんと二人がいるなんて知らなかったんですよ！」

　動どう揺ようしているのがバレたようだ。図世さんは笑いを堪こらえるように袖そでで口元を覆おおった。

「……いいところに来てくださいました。どうぞこちらへ、緋宮様」

「と、とんでもない。私のことは気にしないで。邪じや魔ましてごめんね」

　私はばたばたと両手を振ふると、この場から立ち去るべく、急いで彼らに背を向けた。

　すると図世さんが微び笑しようを浮かべ、柔やわらかに私の袖を引く。

「季節の変わるときですから、衣を新調しようと思いまして。それで布を選びに来たのです。ねえ、伊織様？」

　図世さんは意味深に伊織さんを見つめた。

「でも、なかなか決まらないのです。緋宮様には優やさしい色合いがよろしいかと思うのですけども、伊織様は反対に、はっきりしたもののほうが、お姿が引き立ちますでしょう？」

「うん、私は顔立ちが残念ながらアレなので、華はなやかな色だと負け……っていうか、どうして伊織さんと比べるの？」

「図世！」

　伊織さんが真っ赤になって叫さけんだ。もう名前を呼び捨てにする仲!?

「伊織様ったら本当にかわいらしいこと。緋宮様と同じ色合いの衣を仕立ててほしいのですって。でも屋敷に直接訪おとずれる『あきなし』から布を選ぶのは、皆に知られるので躊躇ためらわれると」

「……え？」

「おまえ！　ここでそれを言うな！」

　私はぽかんとし、二人を交こう互ごに見つめた。

　えーと、つまり。私とお揃そろいの装束を作ってほしくて図世さんを屋敷から連れ出し、ここへ布を買いに来たってこと？

　ああ、そっか図世さんは緋宮衣装を管理してくれてるもんね。かなりのおしゃれさんで布の合わせについて、よく九く支しさんと意見を交こう換かんし…………、おおう！　なんてことだ、不意打ちだ！　神女たちってば真相を知ってて私をここへ来させたに違ちがいない！

「ええ、わたくしは断然、伊織様を応おう援えんしておりますので」

「おまえ、いいから、早く屋敷に帰れ！」

「わたくしがおりませんと、緋宮様と衣を揃えられませんわ」

　ぐっと伊織さんが押し黙だまる。私と目が合うと、恥ずかしさでいたたまれなくなったのか、「もうだめだー！」という感じで赤く染まった顔を横に向けた。

　余計なことを思い出してしまった。この頃ごろは伊織さんも貴人のように衣をきちんと整えているって神女たちが噂うわさしていたっけ。まさか、それが図世さんの手によるものだったとは。

「さあ、お二人ともこちらへ。……こう、同一の色にするのではなく、お隣に立たれたとき、まとまってみえる、というのがやはり上品でよいですわね」

　デザイナーと化した図世さんの手で、伊織さんの横に並べられた。

「髪かみの飾かざり紐ひもも揃えてみましょうか？　それにしても不思議ですわね。色合わせの問題はともかくも……お二人は、顔がん貌ぼうは似ておられぬのに、こうして寄り添われると誰よりもしっくりときます。神気の質が似ておられるのかしら？　きっと結びつきが強くていらっしゃるのね」

「頼たのむからおまえ、少し黙れ……」

　伊織さんは片手で顔を隠し、弱りきった声で言った。

　私もさっきから、妙みように照れくさくて扇を手放せない。

　うちの緋剣は……伊織さんは、もう！　こういう不意打ちを次々としでかす人だ！




◆胡汀の場合◆




　爽さわやかな風が吹ふく午後のこと。

　午前のうちに雑務を終えたのち、私は池の中央に建てられている風ふう雅がな亭ていに足を運び、軽い休息を取っていた。隣には、緋剣の一人である胡こ汀ていが片かた膝ひざを立てて座っている。亭の柱に寄りかかって心地ここち好よさそうにうとうとしていた。安らかな光景に頰ほおが緩ゆるむ。

　彼は、この不思議世界である蒸む槻きに迷いこんだ私を拾い、面めん倒どうを見てくれた人だ。

「胡汀、いつもそばにいてくれて、ありがとう」

　そっと近づき、囁ささやく。起きているときだと気き恥はずかしくなってしまい、なかなか言えない。

　胡汀の顔を覗きこむ。頰にかかっていた髪が、そよ風で少し揺れた。片側の目め尻じりにある神秘的な刺青いれずみ。普ふ段だんは物静かだけども時々大人げない、私限定の暴君様だ。

　でも、本当はとても優しい。私の、めっちゃめちゃ大好きな人！

「寝ね顔がお、かわいい……」

　柔らかく降る午後の光を浴び、くつろぎきった様子で眠ねむっている。

　男の人って寝顔は幼く見えるんだなあ。いつもの居い丈たけ高だかな感じもすごく好きです胡汀さん。

　ふいに「手を繫つなぎたいな」と思ったけれど、それをすると起こしてしまいそうだ。

「今日だけじゃなくて、毎日こういう寝顔を見れたらいいな。……いや、一いつ緒しよに暮らしたいとかそんなだいそれた考えじゃなくて！　……それにしても胡汀はどういう女性が好みなんだろう。やっぱり陽ひ女め神がみ様？　うーん、でも陽女神様の容姿ってよくわからないな……。たとえば、髪が長いほうが好きなの？」

　悩みながらの独り言のはずだった。だけど。

「どちらでも」

　返事をされて、驚おどろく。彼を恐おそる恐る窺うかがうと穏おだやかに眠……噓うそ寝ねですか！

「もう！　起きてるでしょ！」

「寝てる」

　笑いを堪えているような優しいウソの寝顔を見ているうち、独り言を聞かれた気まずさは薄うすらいでいった。逆に、少し楽しい気分になる。

「寝ている胡汀さんに質問しまーす」

「わかった」

「年上と年下の女性、どっちが好き？」

「気にしたことがない」

「奇き麗れい系とかわいい系なら、どっちが好み？」

「かわいいほう」

　おお、これは意外な答えだ！　てっきり美人系が好きなのかと思っていた。

「……でも、やっぱり色っぽいほうが好きだよね？」

「……」

　噓寝を強調して、ごまかした！

「相手に翻ほん弄ろうされたい？　それとも翻弄したいほう？」

「当然、翻弄されるほう」

「噓だ。今、平然と噓をついた！　……というか胡汀さん、なんで急に不ふ機き嫌げん顔？」

「起きている緋宮に質問する」

「どうぞー！」

「剣士たちだけではなく、神々のためにも深夜、『飲み会』を開いているという噂を聞いたが、本当か？」

「えっ!?　なんでバレて……やや、そんなことはしていません！」

　どこから飲み会情報が漏もれたのか！　これだけは誰だれにも知られないよう細心の注意を払はらっていたはずなのに。ぬまごえ様っていう仲良しの沼ぬま神がみ様が時々お忍しのびで遊びにくるんだよね。

　その繫がりで他ほかの、善き神様たちも……という感じなんですけども。

「……碁ご子こと俺、どちらが好き？」

「えええっ、なんで碁子ちゃんとの比ひ較かく？　……碁……も、もちろん胡汀です！」

　碁子ちゃんは人間じゃなくて地底鳥なんだけど。あの某ぼう黒い虫をむにゅっと丸くしたような、不気味カワイイ感じ。

　もしかして胡汀ってば、碁子ちゃんがまったく懐なついてくれないから拗すねてる？

「伊い織おりと帰き鼓こ廷ていを抜ぬけ出して祭り見物に行くという計画を立てているのか？」

「だ、誰だ、本当に、私の秘密をバラしている人は！」

「それどころか、屋や敷しきの神かみ女め全員と数泊はくの旅を企くわだてているという噂までも」

「女子限定旅行計画もバレてるの!?」

「最近、食事の量を減らしていると聞いたが」

「信じられない、ダイエットまでバレてる。ちょっと甘い物を食べすぎたんだよね……だって伊織さんが美味おいしそうな干ひ菓が子しをたくさん持って来てくれるんだもの！　胡汀には知られたくなかったのに！」

「最近は白しら雨さめばかりを屋敷に呼び出しているし」

「それは、白雨さんと神女たちの関係をですね、よくするためで！」

「──毎夜のように悪夢を見て、飛び起きているのか？」

「……え？」

　質問の系統が突とつ然ぜん変わり、息を吞のむ。

　胡汀がゆっくりと瞼まぶたを開いた。心の奥まで暴あばくような静かで強い視線だった。

　確かに、頻ひん繁ぱんに悪い夢を見る。遠ざかる家族の背中。闇やみに侵しん食しよくされる佐基さんや架か々が裏りさん。ときごえ様。血を流す江え房ふささん。恐ろしい姿の穢けがれ主ぬし。

　蒸槻の夜はとても濃こく、まるで底なし沼のようだから、時々絶望的に怖こわくなる。それでも。

「私、皆みんなと会えて、一緒にいれて、幸せ」

　だから悪夢もいつか乗り越こえられる。笑いかけると、彼は微び妙みように渋しぶい顔をした。

「皆？」

「うん」

「そこは緋ひ宮みや、言い方が違うのではないか？」

「え？」

「どうぞ俺を喜ばせてくださらぬか。さあ、言い直せ。『俺といられて、幸せ』では？」

　その少しだけツンとしながらも甘い表情を見て、私は胸を弾はずませた。自然と笑えみが浮うかぶ。

「笑ってごまかさないように」

「ええー！　ダメだよ、照れるんだから、言えないよ！」

「阿あ呆ほ鳥どりめ。飼い主の俺に逆らうのか？」

　胡汀が意地悪そうに笑って私の額を撫なでたとき。

「俺といるほうが幸せでしょう、緋宮？」

　亭の欄らん干かんを、さっと身軽に乗り越えて、朝火さんが現れた。私の前にどかりと座る。

　彼だけじゃなくて白雨さんや伊織さん、未み不ふ嶺ねさんまでがなぜか続々とやってくる。

　もしかして皆、こっそりと話を聞いていたのかなあ？

　うちの緋ひ剣けんたち、気配を消して近づくのがうますぎる。

「俺は胡汀より優やさしいですよ？　あなたに対して最も誠実だし」

「う、うん」

　朝火さんに、にっこりと微笑ほほえまれ、思わず頷うなずいた。すると白雨さんが対たい抗こうするように、かつてないほどの鮮あざやかな笑みを作って私の手を取った。おおう眩まぶしい、なんて美人だ!!

「男たちより、私のほうが好きなのでは？　……違うのか？　緋宮」

「勿もち論ろん白雨さんが一番です!!　最高です、ダントツです!!」

　私が熱い言葉を吐はき出すと、白雨さんは勝ち誇ほこったように皆を見回した。伊織さんと未不嶺さんが呆あきれた顔をする。

　胡汀も小さく溜ため息いきを落とし、八つ当たり気味に伊織さんを睨にらんだ。

「伊織、白雨をなんとかしろ。日に日に態度が悪くなっているぞ」

「なんで俺にこの横暴な女を押しつけるんだ」

「男どもの分際で生意気な。うるさい」

「俺のほうが誠実で優しいのに……」

「騒そう々ぞうしい。おまえたちはいつもこうなのか？　臣下としての自分の立場をわきまえるべきだろう。そもそも緋宮が上に立つ者として正しく接していれば……」

　未不嶺さんまでお説教を始める。

　皆、がやがやと賑にぎやかに言葉を交かわす。

　耐たえきれず笑ってしまったとき、神女の一人が屋敷のほうから近づいてきた。

「かしこみ申し上げる、緋宮、緋剣の皆みな様さま。九く支し様がお呼びです。次の儀ぎが決まったとのこと」

　皆が口を閉とざし、それからゆるりと立ち上がって私を見つめた。

　私もすぐに身を起こし、全員に視線を返す。

　吞のん気きな女子高生にすぎなかった私、天野知夏がこの不思議世界に迷いこんでから、どのくらい経たっただろう？

　紆う余よ曲きよく折せつの末、蒸む槻きの守り手である『緋宮』に目された。

　緋宮の仕事は、神事を取り仕切ることだ。

「うん。じゃあ、行こう」

　声をかけると、胡こ汀ていが手を差し伸のべた。伊織さんが微笑む。白雨さんは澄すました顔で髪かみを払う。朝火さんは反対側の手を取った。未不嶺さんが、きりっとした表情で先を進む。

　そして私も、背筋を伸ばして歩き出す。

　うちの緋剣たちは今日も個性的で、とびきりイケてます。
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　日本出身の女子高生な私、天野知夏がこのフシギ異世界の蒸槻に迷いこんでから、どのくらい時間が流れただろう。季節はいつの間にか巡めぐり、秋に突とつ入にゆうしている。

　ここで私は、『緋宮』と呼ばれている。蒸槻国を霊れい的てきに守る存在なんだって。年中、神事を行って国の安全を祈き願がんするんだ。

　緋宮は自身の護衛として五人の剣けん士しを選び、そばに置くっていう決まりがある。その彼らを「緋剣」と言うんだけれど……これが本当に、揃そろいも揃って一ひと筋すじ縄なわじゃいかない性格の人たちばかりで！　私、大変！

　そんな曲くせ者ものだらけの彼らと絆きずなを深めるべく、「今夜は皆で月見をしよう！」と誘さそって見晴らしのいい亭ていに集まったんだ。

　緋宮の護衛役と言いつつも、プライベートで緋剣全員が集まることってあまりない。普ふ段だんは交こう替たいで私の護衛についてくれている。

　せっかくの機会だし、皆とたくさん話をしたかったのだけれど……このところ収しゆう穫かく祭やら鎮ちん魂こん祭やらと儀ぎ式しきが集中していたためか、亭に到とう着ちやく後、急に眠ねむ気けに襲おそわれてしまった。

　気がつけば、紅一点の白雨さんの膝ひざを借りて、うたた寝ねをしていたみたい。

　月を肴さかなにお酒を楽しんでいるらしき彼らの会話が、眠ねむりの膜まくに覆おおわれた意識のなかに滑すべりこんでくる。

「緋宮はずいぶんお疲つかれのようだな」

　気き遣づかわしげな声でそう言ったのは、伊い織おりだ。純情たらし様で、一番剣けんの腕うでが立つ人。

「儀式続きでろくに休まれていなかったろうに、俺たちのためにこの場を設けてくださったのだろう？　気遣いはありがたいが、それで緋宮が調子を崩くずすようなことになってはやるせない。屋敷にお連れし、休ませて差し上げるべきでは？」

　優しい！　さすが伊織！　そう感動した直後、別の男性の声が聞こえた。

「緋宮のために集まったというのに、顔を合わせた途と端たん眠ってしまわれるとは。腹の立つ方だ。屋敷に戻もどす必要などない。ここで寝かせておけばいい」

　うん、これはドＳな朝火さんですね、わかります。

「白しら雨さめ、羽織をもう一枚かけてやれ」

　溜息まじりに口を挟はさんだのは、私の飼い主様の胡汀だ。一見親切な発言のようだけれど、私を屋敷に戻す気はゼロなんじゃ。さすが俺様胡汀。

「緋宮の疲ひ労ろうは儀式のせいだけではないだろう。毎夜のように神かみ女めや剣士どもと、女子会だの、そふとどりんく限定飲み会だの、しーくれっとぱーてぃだのと、怪あやしい宴うたげを開いているではないか。このあいだは祇ぎ官かんまでもを巻きこんで、菓か子しばいきんぐ、やみなべ祭り、などという会を計画していた。私が何度注意しても緋宮は聞き入れようとしない……！」

　この憎にくしみ溢あふれる声は、未不嶺さんだ。年が近いこともあり、同じ目線で話ができる貴重な相手なんだけれど……その分説教のときも容よう赦しやがない。

「というより、緋宮の国の言葉にいつの間にか馴な染じんでいるおまえがすごいんだが。話の大半がわからなかったぞ」

　伊織が、やや引き気味のつぶやきを落とした。

　朝火さんと胡汀が興きよう味み津しん々しんに、そふとどりんくとはなんだ、ばいきんぐってなんだ、と未不嶺さんを質しつ問もん攻ぜめにする。それにすらすらと答える未不嶺さんは確かに強つわ者ものだ。

「男ども。無む邪じや気きに戯たわむれている場合じゃない。緋宮は帰き鼓こ廷ていの人間のみならず、善き神々までもその怪しい名の宴に招いているんだぞ」

　白雨さんの余計な発言に、和気あいあいとしていた男性たちはぴたっと口を閉ざした。や、やばい、皆みんなが急に殺気立ってる。冷や汗あせが出てきた！

「この娘むすめが緋宮として目される前に知り合った『ぬまごえ』という、とぼけた神がいただろう。その神に、求きゆう婚こんされたこともあったらしいし」

　ちょ、白雨さんってばこのタイミングで暴ばく露ろするのはまずいって！

「他ほかの神々にも色々と誘われているようだ。神女の話では、緋宮はふいに屋や敷しきからいなくなるのだと。通門を渡わたって、神々の宴に参加しているときもあるそうだ。噂うわさでは、屋敷の近くに緋宮専用の通門が設けられているとかいないとか」

　白雨さん!?　私の個人情報だだ漏もれじゃない!?

「専用の通門だと？　阿呆鳥め！　あいつ、俺の鳥のくせに隠かくし事が多いな」

　低く罵ののしったのは胡汀だった。やだこれ、目覚めたら絶対にお仕置きが待っているよ。

「やはり緋ひ宮みやの可か憐れんさと輝かがやきには神々もかなわぬのか……」

　違ちがうから！　伊織、そこでとどまろう。

「もういっそのこと、悪さができぬように、夜になったら緋宮を箱のなかにでも閉じこめておけばいいのでは？」

　箱はこ詰づめか！　朝火さん、発言がナチュラルに犯罪だ。

「むしろ神々を寄せつけないよう、注意すればいいだろう。緋宮は誰だれに対しても警けい戒かい心しんが足りない。たとえ朗ほがらかな『まれびと』といえども、もう少し気を引き締しめるべきではないか」

　未不嶺さん、私の教育に燃えすぎだ。

「警戒心というよりも。緋宮は用のあるとき以外、我らをそばに置こうとせぬ。大たい抵てい白雨ばかり呼び出して連れ回しているだろうに。まことかわいくない方だ」

　朝火さんが不満そうにこぼした。

　白雨さんは同性ということもあって、護衛を頼たのみやすいんだよー。

　彼らの話題がだんだんと危険な内容になってきた。

　今、目を覚ましたら全員に叱しかられかねない。眠気が覚めてきたけれども、私は必死に目を閉じ続けた。

　膝ひざ枕まくらをしてくれている白雨さんは、狸たぬき寝ね入いりに気づいていそうだ。助けて白雨さーん。

「ところで、まれびとの衣ころもとは変わっているな」

　白雨さんがふと思い出したように言った。男性陣じんが怪け訝げんそうにする気配が伝わる。

「いや、先日のことだが。元の世でまとっていた『制服』という不思議な衣を、緋宮が板いた敷じきに広げてじっと見ていたから」

「……なに？」

　胡汀がちょっと硬かたい声を発した。

　え、白雨さんは、なぜそのことを知っているんだろう？

　制服はもともと胡汀の屋敷に保管してもらっていたんだけれど、それをこのあいだ、椰や真まちゃんに頼んで取りに行ってもらったんだよね。ちなみに椰真ちゃんっていうのは、外見がちょっぴりシャーマンめいた山さん精せいのことだ。

「このところ毎日、緋宮は寂さみしげに制服を見ているな……」

　えっ？　虫干ししていただけなんだけれど。

「やはり故郷が懐なつかしいのだろう。忘れられない者がいるとか」

　ま、まあそれはやっぱり懐かしいし、家族にも会いたいと思うし……。

　しんみりと故郷の景色を思い出しているうち、また眠気がさしてきた。私はゆっくりと息を吐はき出し、眠りの波に身を委ゆだねた。
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　翌日。

　昨夜の宴の流れで、緋ひ剣けんたちに説教されるに違いないと覚かく悟ごしていたのに──なぜか全員、異様に優やさしく接してくる。

　もしかして裏があるのかとびくびくしたものの、数日経たってもなにも起こらない。全員、至いたれり尽つくせりで、せっせと世話をしてくれる。

　飲み会の開かい催さいに渋しぶい顔をしていた未み不ふ嶺ねさんまで、積極的に手伝ってくれるようになった。

「なにこれ怖こわい……。新手のお仕置きとか？」

　日ごと、私の屋敷の周囲をうろつく剣士や祇官や神女たちが増えているんだけど！

　さっきも裏ボスの九く支しさんがやってきて、「なにかお困りのことはないか？　たまには羽を伸のばして、緋剣たちと紅葉もみじ狩りにでも行ったらどうか？」って親切に外出許可をくれた！

　白雨さんだけは、「全員、単純なことだ」とにやにやしている。

　彼女の様子を見て、察しがついた。どうやら皆、制服の一件を誤解したようだ。

「日本に帰りたがっていると思われているんだ。そうじゃないって説明をしないと」

「まあ待て。たまには、皆をこきつかってやるといい。これでしばらくのあいだは楽ができるだろう？」

　白雨さんはにっこりした。神事続きで休みがなかったことを気にしてくれているみたい。

　皆に悪いと思いつつも、笑えみが漏れる。

『元の世界に帰ってほしくない』とここの人たちに思ってもらえることが、嬉うれしい。──必要とされている気がする。

　少しずつ帰鼓廷がまとまり始めている。

　戸と惑まどうこともまだたくさんあるけれど、きっとうまくいくはずだ。

　この異世界も、大切な場所だもの。

「皆と、ずっと一緒にいられますように！」







　これは、私がまだ『緋宮』だった頃ころの話だ。

　嵐あらしが来る前の、穏おだやかな一ひと時ときだった。






















　必要以上に帰き鼓こ廷ていに干かん渉しようしようとする回かい絽ろ廷ていの官らを押しのけ、春日かすがは神しん殿でんを出た。

「なぜ皆みな、身勝手なことばかり次々と口にする！」

　要求するだけで、こちらの話には少しも耳を傾かたむけない。

　侮あなどられている。それを春日は痛感する。

　帰鼓廷の女王として立ってから、既すでに一年がすぎた。

　ところがいまだ神花が咲さかぬ。

　先の年の楽らく奪ばい月つきは、先代緋ひ宮みやの『遺産』で凌しのぐことができた。歴が変わっても咲き誇ほこる芳ほう烈れつな神花。神じん力りよくの結けつ晶しようのような彼女の花が、地の荒こう廃はいを防いだ。その時期、常なら蒸む槻きを襲おそうはずの滸こ楽らくが味方となり、悪あつ鬼きの侵しん入にゆうを食い止めてくれた点も大きい。

「また楽奪い月が来る」

　先代の神花はもはや使い果たした。種は残っていない。厄やつ介かい事の対応に追われる日々が続き、新しん暦れきの儀ぎさえすませていないのだ。この状態で新暦の神花など咲くはずがない。

　先代緋宮には協力的だった地の神々が、ここへきて急に遠ざかっていくのを感じる。

（神は非情だ）

　力がないとわかれば、容易たやすく去る。慈じ悲ひを見せることすらせぬ。

「こんな緋宮が、いるものか……っ」

　だから、嫌いやだったのだ。護女になどなりたくなかった。けれど先代が春日の手を取った。

　あめつちの決定ではない。あのひめみこは春日に同情しただけだ。

「緋剣も揃そろっていない」

　先代が残した朝火のみという体ていたらく。当然だろう。先代を廃はいそうと画策したあげく、あめつちに見捨てられ、今もまだ沈ちん黙もくされ続けている偽にせ者ものの護女になど、誰だれがつき従いたがるというのか。

　初めの予定ではこの後に九支や祇ぎ官かんたちと次の神事について談ずるはずだったが、とてもそんな気分にはなれない。

　呼び止める神かみ女めたちも退け、神殿の門をくぐったときだった。

　突とつ然ぜん、横から鋭するどく刃やいばを突つきつけられた。

「──」

　春日は絶句し、立ち止まった。

　視線を動かすと、彦ひこ那なという大おお柄がらな剣けん士しが憎ぞう悪おに燃える目をして立っている。

「なぜ、おまえのような女が緋宮なのだ」

　彦那の低い声に、春日は息を吞のんだ。

「いつまで、その座にしがみつく」

　怨うらみに満ちた問いかけ。春日には反論できない。彼の友たる剣士たち、そして仕えていた緋剣が、俱く七な帝ていの謀はかりごとを発ほつ端たんとした騒そう動どうに巻きこまれ、命を落とした。さらには、先代緋宮をも追い出すはめになった。ひとつ間ま違ちがえば、蒸槻は滅ほろびていたかもしれない。

　彼は先代とも、仕えていた伊い織おりという緋ひ剣けんとも親しかった。怨まれて当然だった。

「無能な女が、のうのうと」

　剣けんを持つ彦那の手は、怒いかりで震ふるえていた。彼の背後には数人の剣士がいる。全員が伊織のもとにいた剣士たちだった。彦那と同様の、憎悪と喪そう失しつ感かんで濁にごった目をしていた。

「先代が清めた界の川が、また黒く染まり始めている。山々の集落では悪鬼の被ひ害がいが相次ぎ、民たみが飢うえに苦しんでいる。死した者の嘆なげきが、再び川の底へと沈しずむ」

　言われなくても知っている。

　狂くるいそうになるほど儀を行っているのに、あめつちが応こたえない。それは、春日のせいなのか。

「誰一人救えぬのならその座にいるな！　おのれの愚おろかさで死なせた者たちのために贄にえにでもなれ!!」

　彦那が刃を振ふり上げる。斬きられると悟さとり、春日は目を瞑つむった。

　だが、痛みも衝しよう撃げきも襲ってはこなかった。

　きん、と刃を弾はじく音が耳に刺ささる。

　恐おそる恐る目を開くと、神殿から駆かけつけて来た朝火が剣を飛ばし、彦那の攻こう撃げきを防いでいた。

「──朝火様、なぜ止める！」

「なぜもなにも、俺は緋剣だ」

　朝火は春日の腕うでを摑つかむと、乱暴に自分の後ろに追いやった。

「緋剣ですって!?　あなたは、先代を裏切ってこんな女のものになるというのか！」

「俺は、『緋宮』の剣にすぎぬ」

　淡たん々たんとした朝火の声には、春日に対する執しゆう着ちやくは感じられない。それも道理で、春日を護まもらせるために先代が、この朝火を残したのだ。彼自身の望みではない。

「この女のせいで穂ほ野のは死んだ！　伊織様も死に、先代まで座を追われた！」

「女め々めしいことだ」

　朝火が再び隼はや鉄てつの剣を自らの手から生み出し、茫ぼう然ぜんとする彦那に振ふり上げる。その一いち撃げきを防いだのは、彦那の背後にいた剣士たちだ。

「朝火様、なにをなさる！　彦那を殺すつもりですか！」

「──いかなる理由があろうとも、護女たる者に刃を向ければ命はない」

「朝火様!!」

　驚おどろいたのは、春日もだ。本気で彦那を斬ろうとしたのか。

「……や、やめてっ。もういい！」

　ふと、朝火が振り向いた。凍こごえた眼まな差ざしだった。

「──弱い」

　痛つう烈れつな一言だった。失望を通り越こして、呆あきれている。

（わかっている。わかっている!!）

「──だったら、他ほかの女を緋宮として立てればいい!!　春日とて……っ」

　この座を望んだわけではない。そう続けようとして、春日は身を強こわ張ばらせた。

　朝火が、暗く笑ったからだ。

「まこと、これが『緋宮』か」

「え……」

「殺す気も守る気も失うせた。好きにしろ」

　朝火が投げやりな態度を見せるのは、初めてだった。これまでに何度も、春日を暗殺しようという動きがあったことは知っている。朝火はそれをすべて淡々と阻そ止ししてきたのだ。

「い、今いま更さら、見捨てるというの！」

「見捨てたのは、俺なのか？」

　朝火はそう吐はき捨てると、本当に背を向けて去っていった。まさかこんな事態になるとは思っていなかったらしく、彦那たちも困こん惑わくの表情で立ち尽つくしている。

　そこに、ようやくこちらの騒さわぎに気づいたらしい祇官たちが神殿から走ってきた。

「おまえたち、緋宮になんの真似まねか！」

　祇官たちに取り押さえられても、彦那は抵てい抗こうしなかった。

　彼の落らく胆たんの表情を見て、やっと意図に気づく。彼は先代や伊織に殉じゆんじたかったのだ。春日を殺したいというより、朝火に殺されたかった。それを朝火も見み抜ぬいていたに違ちがいない。

「緋宮、この愚か者たちの処分はいかに──」

「知らぬ！　知らぬ、知らぬ!!」

　身体からだの奥底から、激しい拒きよ絶ぜつと嫌けん悪おが湧わき上がってきた。抑おさえねばならぬと知りつつも、自身の行動を止められない。祇官の声に背を向け、春日は駆け出した。

　他者の怨みも失望も、煩わずらわしい問題も、全部置き去りにしてしまいたかった。

　屋や敷しきに戻もどり、寝ね間まに飛びこむと、そこで片づけをしていた図と世よという神女が驚いたように春日を見た。

「緋宮、どうされたのですか？　お身体になにか……気が乱れていらっしゃいますが」

「どうもしないわ」

　顔を背そむけた直後、ふと図世の動きに不ふ審しんなものを感じた。

（今、なにかを背に隠かくした？）

「……あなた、手になにを持っているの？」

「え？　──いえ、なにも」

　噓うそだ。明らかに狼ろう狽ばいしている。かっと頭に血が上った。

　誰もが春日をないがしろにする。本心を伝える価値などないと切り捨てる。

「──刃を持ってるの？」

「えっ!?」

「そんなに春日を殺したいの？　なら、そうすればいいわ」

「誤解をされています、刃ではございません！　これは……」

「皆みな、揃いも揃って噓つきばかり──出ていって！」

「お待ちください、本当に違うのです、私は、ただ」

「出ていって!!」

　弁明しようとする図世を寝間から追い出したあと、春日かすがは目についた調度類や鉢はちの花を手に取り、板いた敷じきに叩たたきつけた。だがいくら物に当たったところで、やりきれぬ思いを消すことはできなかった。

　早朝、司し狼ろうに乗って、春日は帰き鼓こ廷ていを飛び出した。
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　あぁ耐たえられない、嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ──。

　春日は、司狼を走らせながら胸中で存分に不満を垂れ流した。

　好きにしろ。朝火の冷たい声が甦よみがえる。

　だったらその通り、好きにさせてもらう。

　もう知るものか。百万回祈いのったところであめつちは応じぬのだ。それほど春日を許せぬというのなら、身代わりでもなんでも立てればいい。

（春日とて、所しよ詮せんは先代の身代わりにすぎなかった）

　九く支しと俱七帝の傀かい儡らいだ。それに気づかず、新しき女め神がみとして選ばれたのだと有う頂ちよう天てんになった。まれびとの浅せん慮りよな行動が原因で沈みかけている蒸む槻きを救い、輝かがやける世を築こうと。俱七帝が『緋ひ宮みや』もろとも帰鼓廷を掌しよう握あくしようと目もく論ろんでいたなど、春日にわかるはずがない。

　廷に入るまで、貴き巫女みこ姫ひめとして貴人の屋敷で育ってきたのだ。

（ひどいわ、知夏様）

　あのひめみこは、あめつちに見捨てられた春日を選んでくれた。

　その期待に応えるため、嫌いや々いやながらも護女の座についた。ところがどうだ。

（あなたまで春日を見捨てるとは！）

　こんな裏切りはない。春日が帰鼓廷内で孤こ立りつすることは、誰だれの目にも明らかだっただろう。

　無責任なひめみこは愛する男だけを連れ、役目は終えたとばかりにさっさとどこかへ消えてしまった。

（あなたのために、春日はこの座を護っているのよ！）

　回かい絽ろ廷ていの貴人は相変わらず、先代に与くみしていた者たちを罰ばつせよと責め立てる。そして滸こ楽らくを叩けと言う。帰鼓廷だとて一枚岩とは言いがたい。まだ回絽廷と繫つながっているのかと、冷めた眼差しで春日を見み遣やる。九支も決して庇かばってくれない。

　朝火も、暗殺は阻止してくれるが、慰なぐさめの言葉ひとつ口にしようとしない。

　神かみ女めたちの陰かげ口ぐちも耳みみ障ざわりでたまらなかった。──先代様は神々をよく手て懐なずけた。初めは反発していた祇ぎ官かんや剣けん士しも味方につけた。なによりもあの稀まれなる神気はまさに女王にふさわしい。それに比べて今の緋宮は──。

「うるさい!!」

　頭のなかに響ひびく声に、春日は怒ど鳴なり返した。司狼が驚いたように振ふり返る。背から落ちそうになり、春日は慌あわてて手た綱づなを握にぎり直した。どこへ行くかは決めていなかった。とりあえず司狼を走らせて平野を下り、奥おく平ひらという貴人区へ向かう。陽よう都とで一番広い区画だ。

「……善ぜん処どころはどこかしら」

　早い時刻ということもあって、奥平区は静まり返っている。

　春日は戸と惑まどった。一人で都を歩いたためしがないので、立ち並ぶ建物の見分けがつかない。諦あきらめて、橋の近くに設けられている緑色の亭ていに近づく。

　橋と亭は、山さん川せん国こくとも呼ばれる蒸槻の特とく徴ちようのひとつだ。

　もともと橋とは神が通るもの。その横に亭があるのは、神に足を止めてもらう──地にとどまってもらうため。だから蒸槻では至るところに橋と亭が造られている。

　司狼の手綱を亭の欄らん干かんにくくりつけると、春日は吐と息いきを漏もらし、そこの板敷に腰こし掛かけた。欄干にもたれて目を瞑つむる。

「どうして、こんなことになってしまったの」

　人も神も無数に存在するというのに、春日は一人だ。

「苦しいわ。息ができない」

　胸を押さえ、俯うつむく。帰鼓廷にいると、日に日に自分が小さくなっていく気がする。いずれ砂すな粒つぶほどになり、消えてしまいそうだ。

　しばらくのあいだ、じっとそうしていたときだ。

「──緋宮？」

　驚おどろいたような声が聞こえ、春日は顔を上げた。

「未み不ふ嶺ね──いえ、志し羅ら帝ていが、どうしてここに？」

　春日と同じ頃ころに、回絽廷の男王となった未不嶺が目の前に立っている。

「それは、こちらが聞きたい。なぜ緋宮がここに？　……供はいないのか？」

　志羅帝だとて従者を連れていない。慌てて回絽廷を出てきたというように、長い髪かみは乱れているし、目も充じゆう血けつしている。

（同じだ）

　互たがいに探さぐり合い、悟さとる。回絽廷のほうでも不和が生じているのだろう。

　隣りん国ごくが蒸槻の領土を狙ねらい、戦いくさの準備を進めているという噂うわさが廷でも広がっている。

　事実、蒸槻の果てとなる山脈の向こうに隣国の軍が野営を張り始めた。いつ戦火を交えてもおかしくない状じよう況きようだ。おかげで蒸槻の政まつりごとはぐらぐらと揺ゆれっぱなしだった。こちらから進しん撃げきすべきだ、いや蒸槻にそんな余よ裕ゆうはない、和わ睦ぼくを結べ──評議は紛ふん糾きゆうして喧けん々けん囂ごう々ごう、いたずらに時が流れるばかりで策の行方ゆくえが一向に定まらぬという。

（王も、嫌いやになったのだ）

　だが、志羅帝は、孤こ立りつ無む援えんの春日と違って味方が揃そろっているではないか。帰鼓廷の剣士とも交流がある。なにより、藤ふじ郎ろうという濃こい影かげが彼を護まもっている。

（それなのに、逃にげ出すとは）

　嫌々王座についたわけでもない。彼自ら望んで得た地位だ。

（春日は、この優ゆう柔じゆう不ふ断だんな王よりもっと苦しい思いをしているのに）

　一いつ緒しよにされたくはない。味わうつらさや無念は、仲間のおらぬ自分とは比ひ較かくにならない──。

　春日たちは、睨にらみ合った。

「……あなたが、しっかりしてくださらないから」

「なんだって？」

「回絽廷の貴人が毎日、帰鼓廷に押しかける。男王のあなたにではなく、春日に戦の話を持ちかけてくるのですよ。なぜ官かん吏りに好き勝手な真似まねを許しているのです」

　志羅帝の白い頰ほおが、かっと赤く染まった。

「人のことが言える立場か？　なぜいまだに神花が咲さかぬ」

「なんですって？　今はそんな話をしていないでしょう！」

「神花が咲かぬために、国境に悪あつ鬼きが溢あふれるようになったんだ。それを見て、蒸槻は内ない紛ふんが絶えぬのだと隣国に判断された。開戦のきっかけを与あたえるつもりか！」

　彼の批判は、春日の心をざっくりと傷つけた。

「あ、あなたに責められる筋合いなんてないわ!!」

「だったら私とておまえに非ひ難なんされる謂いわれなどない！」

「あなたは王でしょう！」

「大地を守るのは緋宮の役目だろうが！」

　春日は立ち上がり、拳こぶしを握りこんだ。

（なぜ、春日ばかり責められるの）

　気がおかしくなりそうだ。これほど疲つかれているのに、誰一人わかってくれない。

「もうこんな思いをするのは嫌。皆、勝手に戦でもして滅ほろびてしまえばいい……っ!!」

「緋宮！」

　春日は胸の底から怒りを絞しぼり出すと、彼に背を向けて歩き始めた。

　だが後ろから足音がついてくる。

「春日にかまわないで！」

「どこへ行く！」

「知らないわ！　誰もいないところよ！」

　怒鳴り返し、ずんずんと進むうちに涙なみだがこぼれた。

「全部知夏様のせいよ！　春日は緋宮になんかなりたくなかったの！　誰かの傀儡でいるのは嫌なのよ!!」

　一度声を張り上げると、我が慢まんできなくなった。ずっと溜ためこんでいた思いが喉のどを駆かけ上がる。

「春日を見捨てるなんてひどいわ！　一言もなくいきなり去ったのよ！　どうして……っ、置き去りにするならっ、なぜ春日に優やさしくなんかしたの！」

　裏切られた、捨てられたと大声で叫さけびながら、道を突つき進む。返事はなかったが、足音はどこまでもついてきた。道を何度も曲がり、橋を越こえ、どこの区に入ったのかわからなくなってもだ。そろそろ人々が起き始める時刻だと、春日かすがはぼんやり考えた。

　建物から姿を現した民たみが、泣きながら歩く春日を啞あ然ぜんと見つめる。当然の反応だろう。貴人の恰かつ好こうをした女によ人にんが、顔も隠かくさず、道の真ん中を突き進んでいるのだ。

（どうでもいい、誰も春日を認めてくれないんだから）

　胸中で吐はき捨てたとき──後ろから、ぷっと笑う声が聞こえ、春日は耳を疑った。

　振り向くと、しつこく追ってきていた志羅帝が片手で口元を押さえ、はっきりと笑っている。

「な──なにがおかしいの!!」

　怒いかりと羞しゆう恥ちで燃え上がりそうになりながら春日は叫んだ。

　しかし、頭の片かた隅すみでは、確かにおかしいだろうと納なつ得とくもしていた。護女たる者が子どものように癇かん癪しやくを起こして都をさまよっているのだから。

「ええ、今の春日は見み窄すぼらしいでしょうね！　皆みなに背を向けられて一人で泣なき喚わめいているんですもの！」

「いや、違ちがう。そういう意味で笑ったのではない」

「言い訳は結構よ、ついてこないで！」

「待て」

　駆け出そうとした瞬しゆん間かん、腕うでを摑つかまれた。痛くはないが、強い力だ。

「放しなさいっ！」

「勘かん違ちがいするな。そうかっかせず、人の話を聞け。緋ひ宮みやを馬ば鹿かにして笑ったわけじゃない」

「よくもそんな噓うそをつけるわね！」

「噓じゃない。──おまえと先代はまこと似ていると思ったら、おかしくなったんだ」

　そこでまた志羅帝はぷぷっと笑った。懐なつかしそうな目をしている。

　それを見て、彼の話が噓ではないとわかった。

「あれが緋宮だったときにも同じことがあったなと。先代も、子どものように泣きながら都を歩いていた」

「……知夏様が？」

「そうだ。状況は違うが、あの娘むすめも帰き鼓こ廷ていを脱だつ出しゆつしてな。いや、本当に腹の立つ娘だった」

　詰なじりながらも、また穏おだやかに笑う。

「緋宮というのは、皆こうなのか？　必ず一度は帰鼓廷を脱走して、泣きながら都を歩かねばならぬという決まりでもあるのか？」

「あるわけないでしょう！」

　答えながら、春日はなんだか……途と方ほうに暮れた。

（春日と同じ？　なぜ、知夏様は泣いていたのだろう）

　ふっと志羅帝が笑いをおさめる。春日たちは立ち止まり、見つめ合った。

「すまない」

「え……？」

「私が不ふ甲が斐いないせいで、また陽ひ女め神がみを苦しめている」

　志羅帝が悲しげに言った。どろどろとしていた感情が、静まっていく。

（……違うわ、謝らないで。春日が苦しんでいるのは、春日自身のせいよ）

　誰だれが悪いのか、本当はわかっている。ただ現実を直視するのが怖こわかっただけだ。

　そう思うのに、声が出ない。

「先代も、いつも泣いていた。声を上げて泣かずにはいられぬほどつらかったのだろう。今、おまえも同じように嘆なげく。だが、少しだけ待ってくれ。泣かさぬように、いつか必ず」

「志羅帝」

「言い訳になるが、私は回かい絽ろ廷ていを逃げ出してきたわけじゃない。民の様子を見に来たんだ」

「ここの民を？」

「ああ。心が挫くじけそうになると、それぞれの区へ足を運ぶ。まだ、こんなにも都は苦痛に喘あえいでいると、おのれを戒いましめる」

　その言葉にどきりとする。彼につられて、春日はあたりを見み遣やった。

（復興されていない）

　日ひ蝕はみから一年がすぎたというのに、いまだ都には破は壊かいされた建造物の残ざん骸がいがあちこちに散らばっている。貴人区でさえこの有様なら、他ほかの区はもっと荒あれた状態だろう。

「どうして」

「戦の支し度たくに追われ、こちらにまで手が回らない。兵を育てるには莫ばく大だいな財がいる。時間も人手も必要だ」

　はっと志羅帝に目を向ける。苦りきった顔をしていた。

（神花は、大地の実りを護まもるだけではなかった。戦いくさにまで、影えい響きようをもたらす……）

　年々弱まっていた界の川の力。そしてとうとう神花も咲かなくなった。神々の守護が──神秘の膜まくがようやく剝はがれ落ちたのだと、隣りん国ごくに判断されてしまった。新たな王は、武を好む。

「帰鼓廷に戻もどらなきゃ」

　すぐに神事を行い、あめつちに訴うつたえよう。ことは、春日の矜きよう持じの問題のみにとどまらない。

（蒸む槻きを護らねば）

　春日が泣き喚くあいだにも、隣国は刃やいばを磨みがき、着々と侵しん略りやくの道筋を作っている。

「今一度、神なる力を立たせ、護りを固めるわ」

　新たな歴の始まりは、蒸槻の神々にひとつの自覚をさせた。蒸槻に住む者ならば、力を出し惜おしみせず、手を取り合ってこの大地を護らねばならないと。ここで春日が迷えば、神々はあっさりと考えを変えるだろう。そうすれば再びの、贄にえの刻がやってくる。

　だが、もはや陽女神を贄とするだけでは、国は護れない。時代は流れる。人にも、地にも変化をもたらす。それから目を逸そらして、蒸槻だけが停てい滞たいするような事態になってはいけない。

　怨うらみは実りをもたらさぬ。侵略される前に、今度こそ内側から滅びてしまう。

「志羅帝、私たちの居場所へ、帰りましょう」

「──ああ。帰ろう。だが、緋宮」

　志羅帝が、困ったように言う。急になぜ狼狽うろたえるのか。

「……道が、わからぬ」

「え？」

「ここはどのあたりだ？」

「春日にわかるわけがありません。一人で都を歩くことなどなかったんですから」

「……」

「殿との方がたなのに、道に迷ったのですか!?」

「やかましく泣くおまえを追うだけで精せい一いつ杯ぱいだったんだ！」

「春日のせいだというのですか！」

「どう考えてもそうだろうが！」

「あなたが追ってくるから、無む駄だに歩き回るはめになったのです！」

「この……っ、なんてふてぶてしい……っ」

「ふてぶてしい!?　護女に向かって、無礼だわ！」

　志羅帝と大声で責任の擦なすり合いを始めたときだ。

「馬鹿どもが……」

　横からぽつりと響ひびいた声に春日たちは目を吊つり上げ、勢いよく振ふり向いた。

「なんですって!?」

「なんだと!?」

　叫んだあとで、思わず志羅帝と手を取り、一歩後退した。怒りも瞬しゆん時じに消え失うせる。

「……藤ふじ郎ろう」

「……朝火」

　据すわった目をした、二人のお目付役がそこに立っていた。どんな理由があろうとも彼らに逆らってはいけないと、これまでの経験で春日たちは悟さとっている。

「な、なぜ藤郎がここにいる？」

「朝火も、どうして都に？　まさか二人とも、春日たちのあとをつけてきたの？」

　彼らは一言も答えず、じいっと春日たちを見つめた。強きよう烈れつな威い圧あつ感かんに、自然と身が震ふるえる。

「……」

「……」

「わ、悪かった。勝手に回絽廷を抜ぬけ出した」

「悪かった、と思うわ。……好きにしろと言ったのは朝火だけど……いえ、春日に非があるのよ、きっと」

　彼らは同時に深い溜ため息いきをついた。春日たちはびくびくした。

「戻りますよ、馬鹿ども」

　朝火が冷たい声で言った。春日と志羅帝は同時にぐっと息を詰つめたものの、口答えはやめておいた。抵てい抗こうすれば、もっと悲ひ惨さんな目に遭あう。

「朝火殿どの、概がいして主あるじというのは愚おろかなものでは？」

　藤郎がにやにやしながら毒を吐いた。朝火は、眉まゆをひそめた。

「ここまで愚かなのはどうかと思うがな。ちょっと叱しかっただけで逃にげ出すとは、どれほど甘ったれなのか」

「なに、愚かなほうが虐しいたげがい……いえ、躾しつけのしがいがあるでしょうよ。あぁ早く成長させたくてたまらぬ。立派な王になったときに、この恥はずべき日々を耳に優やさしく吹ふきこんで、とことん苦しめてやりたい」

「……おまえは変態か？」

「変態です」

「馬鹿王に、変態従者か」

「いやはや、世も末で」

「世が始まったばかりというに、不ふ吉きつなことを言うな」

　朝火と藤郎は、こちらへわざと聞かせるように話をしている。

（……ま、負けないわ）

　繫つないだままの志羅帝の手を強く握にぎる。

　春日かすがにも志羅帝にも、心から信しん頼らいできる従者が一人はいるようだ。

　その従者にいびられないためにも、春日たちは力強く立ち上がるしかない。
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　屋や敷しきに戻り、神しん殿でんを訪おとずれる前に少し心を落ち着けようと寝ね間まに向かったときだった。

　春日は驚おどろいた。一羽の碁ご子こが部屋にいる。春日の姿に気づくと、慌あわてたように去っていく。

「なぜ碁子が？」

　首を捻ひねったあとで気づいた。花が一輪、板いた敷じきに落ちている。

　その花を手に取り、目を見開く。蒸槻の花ではない。

「異国の花よね？」

　そういえば、毎日寝間に花が飾かざられていた覚えがある。

　そのどれもが、蒸槻の花とは違ちがっていた。それに──図と世よの不ふ審しんな行動。背中に隠かくしたのは刃ではなく、寝間に侵しん入にゆうしていた碁子だったのではないか。

　春日に咎とがめられることを恐おそれ、正直に言えなかっただけだとしたら。

「碁子がわざわざ花を運んでいたの？」

　ありえない。碁子は基本、人に懐なつく生き物ではないからだ。

　ただし例外が一人いた。碁子と心を通わせていた不思議なひめみこ。

「……知夏様ったら！」

　碁子に、花を運ばせていたのか。それに図世が気づき、協力していた？

　白い花は、優しい香かおりを漂ただよわせる。ほっとするような。春日は思わず笑い出した。

　ひめみこは、まれびとの国に戻ったと聞いていた。

（違う。この世のどこかに、いる）

　なら、いつか会える。

　春日が赫かくたるみことして立ち、世に平へい穏おんをもたらせば、きっと会いに来てくれる。

（わかったわ、春日がすべてを遠ざけてしまったのよ。あなたまでも）

　弱いから。縋すがることしか頭になかったから。

　だが、これではだめなのだ。恐れを飲みこみ、前を向いて戦わねば、なにひとつ得られない。

　手元に集めよう。神も人も。

「力ちから尽ずくでも、引き寄せるわ。春日を憎にくむ者も、罵ののしる者も」

　きっとそうしてみせる。

「できぬはずがない。春日は、緋ひ宮みやなんだもの」







　翌日、春日は、彦ひこ那なを緋ひ剣けんに指名した。

　神花が咲さいたのは、夏の終わりに行った就任の儀ぎのあとだった。
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「──知夏様！」

　きゅ、と誰だれかに髪かみの毛を雑草摑づかみされた気がして、私は目を覚ました。

　逆光になっているため、誰が私の顔を覗のぞきこんでいるのか、すぐにはわからなかった。

「……胡こ汀てい？」

「誰が胡汀ですか。失礼な」

　もう一回、むぎゅっと力いっぱい雑草摑みされた。この声を、知っている。

　ぼうっとするうちに意識がはっきりし始める。やっと声の持ち主の正体がわかった。思いがけない相手──というより、ありえるはずのない相手だった。私は茫ぼう然ぜんとした。

「春日さん……？」

「春日以外の誰がいるというのです」

　むー、と眉まゆ根ねを寄せた不ふ機き嫌げんそうな顔の春日さんが、私の顔を見下ろしている。

　──どういうこと？

　私は混乱した。なぜここに春日さんがいるんだろうか。『緋宮』の座を彼女に譲ゆずったあと、私は胡汀と一いつ緒しよに内ない緒しよで帰き鼓こ廷ていを去ったんだから──……。

「ひどいわ、知夏様。あなたが昨夜、私と架か々が裏り様に『明日は帰鼓廷を脱だつ走そうして、市を冷やかしに行こう』っておっしゃったのに。九く支しの目を盗ぬすんでやっと神殿から抜ぬけ出してきたのよ、なのに架々裏様の膝ひざを借りて吞のん気きにうたた寝ねとは……」

「え……架々裏さん？」

　そういえば頭の下に枕まくらが──誰かの膝がある。恐る恐る視線を動かし、息を吞のむ。

　私に膝枕をしてくれているのは、本当に架々裏さんだった。優しく微笑ほほえんでいる。

　そんな、どうして？　だって彼女はもう──。

　私の驚きを吹き飛ばすような勢いで、春日さんが袖そでを揺ゆらし、大声を上げた。

「架々裏様も知夏様を甘やかしてはなりません！　阿あ呆ほ鳥どりなんですから」

「……ちょっ、春日さん今、なんて言ったの!?　そういえばさっき、二回も私の髪を雑草摑みしなかった!?」

「摑みやすい位置にあるほうが悪いのです」

「かわいい顔してえげつない！」

「さあ、早くお立ちになって！　架々裏様も笑ってないで、今のうちに脱走せねば緋剣たちに見つかります」

　春日さんの手に無理やり起こされながら、私は目を瞬しばたたかせた。




　──そして数分後。春日さんに急せかされ、私と架々裏さんはあたふたと屋敷を抜け出した。

　あたたかな日の光が降り注ぐ道を走る。木々の葉が輝かがやいていた。風も爽さわやかで、快い。帰鼓廷は穏おだやかな空気に包まれている。

　あぁ、そうか。

　私たちって無事に代だい替がわりをしたんだっけ？

　それで架々裏さんも私も、あとのことは春日かすがさんに全部まかせて、帰鼓廷の奥部に設けられている『隠かくり宮みや』でのんびりと暮らしているんだった。

　伊い織おりや佐基さん、穂ほ野のさん、江房さんも、元気に毎日をすごしている。

　それで、合ってるよね？
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　私たち脱走女子は、香こう人じんの装束に着き替がえたあと、都の奥平区へと向かった。

「知夏、話が違うぞ。素す敵てき男子から『なんぱ』などまったくされないが」

　賑にぎやかな市が立っている通りの途と中ちゆうで架々裏さんが足を止め、不満そうに言った。その横で春日さんも頰ほおを膨ふくらませている。

「私たちってそんなに魅み力りよくがないのかしら。普ふ通つうの殿との方がたと『秘密の恋こいと集団でーと』なるものをしてみたかったのに……」

　違う、むしろ魅力がありすぎる。誰も声をかけられなくて当然だ。

　地味な衣装のはずなのに、二人の雰ふん囲い気きと美しさが明らかに別格なんですよ！

　架々裏さんはどこから見ても妖よう艶えん美女だし、春日さんは花精のようにかわいいし。私だけが普通の女子だ！

「それに、知夏様がおっしゃっていた、『みすてりあす系だーくひーろー』に攫さらわれて、ときめいてはいけないのに気持ちが止められない！　という状じよう況きようになるのも楽しみにしていたのよ」

「そうとも。『さど系俺様男子』に執しゆう着ちやくされて困るのに惹ひかれてしまう！　とかな」

「ちょ、私ってばいつの間にそんな悪いことを教えたんだ……!!」

　二人からちくちくとした目で見られたときだ。

「これは──驚おどろいたな。地に舞まい降りた天てん女によたち、でしょうか？」

　ちょっぴり気き障ざっぽい男性の声に、私たちは振ふり向いた。

　勇気ある男性三人がそこにいて、扇おうぎを片手に私たちを見ていた。

　架々裏さんと春日さんが、「ふぅん？　意外にいいかも？」という表情で彼らを観察する。確かに、ちょっと目を引く美男子たちだ。

　私もさりげなくチェックする。扇も衣ころもも一級品みたい。ということは貴人かな。

　一人は体格からして武術の心得がありそうな美び丈じよう夫ふ。二人目は、理系男子っぽい雰囲気。三人目は社交的だけどどこか危険な雰囲気のある人。声をかけてきたのは三人目の男性だった。

「従者はおられぬのか？」

　三人目の男性が、架々裏さんに向かってにこっと笑う。

「はぐれた」

　架々裏さんが堂々と答えた。でも私は知っている！　動どう揺ようを隠かくすために突つっ慳けん貪どんになっているだけだと。架々裏さんってば、顔見知りの祇ぎ官かんや剣けん士しには強いけれど、一いつ般ぱん男性との普通の会話には免めん疫えきがない純じゆん粋すい女子なんだよね。

「おや、それは危険だ。あなた方のような美しい人を放ほうってはおけない。よろしければ従者が見つかるまでのあいだ、我らが護衛をいたしましょう」

　むしろあなた方が危険です、と言いたいけれど、あれよあれよという間に私たちは手を取られ、彼らと『集団でーと』することになった。春日さんと架々裏さんが私を見て、こっそり『やったね！』と合図するから、思わず笑ってしまった。




[image: ]




　私たちは、気前のいい彼らに装身具なんか買ってもらい、その後、馴な染じみの店らしい高級善ぜん処どころの庭にある亭ていに入って仲良く香こう茶ちやを飲んだ。うん、春日さんは集団でーとができて、ほくほく顔だ。意外に純真な架々裏さんは、つんとしつつもまだ緊きん張ちようしている。かわいい人だ。

「知夏、髪かみ飾かざりをさしてあげよう」

　私の横に座っているのは、理系男子な波は津つ弥みさん。

　彼は微び笑しようを浮うかべると、私の耳の横の髪を手に取って軽く捻ねじり、さっき買ってくれた髪飾りをすっと差した。目元の涼すずしげな男子だなあ。……胡汀、これは浮うわ気きじゃないからね!?

「困ったな、この美しい髪の前では、どんな装身具も霞かすんでしまう」

「ええっ、いえ、私の髪なんてただ長いだけの羽根のようなもので……」

　どぎまぎしつつ、助けを求めて春日さんたちを見み遣やると、おおう！　彼女らも二人に装身具をつけてもらっている。ちなみに架々裏さんに指輪を買ったのは、危険な色気のある荻おぎ都とさん。春日さんに耳飾りを買ったのは、武人系美丈夫な阿あ等らさんだ。前から思っていたけれど、春日さんって、武人！　って雰囲気のきりっとした男性に弱いよなー。

「まことにあなた方は、天女ではあるまいな？」

　波津弥さんが、私の顔を覗きこんで尋たずねた。

　すると荻都さんも架々裏さんを熱い目で見ながら口を開く。

「我らは普ふ段だん、女人に声をかける真似まねなどせぬのだが。まるで自分が花に引き寄せられる蝶ちようになった気分だな」

　私たちはじと目で彼らを見た。噓うそだー、噓だー、だって手慣れてるよ、三人とも。

　女子たちの疑いの目に気づいたのか、阿等さんも困ったように笑った。

「いや、決して軽口などではない。あなた方を見た瞬しゆん間かん、本当に天女か、あるいは女め神がみが地におられるのでは、と思ったな」

　私たちは顔を引きつらせた。か、勘かんがいい！　一応三人とも、女神の末まつ裔えいだし。

「あなた方は姉妹なのかな？　顔立ちというよりも、雰囲気がよく似ておられるが」

　荻都さんが私たちを見回して尋ねる。

　私たちは、こくこくこく！　と慌あわてて頷うなずいた。うん、姉妹みたいなものだ。

「そのように質素な身なりをしているが、香人ではあるまい。……女に溺おぼれる男を愚おろかと笑っていたが、まさか一目でこうも惹かれようとは。知夏、あなたは誰だれのものでもないな？」

「えっ？」

　突とつ然ぜん、波津弥さんに、きゅっと手を握にぎられた。

「香人であっても、いや、たとえ無む冠かんであってもよい。あなたを我がもとに迎むかえたい。不自由はさせぬ」

「えええっ!?」

　私だけじゃなく、架か々が裏りさんたちも熱心に口説かれている。それも思いっきり段階を飛ばして、「結けつ婚こんしてください！」って勢いだ。すごいよ、蒸む槻きの男性って情熱的すぎるよ！

　そう焦あせったのは一いつ瞬しゆんで、ふと気づいた。

「もしかして、波津弥さんたちって、神じん力りよくを持ってる？」

　波津弥さんは目を見開くと、興味深いというように私を見遣った。

「なぜおわかりに？」

「そっかー、それで私たちに目をとめたんだ！　えーと、あの。私たち……帰き鼓こ廷ていにつとめる神かみ女めだから！　神力のある人がわかるんです。たぶん波津弥さんたちも、私たちが持つ神力に惹かれたんじゃないかなあ」

　波津弥さんは、ふっと笑った。

「なるほど。あなた方は神女なのか。言われてみれば、確かに帰鼓廷仕えの愚ぐ弟ていの穂野も、似た気配を持っていたな」

「あ、波津弥さんの弟さんも帰鼓──……、えっ、ホノ？　……穂野!?」

「ああ、もしかしてご存じか？」

「ふ、ふっ、ふわゆるな穂野さんの、お兄様[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!?　全然雰囲気が違ちがうっていうか波津弥さんの髪かみの毛ふわゆるじゃないよ？　似てないよ!?」

「おや、まことに弟と知り合いか？」

　きょとんとする波津弥さんを見て、血の気が引いた。架々裏さんと春日さんの動きも、止まっている。

「まさか、荻都さんたちにもそういう繫つながりが……っ!?」

「ああ。荻都の弟の彦ひこ那なも、帰鼓廷に仕えている」

「彦那!?」

　ちょっ、ホウキ頭で大おお柄がらな彦那さんのお兄様[image: ー][image: ー][image: ー]!!

「このなかでは、阿等の兄君が一番の大物だな。なにせ今いま帝みかどの寵ちようを得ている藤ふじ郎ろう殿どのだ」

「藤郎さ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]ん!?」

　私と架々裏さん、春日さんは揃そろって青ざめた。

　まずい!!　とんでもない人たちにナンパされた……っ！

　もしもこの『集団でーと』が彼らの耳に届いたら、説教されるだけじゃすまない！　緋ひ剣けんたちや九く支しさん、その他色々な人たちに、どれほどお仕置きされるだろう！

　想像するだけで身体からだががくがくしてきた。春日かすがさんたちも、小刻みに震ふるえている。

「ふ、二人とも、そ、そっ、そろそろ帰ろうか!?」

「そ、そうね！　戻もどらないと！」

「だが、戻ったら戻ったで、地じ獄ごくを見る気がする……」

　架々裏さんが真顔で不ふ吉きつなことを言ったときだ。

　善処の使用人が恐おそる恐るといった様子で亭に近づいてきた。

「皆みな様さま、お迎えの方々が表でお待ちですが」

「迎えとは？　呼んでいないが……誰が来たんだ？」

　阿等さんが、きょとんと尋ねた。

「ええ、皆様のご兄弟とおっしゃる方々が。それにその……『不ふ埒らちな阿あ呆ほ鳥どりが三羽迷いこんでいるだろう』と大層立腹されている剣士の方々も……」




　わぁ！

　私たち、死んだ！
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「──うー……、違ちが……、胡こ汀ていが一番好き。信じて……ほんと……、目移りなんてしな……、噓じゃない……っ」

「……知夏？」

　ふと呻うめき声が聞こえ、目が覚めた。隣となりに横たわっている妻が寝ね言ごとを漏もらしている。

「胡汀、大好きだから……っ、違っ……、飼い主様、好き……！」

「わかっている」

　妻があまりに必死な寝言を聞かせるものだから、思わず笑いがこぼれた。そこまで力強く好き好き言われると、どうもむず痒がゆい。

「胡汀、好き、信じ……っ」

「ああ、はいはい」

　本当に、なんの夢を見ているのか。楽しいものだといいのだが。

「俺もおまえが好きだから、安心しろ」

　数年前から変わらぬ華きや奢しやな肩かたを引き寄せ、深く抱だきこむ。そして、そのぬくもりにまた、目を瞑つむる。
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　誰かの泣き声が耳に滑すべりこんできた。

　ゆっくりと瞼まぶたを開く。

「ここって、どこ？　……もしかして『ひの間』？」

　私は驚おどろいた。部屋のなかに、無数の蠟ろう燭そくが並んでいる。これだけの明かりがあるっていうのに、天てん井じようや四よ隅すみは墨すみを垂らしたように暗い。どくどくと、心臓の音が響ひびく。

　片手で胸を押さえながら、あらためて慎しん重ちように室内を見遣る。

　陣じんを描えがく蠟燭の中心に、私は座っていた。

　いつの間に着き替がえたのか、美しい衣装をまとっている。ぞくっとした。今から自分が、神をお迎えするみたいだ。

　立ち上がろうとして、足が動かないことに愕がく然ぜんとする。

「なんで一歩も動けないの……っ」

「──仕方ないでしょ、贄にえなんだもの」

　独り言に、答えが返ってきて、私は悲鳴を上げそうになった。

　誰かがいる。墨を垂らしたような部屋の奥に、誰かが。

「あなたは贄なの。神様の贄なの。食べられちゃうの」

　すすり泣きとともに言われ、全身に鳥とり肌はだが立つ。

「食べられる!?　私、贄になんかならないよ！」

「どうして？」

「どうしてって……嫌いやだもん！」

「あなたの意思なんてこれっぽっちも関係ないよ？　むしろ大人しくさぁ、贄になって心壊こわしちゃって、なーんにも考えなくなるほうが幸せじゃない？」

「なに言ってるの!?」

「知らないの？　だってここで贄にならなかったら、あなたはこの先、酷ひどい目に遭あうんだよ？　身体にも心にも怪け我がをする。毎日泣いてすっごく苦しんで悩なやんで、最後には皆みんなに、いらないよ、って見捨てられて、追い出されるのに」

「やめてよ!!」

「それでも贄にならないの？　私、そんなの困るんだけどなー……」

「──なんであなたが困るの!?　っていうかあなた、誰なの！」

「決まってるじゃない」

　ぬらりと、闇やみが動いた。

「私って、あなたなんだもん」

　すすり泣きしていた女は、床ゆかに渦うずを巻くほど髪を伸のばした私だった。

　心を失った、暗い目をしていた。







「────!?」

　私は、跳はねるような勢いで飛び起きた。

　はぁ、はぁっ、はぁっ。

　泥でい土どのようにぬらぬらした闇のなかに、自分の荒あらい呼吸が沈しずむ。額からしたたる汗あせが、夜具をきつく握にぎる手の甲こうに落ちる。

　ただの女子高生でしかなかった私がこの不思議異世界に迷いこみ、『緋ひ宮みや』に目されてから、およそ一月。

　毎夜、誰だれにも言えない悪夢を見る。
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　その日、津つ杙ぐいの郷さとは、朝から忙せわしない気配に包まれていた。

　白しら雨さめ様が、一昨日おとといから産宮にこもっている。

　滸こ楽らくの子を身に宿した女によ人にんのお産は命いのち懸がけだ。それを皆、知っているから誰もが落ち着きをなくしている。

　女たちは、お産の手伝いをするため白雨様とともに産宮に入っている。何度か、必要な道具を取りに女が行き来していた。男は立ち入れぬ神聖な祠ほこらだ。

　同胞はらからのほぼ全員が付近に集まり、胸をじりじりさせながら状じよう況きようを見守っている。

「……洲す沙さ。少し休め。寝ねておらぬだろう？」

　私が産宮の前でうろうろしていると、近くの岩に腰こしかけていた遠とお凪なぎ様が声をかけてきた。

「大だい丈じよう夫ぶです。私だけでなく、皆も寝ていないんですから」

　眠ねむれるはずがない。産宮から、ちっとも子の泣き声が聞こえてこないのだ。

「ここに、緋宮……知夏様がいたら、きっと守ってくださった」

「洲沙」

　遠凪様に、厳しい声で止められた。私は唇くちびるを嚙かみ締しめた。言ってはならぬことだとわかっている。だが、あの神気芳かぐわしい知夏様がそばにおられたら、白雨様も安心するだろう。

「長い……」

　同胞たちのあいだから、不安そうな声が上がった。

　湯ゆ桶おけを抱かかえた女たちが産宮に駆かけこんでから、どれほどすぎただろう。

「白雨様は無事でしょうか」

　子も大事だが、勿もち論ろん、白雨様の身も心配だ。

　遠凪様が、疲つかれたように溜ため息いきを落とした。

「おまえたち、覚かく悟ごせよ。時が経たちすぎている」

　皆が息を吞のみ、動きを止めた。恐おそれと不安で動けなくなった皆を見回すと、遠凪様は静かに立ち上がった。男が入れぬ産宮の入り口に足を向けたので、私は驚いた。

「遠凪様！　覗のぞいてはいけません！」

　睨にらみつけられたが、怯ひるむわけにはいかない。子が産まれる前に男が覗けば、災わざわいを招いてしまう。焦じれたように産宮を見み遣やる遠凪様を慰なぐさめようと、そちらへ近づいたときだ。

　ふいに滸楽たちが全身を緊きん張ちようさせ、攻こう撃げきの姿勢を取った。

　産宮の前方に立っている木々の合間から、不気味な黒くろ猿ざるが現れる。

『女、寄よ越こせ』

『滸楽、滅ほろびよ』

　血の気が引いた。よりによってお産の最中に悪あつ鬼きが出現するなんて。

「同胞よ、悪鬼を他ほかの場所へ誘ゆう導どうしろ」

　遠凪様が低い声で呼びかけた。

　産宮の前で争いごとを起こせば、子の一生に血の定めがつきまとう。

　同胞が皆、獣けもの形に変じ、接近する黒猿を威い嚇かくして産宮から引き離はなそうとした。ところが黒猿は、知ち恵えがあるのか、少しも挑ちよう発はつに乗らない。

　遠凪様が小さく舌打ちし、術を紡つむごうとした。そのときだ。

　突とつ然ぜん、周囲にふわりと淡あわい光が散った。

「えっ!?」

　驚きながら見上げると、どこからやってきたのか、光をまとう極ごく彩さい色しきの鳥が数羽わ宙を舞まっていた。翼つばさを優ゆう雅がに動かして、黒猿を攪かく乱らんし始める。

「この鳥は──」

　遠凪様は目を丸くしたあと、なぜか思いきり顔をしかめた。

「遠凪様、この鳥を知っているんですか？」

　問いかけたあとで、私は首を捻ひねった。どこかで見た覚えがある。

「いいや、まったく知らぬ。どこかのひねくれた邪じや悪あくな者が気まぐれに放った鳥だろう」

　知らないわりには妙みように感情的な返事に思えたけれど、遠凪様の様子を見る限り、これ以上聞かないほうがよさそうだ。

　黒猿は、極彩色の鳥がまき散らす光に怯おびえ、悔くやしそうに遁とん走そうした。

　悪あしき気配が去ったあとも鳥は去らず、産宮のそばの岩に降り立って羽を休める。

　同胞が困ったように鳥を見遣った。悪しきものではないが、明らかに普ふ通つうとは違ちがう。

　遠凪様はあからさまに不ふ機き嫌げんそうな表情を浮うかべたものの、鳥を追い払はらおうとはしなかった。

　なら、これは善き鳥に違ちがいない。私はほっとし、鳥に近づいた。

「白雨様を守ってくれたのか？」

　恐る恐る手を伸ばして首を撫なでてみると、鳥は心地ここち好よさそうに羽を動かした。

「なんだか、知夏様に似てる」

「似ておらぬ」

　遠凪様にすぐさま否定されてしまった。……本当はこの鳥の正体を知っているらしい。

　時々遠凪様は、大人げない態度をお見せになる。

　自然と笑えみが浮かんだときだ。

　産宮のなかが騒さわがしくなり、やがて赤子の泣く声が聞こえた。

　私たちは皆、全身が麻ま痺ひしたかのように凍こおりついた。私もだけれど、こういうときの男って、なんて役に立たないんだろう！

　ぱたぱたと足音が近づいてくる。私たちは無言でそちらを見遣った。

「遠凪様、おめでとうございます！」

　汗と涙なみだにまみれた女が産宮から飛び出してきた。

「女の子です！　白雨様も、子も、無事です！」

　安あん堵どのあまりよろめく遠凪様を、私は初めて見た。いや、遠凪様だけじゃなくて、同胞全員、ぺたりとその場に座りこんだ。ぶわっと泣き出す者までいる。

　男って、本当に情けない！

　極彩色の鳥が、赤子の生誕を祝うように空へ舞い上がった。
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　──朝方のことだった。

　ふと、宮の外に濁にごった気配があるとわかった。胡こ汀ていは静かに寝ね間まを抜ぬけ、濡ぬれ縁えんへと出た。

　勘かん違ちがいではなかったようだ。亭ていの横に、鬼おにの顔をした大おお柄がらな黒い猿さるが座っている。

　胡汀は眉まゆをひそめた。猿の輪りん郭かくは、やや曖あい昧まいだ。

（だが魔ま性しようの匂においは強い。このあたりの地に取り憑ついている魔ま物ものか？）

　のさらはオグニの護まもりが強い地だが、必ずしも魔物の渡わたりをすべて封ふうじられるわけではない。小こ賢ざかしい魔とて数多く存在する。

「何者だ？」

『──夢見、やめろ』

「夢見？」

　黒い猿は憎にく々にくしげに唸うなった。

『女、夢見、やめろ』

　胡汀はちらりと宮に目を向けた。寝間で休んでいる知夏が今、夢見をしているのか。

「なんの夢見だ」

『白い女が滸こ楽らくの子、産む。女、産む』

　顔色は変えなかったが、内心驚おどろいた。

　以前、知夏に聞いた覚えがある。白しら雨さめが滸楽とのあいだに女の赤子を産むのだと。

　それを契けい機きに、滸楽の一族は滅めつ亡ぼうを免まぬかれ、栄えるのだという。

「なるほど。逆の見方をすれば、産まれなければ滸楽は滅亡するのか」

『滸楽、滅びろ。津杙、おれ、もらう』

「知夏の夢見が、白雨と赤子を護る羽根になるということだな」

　それで知夏を襲おそいに来たらしい。

　胡汀は苦く笑しようした。知夏の神性はいまだ失われていない。眠りとは、死の状態に近づくことだ。彼女の霊たまは絶えず神の世に引っ張られているため、眠りに入ると神性がより強まる。

『女、夢見、許さぬ』

　黒猿が牙きばをむいた。地中にも隠かくれていたらしく、ぬるりと同族の群れが出現し、こちらへ飛びかかってくる。

「痴しれ者が」

　胡汀はつぶやくと、目め尻じりに指を置いた。

　直後、刺青いれずみが血の涙のように頰ほおを滴したたり落ち、異形へと変化する。

　下半身は蜘蛛くも、上半身は修しゆ羅らの姿の鬼き神しんに。遠い昔、星ほし神がみが制した古き神だ。せいぜい百年ほどしか生きておらぬ魔性ごときに遅おくれをとるはずがない。

「食ってしまえ」

　命じると、悪あく神じんは瞬またたく間に黒猿を平らげた。

「このぶんなら、津つ杙ぐいにも魔性が向かっているな。……面めん倒どうなことだ」

　胡汀は術で、数羽の鳥を召しよう喚かんした。

「白雨を護ってやれ」

　極彩色の羽を持つ鳥たちは、周囲に光をまき散らしながら宙を舞い、飛んでいった。

「滅亡されては、困るのだ」

　胡汀は悪神を一ひと滴しずくの血に戻もどし、軽く握にぎり締しめた。それは虫のように指の隙すき間まから出てきて、肌はだを這はい上がり、元の刺青に戻った。

（もしも白雨と子が失われたら、知夏は必ず滸楽のもとへ行く）

　胡汀は遠くへ鋭するどい目を向ける。

　遠とお凪なぎへの情を、彼女はまだ捨てていない。その思いはもはや色いろ恋こいではないが、だからといって笑って許せるものではない。男女の情などふとした拍ひよう子しに容易たやすく変わる。腹立たしいことに、滸楽の王は美しい顔立ちをしている。仲間思いで、女には甘い。

（行かせるものか）

　やっと手に入れた娘むすめと平へい穏おんだ。今いま更さら手放せない。

　悪神がすべて平らげたかと思っていたが、まだ黒くろ猿ざるの残党が岩の陰かげに隠れていた。

　胡汀は緋ひ剣けんの力などなくとも、神じん力りよくで武器を作り出せる。突とつ進しんしてくる黒猿を、神力の太刀たちで一刀両断する。

「知夏には、見せられぬな」

　胡汀は薄うすく笑った。彼女は、今も胡汀のなかに星神が存在すると考え、胸を痛めている。近きん隣りんに住む神々が胡汀を恐おそれるのは、星神の力を感じるためだと。

（馬ば鹿かな娘）

　星神は、とうに花神が連れていったのに。

　古いにしえの神々が、それを許した──蒸む槻きに迎むかえ入れたのだ。この鬼神は、星神の置き土産みやげにすぎない。だが胡汀は、あえてはっきり誤解を解こうとはしなかった。水神や沼ぬま神がみあたりは気づいているだろう。とくに水神は、あまり胡汀を信用していない。

　心優やさしきまれびとの娘は、以前、胡汀のことも星神のことも好きなのだと言い放った。

（浮うわ気き者め）

　胡汀は胡汀だし、星神は星神だ。知夏という娘を見み初そめたのは、胡汀なのだ。

　蒸槻の帰き鼓こ廷ていで陽ひ女め神がみの力を開花させ、美しく変わった知夏を見たとき、胡汀は内心──ひどく腹を立てていた。

（元の、のどかな鳥でよかったのだ。俺の鳥であれば）

　陽女神の力に歓かん喜きしたのは、そのとき胡汀のなかにいた星神だ。おそらく知夏はそれを察していた。寂さみしそうな表情をしていたのを覚えている。

　彼女は今も、胡汀のなかの星神が花神の末まつ裔えいを求めているだけではないか、と悩なやんでいる。

（かわいらしく、憎にくいことだ）

　胡汀から逃にげようとする瀕ひん死しの黒猿を見つめ、もう一度無造作に剣けんを振ふり下ろす。

　魔性は影も残さず消しよう滅めつしたが、そこに胡汀は荒あらっぽく剣を突つき立てた。

（月つき神がみからも、遠凪からも、蒸槻からも。そしてまれびとの世からも、娘を奪うばった）

　胡汀はそれを、後こう悔かいしていない。

　以前、朝火に問われたことがある。死ぬまで『男』でしかいられぬ者かどうか。

　自じ嘲ちようする。答えなど、決まりきっている。

「俺は父にそっくりだ。愛する者を誰だれにも奪わせぬ、殺させぬ」

　胡汀のもとに、ある日突とつ然ぜん、迷いこんできた娘。なにひとつ生きるすべを持っていなかった。衣ころもの着方も火の熾おこし方も知らなかった。まったく雛ひなのようだったのだ。そのくせ元気で、好き勝手に飛び跳はねる。胡汀が見捨てたら、数日も持たずに山のなかで野たれ死にしただろう。

（それを思うと俺は、ぞくぞくした）

　娘の生も死も自分のものだ。その確信は、胡汀を静かに、深く酔よわせた。

　か弱い兎うさぎを手に包んだときの鼓こ動どうと熱。それを彼女に重ねずにはいられない。すると、後ろめたくなるほどの残ざん忍にんな高ぶりを覚える。触ふれたい衝しよう動どうが湧わく。

「花神も星神も、知らぬ。俺が愛し、求めた」

　地に突き刺さした神力の剣が、音もなく消えた。

「──胡こ汀てい？」

　背後から小さく呼ばれ、胡汀はゆっくりと振り向いた。

　寝ね起おきで少し髪かみが乱れている知夏が、濡れ縁に立っていた。神力のある者なら目を奪われるだろう。衣の下から、月の光のような淡あわい輝かがやきが滲にじみ出て、儚はかない美しさを見せている。人の身では抱かかえきれぬ、神なる力の美しさだ。胡汀は何事もなかったようにそちらへ近づいた。

「どうしたの？　なにかあった？」

「いや、なんとなく目が冴さえただけだ。……俺が隣となりにいなかったから、探しにきたのか？」

　わざと甘い声で尋たずねると、眠ねむたげだった知夏の目が慌あわてたように見開かれた。

「わ、私もたまたま目が覚めただけだよ!?」

「そうか？」

「そうだよ！」

　濡れ縁に上がり、軽く腰こしを引き寄せると、途と端たんに真っ赤になる。

（あぁ、よかった。知夏は俺を慕したっている）

　微笑ほほえみかけると、不自然なほど瞬きを繰くり返す。その初うい々ういしい反応が、胸をくすぐる。

「胡汀!?　なに笑ってるの!?」

「誰だって？」

「……っ！　……!!」

　女らしくない呻うめき声を上げる知夏に、唇くちびるを寄せる。

「誰？」

「……我が君！」

　知夏は、胡汀の顔を好いている。美び醜しゆうに固こ執しゆうしていた星神と違ちがって、胡汀はさほど容姿を気にしていない。だが、知夏に対して効果があるのならせいぜい利用してやろうとは思っている。

「ほら、もっと呼べ」

「なんで!?」

　おまえの恥はずかしがる姿を見るのが楽しいからだ、と正直に言えば、もう二度と呼んでくれなくなりそうだ。それは困る。

「かわいいからに決まっている」

　唐とう突とつでれでれ暴君め、などとわけのわからぬ怨えん言げんを吐はき出しているが、知夏が愉ゆ快かいなのはいつものことだ。今の彼女なら、黙だまっていれば神々の賞賛通り衣通そとおり姫ひめもかくやという姿だろうに、この奇き妙みような言動で台無しになっている。慣れとは恐ろしいもので、これでいい、おしとやかにはなってほしくないと、胡汀は思い始めている。

「そうだ！　私、夢を見たんだよ」

「──へえ？」

「いい夢だったんだよね」

　嬉うれしそうに微笑む知夏を見て、胡汀は心に薄うす暗ぐらいものが広がるのを感じた。

（白雨の夢だろう？）

「白雨さんが、幸せそうな夢だったよ」

　わかっていることであっても、その口から聞くのは面おも白しろくない。

「俺は、この姫様の夢を見たけど」

「姫様とか、そういう言い方はだめだってば！」

「なぜ？」

　頰ほおがまた赤く染まっているのを見て、胡汀は満足した。泣くまでからかってやりたいが、どうしたものかと思う。時々、凶きよう暴ぼうな衝動を抑おさえきれなくなり、彼女をいじめたくなるのだ。

「私！　用事があるんだった！　じゃあね、胡汀」

　濡ぬれ縁えんを飛び降りる知夏を、後ろから捕つかまえる。

　長い髪が、胡汀の頰をさらりと掠かすめた。その感かん触しよくに、急に胸が詰つまった。このまま抱だき潰つぶしてしまいたいような気もするし、壊こわれ物のように大切にせねばという気にもなる。

「花はな摘つみか？」

　腹の立つことにこの娘は、毎朝その辺で花を摘んでは碁ご子こに渡わたし、帰鼓廷の春日かすがに届けさせている。胡汀が知らぬだけで、他ほかにも色々突とつ拍ぴよう子しもないことをしでかしているに違いない。

「もう一ひと眠ねむりしたあとでもいいだろう」

「目が冴えたもの。散歩を兼かねて行ってくる！」

「知夏？」

　優しく呼ぶと、また妙みような呻き声を漏もらして恥ずかしがった。

「なあ姫様、もっと夫を大事にすべきではないか？」

「してるよ！」

「足りぬが」

　獣けもののように唸うなる知夏の手を握にぎり、唇を塞ふさぐ。噓うそではなく、本当にまだ足りない。

　くったりと自分の胸に寄りかかった娘むすめを見て、ようやく胡汀は安心した。






















　楽らく奪ばい月つきの神花も咲さき、ようやく緋ひ宮みやのお役目にも慣れてきた頃ころのことだ。

　そろそろ眠ねむろうかなと思ったとき、帰き鼓こ廷ていの人々には内ない緒しよでこっそりと作った私専用の通門──神様が渡るステーションのようなもの──から、プチナマズ姿のぬまごえ様が遊びに来た。私は棚たなからお酒を取り出し、ささやかに振ふる舞まった。ぬまごえ様は、濁にごり酒ざけが好きだ。

「ワシの眷けん属ぞくにな、ももえ、という一族がおるのだがな」

　ぬまごえ様は、深刻そうにヒゲをそよがせながら言った。杯さかずきにほぼ浸つかるようにしてお酒を飲む姿が、なんだかかわいい。

「眷属のなかでも、穏おだやかというか、まあ、のんびりすぎるので、もう少し警けい戒かいしろと言いたくなる者たちでなぁ」

　吞のん気きなぬまごえ様にこうも心配されるってことは、ものすごーくのほほんとした一族に違いない。

「そういう気き性しようゆえに、ワシが気をつけてやらねばと思うてな、なるべく目を配るようにはしていたんだが……、ちと問題が起きてな。ワレの力を借りたいぞ」

「なにか問題が起きたんですか？」

「凶暴化した碁子が群れをなし、ももえの領地を荒あらしているんじゃ」

「……凶暴化碁子ちゃん？」

　私は目を丸くした。碁子ちゃんっていうのは、見た目はむきゅっと丸っこく、キモカワで、毒性を持つ地底鳥のことだ。普ふ段だんは大人しく地中でぬくぬくしているはずだ。

「大地を強ごう引いんに深く掘ほり返したとか？」

「いや。なにもしとらん。そもそも、あやつらは迷めい惑わくなんじゃて。我らの住すみ処かのそばに、なぜにああも巣を作る？」

「ぬまごえ様たちの住む地域が、堅かたすぎず柔やわらかすぎず、って感じの心地ここちいい土なんだと思います」

　そういえばぬまごえ様の住処にも、隼はや鉄てつ化した碁子ちゃんの屍しかばねが山ほどあったっけ。胡こ汀ていが見たら、恋こいする光景に違ちがいない。

「駆く除じよしても駆除してもワシらの住処に潜もぐりこむ。おのれ」

「そ、それでぬまごえ様。凶暴化した碁子ちゃんたちをなんとかしてほしいってことですね？」

「ぬん。ワレは碁子に好かれておろ？　もうな、住処に潜りこむのは渋しぶ々しぶじゃが黙もく認にんしてもよい。だが、毒を地にまき散らすのは許せぬわい。ようよう神花も咲いたというのに、また草花が枯かれてしまうわ」

「毒を……？　それは変ですね。碁子ちゃんはどちらかといえば臆おく病びようです。意味もなく毒をまき散らしたりはしないんだけど……」

「そうじゃ。ゆえにワシらも困っておる。いや、あんな丸っこい群れ、根絶やしにするのは容易たやすいのだぞ。ワシ、こう見えて沼ぬまの長おさじゃ。しかし、あれはあれでな、認めたくないが役に立っている面もあるのでな。碁ご子こがおると、他ほかの害虫が寄ってこんのだ」

　つい笑ってしまったら、ぬまごえ様は、むうっと頰ほおを膨ふくらませた。

「わかりました。それじゃあ、ももえ様の領地を見せてくれますか？　碁子ちゃんがなぜ凶きよう暴ぼう化したのか、探さぐってみます」

「早さつ速そく来てくれるか？　よし、よし」

　ぬまごえ様は嬉うれしそうに言うと、くぴぃと杯の酒を飲み干して、私の膝ひざによじ登り、肩かたに移動した。見回り番の神かみ女めにバレないよう忍しのび足で寝ね間まを抜ぬけ、屋や敷しきから脱だつ走そうする。

「それにしてもワレな、ワシらのあいだでもちょっと噂うわさになっておるぞ？」

「えっ？　私がですか？　どうして？」

「いや、なにか騒そう動どうが起きるたびワレを呼び出すワシらのせいとも言えるんじゃが、こたびの護女は神々の番人のようじゃと。先日は、みずのの眷属の領地にも赴おもむいて、好き勝手な真似まねをしていた荒あらくれ者の雷らい神じんを追い払はらったというではないか」

「……そうなんです、雷神様、怖こわかった……でもお酒を振る舞ったら、仲良くなりました」

「ワレの酒、最強だな……。ところで、夜な夜なの渡わたりを緋ひ剣けんらに見つかってないか？」

「大だい丈じよう夫ぶです、誰だれにも気づかれてませんよ」

「そうか、あやつら、うるさいからのう。知られたら気軽にワレを呼べなくなるわい」

「はい、夜は私たちの時間ですもんね」

「そうじゃとも。人ごときに邪じや魔まはさせん」

　私とぬまごえ様は、ぬくくっと悪わる巧だくみの笑いをこぼしながら秘密の通門に急いだ。
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「本当に草木が枯れてますね」

　周囲の景色を見回し、私は驚おどろいた。場所は、ぬまごえ様の眷属である、ももえ一族の領地だ。あちこちに大きさの異なる沼があって、そこの中心にかまくら形の家屋が建てられている。その一帯を囲うように木々が密集しているんだけれど──内側に近い木々ほど枯れている。

　神々の領地は不思議がいっぱいで、真夜中のはずなのにほんわりと明るかったり、逆に本当は昼であっても真っ暗なときがある。ももえ一族の領地は、宵よい闇やみという雰ふん囲い気きだ。

　私とぬまごえ様が領地に到とう着ちやくすると、ももえ一族の長らしき薄うす紅べに色いろのかわいいナマズが従者を引き連れ、出で迎むかえてくれた。彼らが手に持つ弓張り提ちよう灯ちんに似た明かりが、眩まぶしい。

「ももえ、護女を連れてきたぞ」

　私の肩に乗っているぬまごえ様がヒレを振り、のほほんと声をかける。

　ここでちょっと豆知識。基本的に沼神は、一族の呼こ称しようが長の名前にもなっている。これは香か気ざ根ね呪法に関係している。相手に名を呼ばせて、一族の存在を確かなものにしよう、っていう。

「おぉっ、きさまが新しん暦れきの緋宮であらせられるか！」

　ももえ様が、ヒゲを揺ゆらして驚いた。のんびりしたお爺じいちゃん、って感じの声こわ音ねだった。

　従者のあいだにもどよめきが起きる。

「わぁ、ここでも、きさま呼び……、こんにちは、護女の知夏って言います」

「護女自ら来てくださるとはのう！　しかし人神とはなぜにこうも細っこいのかの。もっと丸々と肥えたほうがいいじゃろて。宴うたげじゃ、宴じゃ」

　宴、宴、とお付きのナマズたちも嬉しそうに揺れる。これは確かにのんびりした一族だ！

「あの、歓かん迎げいしてくださって嬉しいんですが、その前に、凶暴碁子ちゃんを調べたいな、って」

　そう告げた瞬しゆん間かん、ナマズたちは、ぶるっとし、身を細くした。

「一族にな、碁子の毒にやられて動けぬ者どもがおるのだよ。清めてくれるかのう」

「えっ、どこにいるの？　早く清めないと」

　ももえ様の先導で、そのナマズたちが療りよう養ようしている場所に向かう。大おお沼ぬまの中心に設けられているその建物だけは他の家屋と違い、立派な高たか床ゆか式の宮だった。壁かべも屋根も淡あわい葉っぱ色だ。内部は広く小こ綺ぎ麗れいで、帰鼓廷の建物とだいたい同じ造りをしている。

　瘴しよう気きから守るため、毒を受けたナマズたちは、奥の間に寝ねかせているという。

「こんなにたくさん、毒におかされているの？」

　私は息を吞のんだ。寝間にずらっと葉っぱで作られた寝しん具ぐが並べられ、そこにナマズたちが横たわっている。二十以上いそうだ。

「兎と神がみにも薬をもらっているのだがのう、どうしたものか、効き目がさほどなくてなぁ」

　ももえ様は、ヒゲを垂らして困ったようにつぶやいた。

　横たわっているナマズたちは、皆みんなぐったりとしている。肌はだが変色し、かぶれていた。

「役に立てるかわからないけれど、私のお札を貼はってみますね」

　私とぬまごえ様は、手分けしてナマズたちの治ち療りようにあたった。まず、兎神からもらったという膏こう薬やくを、炎えん症しようを起こしている部分に塗ぬり、それから包帯代わりに私特製のお札を貼りつける。

「あれが護女かえ？」

「人神じゃ、人神じゃ」

「怖くないのかのう？」

「善き女め神がみと聞いたが……」

　話し声が聞こえ、ふと顔を上げると、毒の被ひ害がいを免まぬかれているナマズたちが興きよう味み津しん々しんという様子で室内を覗のぞきこんでいた。私と目が合うと、ナマズたちは、びくっと一いつ斉せいにヒゲを揺らして逃にげていった。でもまたしばらくすると、近づいてくる。

「おっ、効いているのではないか？」

　看護の手伝いをしていたももえ様が、嬉しそうな声を上げた。札を貼りつけたナマズたちが、ぱちりと目を開き、不思議そうに私を見上げていた。

「本当ですね、炎症がおさまってる」

　膏薬より、祈き禱とうで作った札が効果を発揮した。ということは。

「これは、ただの毒じゃなくて呪のろい？」

「ふぬん。そうじゃろな。碁子の毒でやられたというのなら、兎神の膏薬で治るはずじゃ」

「じゃあ碁子ちゃんが、呪じゆ詛そを放ったとか？」

「碁子がか？　うーぬ……」

　しっくりこないよねー、と私とぬまごえ様は同時に首を傾かしげた。

　とりあえず、札が効くことはわかったので、あとの看護は健康なナマズたちにまかせることにした。私とぬまごえ様、ももえ様は原因を探るべく、宮を出た。

「碁子ちゃんを呼んでみようと思います。直接聞いたほうが早いと思う」

「大丈夫かの？　ここらの碁子は、もしかするとおまえも襲おそうかもしれんぞ」

「あ、そうか。それなら椰や真まちゃんの意見も聞いてみようかな。椰真ちゃーん」

　声を上げて呼びかけると、「くきっ」という返事とともに椰真ちゃんが空中から出現した。

　シャーマンめいた姿、背には黒い羽。マイ飛行機でもある山さん精せいだ。

「でも椰真ちゃん、なぜさかさまになって登場……？　あっ、碁子ちゃん！」

　椰真ちゃんの手には、一羽の碁子ちゃんが握にぎられていた。「助けて知夏ー！」というように碁子ちゃんが小さな羽をばたつかせている。

「まさか椰真ちゃん、食事中だった？」

「くき」

　この碁子ちゃんを食べようとしたとき、私の呼びかけを聞いたらしい。私はそっと碁子ちゃんを取り上げ、救出した。碁子ちゃんがぷるぷると震ふるえている。

「椰真ちゃん、あとで隼はや鉄てつをあげるから。──あれ、この碁子ちゃんは普ふ通つうですね？」

「ふうぬ。これは椰真が別の土地で見つけた碁子じゃろ。ももえの領地に巣を作っている碁子ではないな」

　私たちからじろじろと見られた碁子ちゃんは、「な、なんだおまえたち！　わしをいじめる気か？」というように私の手の上でうろうろした。

「碁子ちゃん、ここに暮らしてる碁子とは、交流がある？」

　尋たずねると、碁子ちゃんは妙みように勢いよく、むきゅっと身体からだを左右に揺らした。……さすがにこの動きは、なにを伝えたいのかわからないんだけど。

「うーん、仲がいい、って言ってるのかな？」

「違ちがうのではないか？　どう思う、ももえ」

「人神は、碁子とも親しいのかのぅ？　珍めずらしきお方じゃのう」

「いや、ももえよ。そういうのどかな感想を求めたのではなくな……」

「私ってば碁子ちゃんになぜか、懐なつかれているんですよー」

「ほぉ、そうかえ、そうかえ」

「これ、知夏。おまえまで、ももえにつられてのんびりするな。ワシもまったりした気分になってくるじゃろが」

　ぬまごえ様やももえ様と一いつ緒しよにいると、なんかひなたぼっこをしたくなってくる。私は近くにあった大岩のひとつに腰こしを下ろした。ぬまごえ様とももえ様も、大岩によじのぼった。

「知夏、知夏」

　椰真ちゃんがなぜか慌あわてた様子で私の肩かたを叩たたいた。

　どうしたの、と尋ねようとした瞬間、また碁ご子こちゃんが忙せわしなく動き出す。

「ちょっと待っててね椰真ちゃん。……碁子ちゃん、そのジェスチャーはなにを訴うつたえたいのかわかんないよ」

「じぇすちゃ、とはなにかのぅ？」

「えー、身み振ぶり手振りです」

「ほほっ、人神は言葉も珍かじゃ。どれ、なんぞ面おも白しろき話はないかの？」

「私の故郷、変わったものがいっぱいありますよ。ももえ様のカタリも聞きたいなー」

「だからおまえたち、のんびりするなというに。ワシ、茶が飲みたくなってきたわ」

　日だまりの猫ねこ状態になり始めた私たちを見て、ぬまごえ様が呆あきれた目をした。

「知夏、くき、知夏」

「ええい、椰真もうるさいぞ」

「けき……」

　私たちは、忙しなく飛び跳はねている碁子ちゃんを見つめながら相談し合った。

　なにを伝えたいのかなあ？　それにしても碁子ちゃん、なかなかに動きが軽かろやかだ。

「くき！　知夏！」

　椰真ちゃんが焦じれたように、私の髪かみを摑つかんだ。

「こら椰真ちゃん、悪戯いたずらしちゃだめだよ。今は仕事中なんだから大人しくしてて。あとで遊んであげるからね」

「知夏、立て！」

　椰真ちゃんが、羽をばたつかせながら私の周りをぐるぐると飛ぶ。

「もー、椰真ちゃん！　静かにして…………、うん？」

　私は途と中ちゆうで言葉を止めた。なにか今、足元を駆かけ抜ぬけた？

「というより……今、岩が揺れた？」

　私たちのあいだに、緊きん張ちよう感かんたっぷりの沈ちん黙もくが流れた。

　ぬまごえ様とももえ様が、恐おそる恐るといった動きで岩から降りる。

「けきき、知夏、早く立て！　それは岩ではないぞ！」

　私は、自分が腰かけている灰色の大岩を怖こわ々ごわと見下ろした。

　ずいぶん変な形の岩だなあ、とはぼんやり思っていたんだけど──。

「……」

「……」

　ぽろ、と岩の一部が崩くずれ落ちた。いや、岩の欠片かけらにしては丸っこいし、妙な嘴くちばしと、翼つばさがあるような。私の手の上で蠢うごめいている碁子ちゃんと、なんだかそっくりに見える。

「もっ、も、もしかしてこれ、碁子ちゃんたちが密集し……」

　大岩が、いきなりどしゃっと崩れた。

「──ぎゃああああ!!」

　それは本当に岩じゃなく、碁子ちゃんの群れの塊かたまりだった。私の知ってる普通のキモカワな碁子ちゃんじゃない！　どの子も殺気立っている。それに、灰色だ。

「ぬまごえ様、ももえ様!?　ひどいっ、私を置き去りに……っ！」

「許せワレ！　こりゃいかんわ！」

　薄はく情じようなぬまごえ様とももえ様は、ぴょんと椰真ちゃんの肩に飛び乗った。その椰真ちゃんも、そそくさと木の枝に避ひ難なんしている。

　地上に取り残された私に、碁子ちゃんたちが群がった。

「痛いっ、いたたたた！　碁子ちゃん、痛いっ！」

　全身にたかられる、というより、碁子ちゃんに埋うもれているような状態だ。

　ちくちくと身体からだ中に痛みが走る。どうやら攻こう撃げきされている？

「こらー！　やめなさ[image: ー][image: ー][image: ー]い!!」

　私は逆上し、一羽わを摑み上げた。手のなかで、その碁子ちゃんがじたばたと暴れる。

「あれっ、ちょっと待って！　碁子ちゃん、もしかして呪しゆをかけられてる？」

　よくよく見ると、呪の模様で胴どう体たいが灰色に変わっているのがわかる。

　私に群がる碁子ちゃんたちは攻撃目的じゃなく、助けを求めているようだった。

「そうか、暴れていたのは、呪をかけられて苦しかったからなんだ」

　ぬまごえ様とももえ様が椰真ちゃんの肩から飛び降りて、おずおずと近づいてきた。

「碁子の身に、呪が？」

「はい、そうみたいです。それを解除しようとして、地中に毒をまき散らす結果になったんじゃないかな」

　碁子ちゃんを摑まえてこっそり食べようとしていた椰真ちゃんを止めながら、神様たちに答える。

「ももえ様、大きな盥たらいをたくさん用意してください。そこに水を張って、さっきの札を溶とかしてください」

「う、うむ、うむ」

　ももえ様はおっかなびっくりの様子で頷うなずくと、宮のある沼ぬまのほうへ慌てて向かった。

　それを見送ってから、私の襟えりのなかに避難していた普通碁子ちゃんを取り出す。

「碁子ちゃん、呪をかけられた子たちをここに集めてくれる？」

　普通碁子ちゃんは「いいよー」というように手の上で飛び跳ねると、ぴょんと地面に降りた。

　ももえ様の一族の協力で、即そく席せき碁子風ぶ呂ろが地面にずらりと並ぶ。沼に続々と集まってきた灰色碁子ちゃんを、札を入れた盥に浸つからせる。すると、じゅっという音を立てて灰色碁子ちゃんの表面を覆おおっていた呪の模様が溶け落ちた。驚おどろいた灰色碁子ちゃんたちが、盥のなかで暴れ始める。

「皆みんな、大人しく！　走り回ったらだめ！」

　叱しかりつけると、灰色碁子ちゃんたちはびくびくしながらくっつき合った。

　しっかり水に浸からせること、十数分。

「……もう、水から出しても大だい丈じよう夫ぶかな」

　もとの黒や茶の色に戻もどった碁子ちゃんたちが「生き返ったー……」と安心したように盥のなかで蠢く。

「背筋が寒くなるような、壮そう観かんな眺ながめじゃの……」

　ぬまごえ様がちょっぴりヒゲを震わせながらぽつっと告げた。確かに、たくさんの大きな盥に碁子ちゃんたちが山ほど盛られていて、かなりエグイ光景……いや、よかったね碁子ちゃん！

「しかし、いったい何者の仕し業わざじゃろうか」

「これって誰だれかが碁子ちゃんを利用して、ももえ様の地を穢けがそうとしたんですよね」

　うーんと首を捻ひねったとき、盥に浸かっている碁子ちゃんのなかに、奇き妙みような生き物がまざっているのを発見した。

「毛の生えた碁子ちゃん？　珍しい」

　私は好こう奇き心しんを抱いだき、その一羽をむんずと摑み上げた。

「あれっ？　尾おが長い？　羽もない。なんか鼠ねずみっぽいような……鼠!?」

　碁子ちゃんじゃなかった。ハツカネズミに似た、赤茶の生き物だ。

「はっ、放せ無礼者！　俺を誰だと思うておる！　偉い大だいな〈あかし〉一族の長だぞ！」

　私は驚きのあまり、ぱっと手を放してしまった。その鼠が、ぼてっと地面を転がる。

「おのれ、本当に手を放すとは何事だ！」

「えー……」

　気位の高い鼠だなあ。

「あかし、なぜ碁子に埋もれているんじゃ」

　ぬまごえ様がびっくりしたように尋たずねた。

「このナマイキな鼠と、知り合いなんですか」

「ぬん？　あぁ、こやつは鼠神一族の、あかしじゃ。そういえば、ぬし、ももえの領地の近くに住んでおったな？」

「へえ、ももえ様のご近所神ですか。じゃあ、あかし様も、凶きよう暴ぼう碁子ちゃんの被ひ害がいに遭あっていたんですか？」

「う、うむ。まあ」

「でもなんで、碁子ちゃんのなかに紛まぎれていたんです？」

「詮せん索さくするな！　俺は疾やましいことなど、なにもないぞ!!」

「……」

　私とぬまごえ様は、「……まさか!!」とあかし様を見下ろした。

「碁子ちゃんたちに呪をかけていたのは、あかし様なんですか？」

　さっきまで威い勢せいのよかったあかし様が針はり鼠ねずみのように毛を尖とがらせ、じりっじりっと後退する。逃にげ出される前に、私はつい、あかし様の長い尾を踏ふみつけた。

「この女！　俺にかような無礼を働いて、ただですむと思っ……」

「はじめましてー、人神でーす」

「な、なに？」

「緋ひ宮みややってますー。私、ももえ様の地が荒あらされて困ってる、っていう依い頼らいを受けて、犯人探しにきたんですよね」

「お、俺には関係ないっ」

「そうですかー。よかったですね、犯人じゃなくて」

「うむ！」

「もしも犯人だったら、それ相応の罰ばつを与あたえようかなって思ってたんですよ。私、護女なので蒸む槻きで平和に暮らす者を困らせる不ふ逞ていの輩やからは許せないんです。たとえ犯人が、神であっても」

「ひぃ」

「界の川に投げこんで供く物もつにしようかなあ。それとも、次の儀ぎ式しきの贄にえにしようかな」

　軽く脅おどすと、あかし様は震ふるえながら泣き始めた。弱いな！

「わ、ワレ、いや、護女殿どの？　そのへんにしてやっては、どうじゃろか？」

　ぬまごえ様が、びくびくしながら私に話しかけてきた。

「あかしっ、どう考えても碁ご子こを呪のろったのはおまえじゃろが！　はよう謝れ！」

「ち、違ちがう、俺では……」

「ばかもの、悪あがきをするでない！　護女殿、ほれ、あかしも反省しているようじゃし！」

「反省の色が全然見えないんですけど。碁子ちゃんをこんなに苦しめて……可哀かわい想そう……」

　あかし様の尻尾しつぽを摑つかみ、ぷらんと持ち上げる。あかし様が、ひぃひぃと喚わめく。それを見て、ぬまごえ様やももえ様たちがおののき、私に謝り始めた。甘い顔をしちゃだめですって。

　私は怒おこってますよ。碁子ちゃんたちにはいつも世話になっているし、ももえ様の一族の者も毒にやられて苦しんでいた。

「なんでこんなひどい真似まねをしたんです？　理由によっては、本当に贄にしますからね」

「仕方ないんじゃあっ、俺たちの地は忌き道どうの上にある。神花が咲さかぬっ」

「忌道……？」

　首を傾かしげる私に説明してくれたのは、ぬまごえ様だ。

「忌道とは、災わざわいが多く起きたため、深いところまで汚けがれた地のことじゃ。気の巡めぐりが悪く、実りを得るのが難しい。残念だが、神花の恩おん恵けいがそこまで届かなかったようだな。……ふぅぬ、それで、あかしよ。ももえの地を奪うばうため、碁子を呪ったのか」

「地が枯かれ果てた、水も涸かれ果てた！　一族の者が飢うえておる！　このままでは俺たちは種が滅ほろぶ！」

　泣きながら叫さけぶあかし様を、私は静かに地面に下ろした。

「あかし様の地は、どこにあるんですか？」

「滅ぼす気か、護女！」

「いいえ。あかし様の地で、祈き禱とうをしましょう。何度も地を祓はらい清めます。そこに、神花を植えます。すぐには効果がなくても、いずれ地が実るはずです」

　ももえ様が、しんみりとした様子で私の横に並んだ。

「のう、あかし。事情を打ち明けてくれれば、おまえ様の一族を沼に招いたぞ」

「誰が言えるか！　どうせ我らは、惨みじめな力なき一族じゃ！　だがそれでも神と呼ばれる身、物もの乞ごいの真似などできるはずがなかろうが！」

　ずんと胸が重くなる。この世界の神々は姿こそ千せん差さ万ばん別べつだけども、考え方が人間ととても近い。誰かを羨うらやみ、呪い、奪おうとする。

　強いだけが力じゃない、大事なのは心──そう口にして慰なぐさめるのは簡単だ。

　だけども、武力が必要なときだって必ずある。精神力で、飢えは凌しのげない。

「私は護女です。蒸槻を護まもる者です。あかし様は、蒸槻におわす神。私の力不足で一族の者たちを苦しめてしまいました。護女として、お詫わびします」

　泣なき伏ふしていたあかし様が、驚いたように顔を上げる。

「……まことに地を祓うてくれるのか？」

「はい、さっそくあかし様の地に行きましょう」

「俺を、贄にするか？」

「いいえ」

「じゃが、碁子を呪うたのは、確かに俺だぞ」

　しょんぼりするあかし様に向かって、ももえ様がのどかにヒレを振ふった。

「毒にかかった者は護女が清めてくれたし、碁子も無事じゃ。なに、こういう日も、ときにあろうて。これから先、わしの地とてなにかの拍ひよう子しに荒れることがあるかもしれぬ。そのときは、よろしくのう」

　ももえ様の柔やわらかな声に、皆みんながほっと身体からだの力を抜ぬく。私も胸むねを撫なで下ろした。

　その一方で、暗い気持ちが芽生える。ももえ様は気性の穏おだやかな神様だ。だからこうして誰も傷つくことなく、丸くおさまった。けれども、それがもしも好戦的な神だったら？

　──あかし様の一族は報復され、滅ぼされていたかもしれない。

　護女って、地に存在するすべての者たちの生き死にと向き合うことも覚かく悟ごしなきゃいけないんだ。

　私は、手を取り合うももえ様とあかし様を見て微笑ほほえみながら、密ひそかに拳こぶしを握にぎり締しめた。




[image: ]




　翌日のことだ。ももえ様から、事件解決のお礼として貴重な香こう草そうをたんまりともらった。

　それを干し、お茶用にする。私の屋や敷しきにふらりと九く支しさんがやってきたので、その香草のお茶を用意した。濡ぬれ縁えんで、まったりとひと休みだ。

「不思議なのだがな、緋宮」

「なんですか？」

「なぜ緋宮が出す飲み物は、どれもこれも妙みよう薬やくのごとく効験がある？」

「どうしてなんでしょうね」

「ついここに足を運んでしまうおのれが憎にくいぞ」

　九支さんが、ふー、と溜ため息いきを落とす。

「これ、緋宮。ちょっと膝ひざを貸せ。身があたたまってきた。少し眠ねむる」

　九支さんは羽織を脱ぬぐと、頭や首の装身具も外し、私の膝を枕まくらにした。

　私はこっそりと笑った。神しん殿でん仕えの神かみ女めたちが九支さんのこのだらんとした姿を見たら、ひっくり返りそうだ。九支さんも、だらけているところを見られたくないのか、私の屋敷に来るときは、他ほかの者を立ち入り禁止にする。緋ひ剣けんでさえもだ。

「明日、奥平という貴人区で、大きな市がある。連れていってやろうか？」

「本当ですか！　やった」

「緋剣たちには神事をすると言っておけ。日が中天に昇のぼったら、神殿に来なさい」

　私は笑いを堪こらえた。時々神殿にこもっている振りをして、九支さんと一いつ緒しよに帰き鼓こ廷ていを抜け出すことがある。まさか神殿の長がさぼっているとは皆、思わないだろう。

　でも結構、九支さんて裏では好きなことをしてるんだよね。

「緋宮？　……誰だれにも言ってはならないぞ」

「はーい」

　九支さんは苦く笑しようすると、やがてうたた寝ねをし始めた。

　私も日差しの心地ここちよさに、うっとりとし、瞼まぶたを閉とざした。
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　落ちてきそうな、月だった。

　薄うすく氷を張ったように、きらきらと輝かがやいている。なんだか夜空にぽっかりと、大きな丸い穴が開いているみたい。その奥にはかぐや姫ひめの世界があったりして。それとも月の兎うさぎの国かな。

　あ、そういえば不思議の国のアリスって、白い兎を追いかけて、穴のなかに飛びこむんだっけ。そして奇き妙みような世界に落っこちちゃう。

　今の私も信じられないことに、ワンダーランドに迷いこんでいる状態だ。といっても、アリスと違ちがって、古代日本を連想させる神話世界っぽいところなんだけれど。

　そこで、私は運よく親切な男の人に拾われた。胡こ汀ていっていう名前の、どこかミステリアスな雰ふん囲い気きを持つ恰かつ好こいい人だ。私限定で時々バイオレンスになる。

「阿あ呆ほ鳥どり扱あつかいもされるし。まるで飼い主と、拾われた鳥、みたいな力関係……」

　ともかくも今、大恩人の暴君様と、彼の知人である鋭えい利り系美男子の伊い織おりさん、それに女王様な白しら雨さめさんとで、山に野宿中だったりする。見張り番の伊織さんは、少し離はなれた場所に腰こしかけている。白雨さんは、さらに離れた木のそばで眠っていた。私はといえば、地表に飛び出た木の根を枕にして寝ね転ころぶ胡汀のすぐ隣となりで、やっぱり同じように横たわっている。

「……どうしよう、眠れない」

　地面が固くて、背中が痛い。ふかふかのベッドが恋こいしい。

　でも我が儘ままを言って皆を困らせるのはだめだ。ちゃんと眠らなきゃ。眠れー、眠れー。

　……って思えば思うほど目が冴さえる、人体の神秘。羊でも数えようかな。

「ひつじが、いっぴき、ひつじが、にひき」

　溜息を押し殺し、胡汀から借りた毛布代わりの外衣を鼻の位置まで引き上げて、夜空を眺ながめる。

「……月が大きすぎ」

　ぼそっとつぶやく。奇き麗れいだけど少し怖こわい。眺めているうち、不ふ吉きつな方向に妄もう想そうが膨ふくらんでしまった。薄うす雲ぐもをまとう月がなんだか骸がい骨こつの顔に見えてくる。明かりの乏とぼしい山のなかなので、暗くて当然なんだけれども、不気味すぎる。ヤバイ、昔観みたホラー映画とか思い出した！

　怖くて眠れん。見張り番の伊織さんはまだ、起きているよね。隣に座らせてもらおうかな。

　そんな情けないことを考えて、そわそわしたとき。

　ふと、なにかが手に触ふれた。きゅっと私の指を握ってくる。

「胡汀？」

　私は驚おどろいた。位置的に、彼しか触れてくる者はいない。

　おずおずと窺うかがうと、胡汀はこっちに顔を傾かたむけて安らかな寝ね顔がおを見せていた。

　もしかして寝ぼけている？

　試ためしに彼の指を、軽ーく握ったり引っ張ったりしてみる。

　寝顔に変化はないけれども、「こらっ、大人しく眠らないと体たい罰ばつすんぞ」ってな感じで手のひらをとんとんと叩たたかれた。

「起きてますか、胡汀」

「寝てる。うるさい」

「胡汀さん胡汀さん、美男子は寝顔もやっぱり美男子なんだという重大な発見をしました。やったね私」

「黙だまれ。口に枯かれ葉を押しこむぞ」

　暴君だ。でも私が怯おびえていることに気づいて、慰なぐさめるために手を握ってくれる。枝の隙すき間まから柔らかくこぼれた月明かりが、瞼を閉ざしている彼の顔をはっきりと浮うかばせた。

　何度見ても神秘的で恰好いいと思う。とくに月の夜にはその端たん整せいさが、膜まくを一枚引き剝はがしたように、あらわになる気がした。視線がうるさいのか、胡汀は訝いぶかしげに目を開けた。

　ちょっと鳥とり肌はだが立つ。荒あらぶるものを底に秘ひめた、静かな涼すずしい眼まな差ざしだった。

「知夏？　眠れないのか？」

「はい……」

　内ない緒しよ話のときよりもっと、密やかな声だ。視線の距きよ離りは、きっと三十センチもない。私は無意識に、細かに描びよう写しやするような慎しん重ちようさと熱心さで彼の顔を見つめた。

　胡汀がなにかを言いかけ、だけど口を閉ざす。一度、絡からめるように強く指を握られた。

　私は叫さけびそうになるのを必死に堪えた。どうしてなのか、恥はずかしい！

「こっ、胡汀さん」

「眠れるまで、握にぎっていてやるから。目を閉じなさい」

　そう言うくせに、胡汀自身は瞼を開いたままだ。しばらくのあいだ無言で見つめ合う。

「──どうされた？」

　私たちのやりとりに気づいたらしい伊織さんが、こっちに近づいてきた。

　私は胡汀の指を握ったまま、硬こう直ちよくした。いやっ、毛布代わりの外衣で隠かくされているから、手を握っているのは見つかっていないと思う。けれどなぜか疾やましい気持ちが湧わくし、胡汀さん、これどうしたら……って一人だけさっさと狸たぬき寝ね入いりしてるー!!

「えーと！　眠れなくて」

「どこか具合が悪いのか？」

「いえ、ただ、その、真っ暗で怖いなあって…、イエイエイエッ、私ってば怖いもの知らずの猛も者さですから心配ご無用！」

　動どう揺ようのあまり本音をこぼしそうになった！

　ごまかしきれなかったらしく、伊織さんは、ちょっと笑った。「阿あ呆ほなこわっぱめ」と思われたとか。いや、邪じや悪あく殿でん下かの胡汀じゃあるまいし、伊織さんはそんなふうに思う人じゃない！

　伊織さんが私の顔を覗のぞきこみ、なにかを躊ちゆう躇ちよするような表情を見せた。それから、目にかかりそうだった私の前まえ髪がみを、ぎこちない手つきで優やさしく横に流してくれた。

「眠ってほしい。隣にいるから。恐おそろしきものは、決してあなたに近づけさせない」

「神様神様、今ひとつだけ願いが叶かなうなら、私に美青年たちを百枚単位で激写できる高画質カメラを授さずけ…………痛。いたたた、胡汀さん？　噓うそ寝ねしていたくせに、突とつ然ぜん私の髪を引っ張るなんて、どんだけ暴君……、抜ぬける、髪が抜けるっ」

　カメラの意味をわかっていないくせに、勘かんがいいな！

「私悪くないですよ？　いたいけな女子高生の純情を弄もてあそぶお二人が悪なんですよ」

「うるさい。なにを騒さわいでいるんだ」

　白雨さんが頭を起こして鬱うつ陶とうしげにこっちを見た。

「あっ、白雨さん。うるさくしてごめんなさいごめんなさい」

　私は二人のそばから離れて、白雨さんのほうに這はっていった。

　しかし、噓だと信じたい。安あん眠みんを妨ぼう害がいされて立腹中の白雨さんにも雑草摑づかみされようとは。たとえ嫌いや々いやであっても、彼女にかまってもらえたことが嬉うれしい。にへら、とすると、苛いら立だたしげに額をはたかれた。でも嬉しい。

　もしかして私、マゾ系女子？　と悩なやまずにはいられない、アリス気分な夜だった。







[image: あおいとり、散る、満ちる]




　風が激しく暴れる日。

　枝葉も花も散らされるまま宙で螺ら旋せんを描えがき、遥はるか彼方かなたへ飛んでいく。

　まるで風が、力の限りに叫び声を上げているみたい。

　胡汀の住まいがある自然豊かな月げつ星せい境きようには、コンクリートの建物群はいっさい存在しない。立ち並ぶのは木々ばかりで、だから風は進路を妨さまたげられることなく奥へ奥へと駆かけ抜け、音を鋭するどく響ひびかせる。

　ごう、と咆ほう哮こう。天をも貫つらぬく。時にはざあざあと葉を泣かせ、豪ごう雨うのような音を聞かせる。

「飛ばされそう……」

　私は乱れる髪を押さえ、つぶやいた。外衣の裾すそや袖そでも、強風に躍おどり、鳥のような強いはばたき音を立てている。身体からだがいつ地面から浮き上がってもおかしくない。

　想像すると、怖いような、それでいて胸が高鳴るような、不思議な感覚に襲おそわれる。

　顔を上げれば、空に浮かぶ雲も早送りしたように動きを変えていく。

　この世界は、目に見えない風さえ命ある生き物みたいに思わせる。

「なにをしている」

　一いつ瞬しゆん、風が沈ちん黙もくしたときだ。背後から胡汀に声をかけられ、私は振ふり向いた。

「風がすごいです」

「風神が近くをお渡わたりになっているのだろう。……さぁ、もう屋や敷しきへ戻もどれ。危ないから」

「もう少しだけ。この風、なんだか好きです」

　荒あら々あらしいのに、澄すんでいる。本当に『風神』って感じの快さがある。

　笑いかけると、胡こ汀ていは顔をしかめて私を見た。彼の青い外衣も鳥の羽みたいに風に泳ぎ、揺ゆれていた。青い羽。有名な童話を思い出す。鳥を探す兄妹きようだいの話だ。

「しあわせの、あおいとり」

「なんだって？」

「衣ころもの裾が羽みたいです。飛べそうです」

　青い鳥を捕つかまえると幸福になれるんだっけ。胡汀に教えてあげようかなあ。

　そう考えて、口を開いたときだ。

「……んん!?」

　ばさばさばさ。羽の音が重なった。

　彼が渋じゆう面めんを作りながらも、私を乱暴に抱だき締しめたせいだ。

「阿あ呆ほ鳥どりめ。風に乗って飛んでいくつもりか。やめておけ、疑う余地なく空中で迷子になる。拾いに行くのは面めん倒どうだ」

「よーし暴君様。その喧けん嘩か、買っちゃうゾー！」

「うるさい、黙れ」

　なんですかこの、風の強さにも負けない高飛車っぷり。抵てい抗こうすべく目を吊つり上げて見つめると、彼は真しん剣けんな表情を私に向けた。少し戸と惑まどってしまう。

　私がどこか遠くへ飛んでいくことを、本気で懸け念ねんしているように見えた。

「シ、シカタアリマセンッ、今日のところは特別に、胡汀の邪じや悪あくな発言を見み逃のがしてあげます。心から感謝してくださ……痛っ、いたたた」

　わかってます、胡汀さんてば照れ隠しでつい、私の髪を引っ張るというバイオレンスな態度を取ってしまうんだよね。ふふん天あまの邪じや鬼くめ。内心で悪態をつき、胡汀の胸にもたれかかる。

　ちらりと視線を落とせば、私の衣も──羽も、青だった。あおいとり、二羽だ。

「胡汀、きっと私たち、近々いいことありますよ」

「なにを言ってる？」

「だってですね、お互たがいに青い鳥を捕まえている状態です」

「なんだと？　まさか俺を、おまえと同等の鳥扱あつかいするつもりなのか？」

　胡汀が心底嫌いやそうに言った。「たとえ冗じよう談だんでも許せん」というニュアンスを感じましたが。

「青い鳥を捕まえると幸せになれるっていう童話……カタリが私の世界にあるんです」

　胡汀は意味深に、私をじろじろと眺ながめた。

「するとおまえが、俺を幸せにしてくれるわけか？」

「が、頑がん張ばりますよ！」

「どんなふうにしてくれるんだ？」

「どんなって……、色々です」

「へえ。期待していいんだな？」

　彼は意地悪そうに唇くちびるの端はしを上げた。

「勿もち論ろんです！　胡汀の未来が変わるくらい、すごいことをする予定です！」

　むきになって答えると、彼が喉のどを鳴らして笑う。信じてない！

　私もちょっと無む謀ぼうだったかと思ったけれど、諦あきらめちゃだめだ。

　いつか驚おどろくくらい幸せにしてやる！　そう誓ちかいながら目を閉じると、衣のはためきは尚なお更さら羽の音めいて聞こえた。

　ばさばさばさ。力強く、小気味のいい音だった。今にも天空へと舞まい上がっていけそうな。

　もしも本当に、衣が羽に変わったら──家族のもとへ飛んでいけるだろうか。

　私の故郷は、たとえば太陽や月までの距きよ離りよりも遠い？

　辿たどり着く前に疲つかれ果てて、羽が折れてしまうかもしれない。

「俺の鳥、飛びたいか？」

　ふいに静かな口調で問われた。無意識に一歩下がった瞬しゆん間かん、彼は私の袖をきつく摑んだ。

「勝手に飛ばせてなどやらぬ」

「暴君さ……、いえっ、胡汀」

「暴君で結構。俺の許可なく逃にげてみろ、許しはしない」

　厳しい声こわ音ねに、驚いてしまう。

「いっそ鳥とり籠かごに閉じこめてやろうか。そうすれば逃げ出す心配をせずにすむ」

「私、胡汀の飼い鳥だから逃げたりしないよ」

　信用できない、と言いたげな目をされた。

「俺に、羽を折らせるな」

　羽の音が降るなか、脅おどしと願い、その両方が混ざり合っているような低い声が耳に滑すべりこむ。

　私たちは長いあいだ、言葉を発さず、互いをひたすら見つめた。
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　神しん殿でんの占せんによると、蒸む槻き国は今日、疫えき神じん様がお嫁よめさんをもらう『おのえの日』だそうだ。

　男性限定で、夜明けまで外出禁止。お嫁さんを奪うばわれるかもしれないと疫神様が警けい戒かいし、病気にさせるらしい。帰き鼓こ廷ていでも男性は皆みんな、屋敷のなかで静かにすごす決まりなんだって。
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　──そして、翌日のこと。

「胡汀が昨夜、倒たおれたそうだぞ」

　屋敷で一人、蒸槻の歴書を卓たくに並べて勉強していたときだ。遊びに出かけていた椰や真まちゃんが部屋へ戻ってくるやいなや、そういう不ふ穏おんな発言をした。

「胡汀、病気になったの？　……あっ、もしかして昨日、外に出た？」

　私は慌あわてふためき、卓を蹴けり飛ばす勢いで椰真ちゃんに詰つめ寄った。

「外にいた神かみ女めたちが、喧やかましく噂うわさしていたぞ。なんでもな、昨日、よき仲となった神女と逢あい引きするため宮から出て、疫神の怒いかりに触ふれたと……けきききっ、知夏、どこへ行く？」

　私は急いで部屋を飛び出した。どのくらい具合が悪いのかも心配だし、神女との密会が事実なのかも気になるしで、とてもじっとしていられない。

　二重の不ふ安あんに駆かられながら屋敷を出て、胡汀のところへ急ぐ。

　緋ひ剣けんたちも、緋ひ宮みやの屋敷が建つ一画のそばに小さな宮を持っている。

　胡汀の宮の前まで来たとき、大きめの四角い蓋ふたつき籠を抱かかえた伊い織おりさんと鉢はち合あわせした。

「緋宮、あなたも胡汀の見み舞まいですか？」

「は、はい。伊織さんもですか？　もしかしてその籠は、お見舞いの品？」

「ええ。彼を見舞うときは、いつもこれを用意しているのです。……よろしければ、一いつ緒しよに行きましょう」

　伊織さんはまばゆげに目を細めて私を促うながすと、扉とびら前にある短い階きざはしを上がった。迎むかえに現れた神女の案内を断り、慣れた様子ですたすたと宮のなかへ入っていく。

「そのようなお顔をなさらず。胡汀の病はそう重いものではありませんよ。既すでに呪じゆ符ふで清めましたので、あとは熱が下がるのを待つだけです」

　私があんまりそわそわと落ち着かないためか、通路の途と中ちゆうで伊織さんが小さく笑って、慰なぐさめの言葉を口にした。

「よかった、重病じゃないんだ……。伊織さんは胡汀と仲がいいんですね」

　私はちょっと気持ちが浮ふ上じようした。それにしても伊織さんって親切な人だなあ。胡汀の具合が悪くなったとき、いつもお見舞いの品を持ってきてるんだ。彼らの友情歴ってかなり長いのかな。

「いえ、親しさとは、違ちがうのだと思います。ただ、彼と知り合ってからもう何年も経たつので」

　伊織さんは苦く笑しようした。ほほう？　男同士ってなぜか素す直なおに友情を認めないよなあ、うちのクラスの男子たちもそうだった。微笑ほほえましい気持ちになる。

「伊織さんと知り合った頃ころの胡こ汀ていって、どんなふうでしたか？」

　彼は少し困った顔をして私を見た。軽はずみに聞いてはいけないことなのかもしれない。胡汀がお母さんを失った頃という可能性があるからだ。

「ご無礼をお許しください。俺は賢かしこくないゆえに、お答えするすべが見当たらぬ。彼の過去については、俺の口から不用意に語ってはならぬことのような気がします」

「いえ、ごめんなさい。考えなしに聞いちゃって！」

「俺自身の考えならばお話しできる。なぜ彼を見舞うようになったか、という」

　伊織さんは抱えている籠を静かな眼まな差ざしで見下ろした。そのなかに心があるというように。

「彼に一度、犀さい鬼きの仲間となって山で暮らさないかと誘さそったことがあります。ああ、犀鬼というのは、山で寄り添そって暮らす孤こ児じたちのことですよ。だが、彼はこう答えた。──俺は一人で生きていく」

「え……」

「それから、病になったと聞いたときは必ず見舞うようになった。一人で生きて、もし死ぬときまで一人なら。そう考えると、顔を見に行かずにはいられなくなったのです」

　伊織さんはそこで話を切り上げ、さあ行きましょう、と優やさしく言って私の背に触れた。
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　胡汀は寝しん台だいで休んでいた。いつもより顔色が悪く、つらそうだ。室内に入った私たちの気配を察したらしく、ゆっくりと瞼まぶたを開く。

　うるさくしないほうがいいと思ってすぐに立ち去ろうとしたら、息苦しさが伝わる掠かすれた声で呼び止められた。

「行くな」

「でも、そばにいると、落ち着いて休めないでしょう？　まだ身体からだもつらそうだし」

「いいから。騒さわがしいほうが、気が紛まぎれる」

　孤こ独どくが滲にじむような小さな声に、どきりとする。こっちに向けられた眼差しはどこか夢見心地ごこちで、頼たよりない。

　伊織さんは胡汀の心細さに気づいているだろうけれど、なんでもない顔をして寝台の横に立った。微笑を浮うかべ、軽口を叩たたく。

「おまえ、お人ひと好よしだな。昨夜、神女が逃にがしてしまった鳥を捕つかまえるため、外に出たと聞いたぞ」

「仕方ないだろう、親のおらぬ娘むすめで、その鳥が家族代わりだったと泣いていたんだ」

　そうだったの!?　と叫さけびそうになるのを慌てて堪こらえ、疾やましいほうに疑ったことを心底反省した。

「ほら。見舞い。これで病など忘れられるだろう？」

　伊織さんは自信たっぷりに籠かごの蓋を開けた。その瞬しゆん間かん、胡汀が本当に病の気を吹ふき飛ばし、恋こいする乙女おとめのような顔をした。なんですか、その急激な変化。いったい籠になにが入……。

「って、碁ご子こちゃん大量!?」

　籠のなかから、囚とらわれの身となっていた哀あわれな碁子ちゃんがざわざわざわっと這はい出し、「うわああ、わしらの天敵（胡汀）がいるぞー！　あっ知夏もいるではないか、皆、知夏のところに避ひ難なんしろー！」というように私に助けを求めてくっついた。

「そうだよね、確かに胡汀って碁子ちゃんからすると、宿敵の相手か……」

　鉄てつ狩がり師しって、碁子ちゃんをかっさばく人だもんね。

「胡汀さん、そんな『ふう、病気つらい。でも碁子を渡わたしてくれたら治るかも……』って明らかに演技臭しゆう漂ただよう儚はかなげな顔をしても、碁子ちゃんは渡しません。こらっ、伊織さんもこっそり笑わない！」

　全身にびっしりとくっついた不気味……や、かわいい碁子ちゃんが私を褒ほめ称たたえるようにもぞもぞと揺ゆれた。しかし、そこまで情感タップリに蠢うごめかれると戦せん慄りつが走るんですが。

「──おや、緋宮たちもお越こしだったか」

　碁子ちゃんを狙ねらう胡汀と睨にらみ合っていたとき、朝火さんが現れた。

　彼もどうやら、お見舞いに来たようだ。それから、つんとした顔の白しら雨さめさんまでも。穂ほ野のさんや彦ひこ那なさん、胡汀の部下にあたる剣けん士したちも続々と。全員の見舞いの品が揃そろって鉄製の物なんですが。胡汀のラブ鉄、帰鼓廷中に知れ渡っているのか。

　がやがや、ざわざわと。一気に室内が騒そう々ぞうしくなる。

　穂野さんたちってば、どうしてここに徳利とつくりと賭かけ台だいを持ちこむんですか、もう。

　私は全員を見回し、少し笑った。

「これからは、一人じゃないよね」

　ひっそりとつぶやいたとき、伊織さんと目があった。同じことを考えていたとわかる。

　彼と微笑んでいると、眉まゆ根ねを寄せた胡汀にぽいっと賭かけの札を軽く投げられた。

　よし、胡汀の望み通り、騒がしくしてみよう。

「緋宮として命じます。穂野さん、皆に札を配りなさいー！」

　室内は、光溢あふれるかのように、さらに賑にぎやかになった。
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「くくっ、寒い日には、これが一番ですなぁ」

　私が津つ杙ぐいの郷さとに来てから、数日が経った。

　寒風が滑すべりこむ夜は、もっふもふの滸こ楽らくの毛に埋うもれて眠ねむる。

　とりあえず美び獣じゆう様を確保した！

　かなり嫌いやがられているものの、このあたたかさは手放せない！　びたんびたんと尻尾しつぽで叩かれながらも私は美獣様にしがみつき、うっとりと快い眠りの海に身をまかせた。

　そして──朝。

「──と、と、と、遠……」

「なにを驚おどろいている」

「これ、どうして、なにが起きて……！」

「どうしてもなにも。わたしを一晩、放さなかったのは清きよ姫ひめだろうに」

「え、でも私は、美獣様の毛を求めただけで……っ」

「その美獣が、わたしだろうが」

　全身が凍こおってしまいそうな冷え冷えとした目で見られた。くっつきそうな距きよ離りでだ。

　起きたら、アレだ。遠とお凪なぎさんの腕うでのなかでぐっすり眠っていたという状じよう況きよう。っていうかなんで遠凪さん、胸むな元もとがはだけちゃってるんですか。いや、むしろこれって、私が寝ねぼけて衣ころものなかに手を入れ、抱だきつい……なんてことだ!!

「なんで人の姿に戻もどっているの!?　朝までしっかりもふもふしていてくださいよ！」

「わたしの勝手だ」

「勝手とか言ってる場合じゃ……っ、他ほかの皆みんなに見られたら絶対誤解される！」

「そうだな。わたしが清姫にとうとうテゴメにされたという噂うわさが津杙を駆かけ抜ぬけるだろう」

「ちょ、待っ、遠凪さんの口から事情を説明してくれれば、きっと誤解はとけるはず！」

「清姫が、わたしのぬくもりがなければ眠れぬと言い張り、強ごう引いんに衣のなかへ手を入れ……」

「違う違う！　そうじゃない！」

「事実だろうが。同胞はらからに噓うそをつけというのか？　それに、言い訳したところで、もう遅おそい。先ほど女たちが起こしに来たが、わたしたちの姿を見て頰ほおを染めながら駆け去った。そのとき清姫はわたしに抱きついてぐっすり眠っていたな」

「うわあああ!!」

　叫ぶ私に、遠凪さんが意地の悪い微笑を見せた。




　その日はずっと滸楽の皆から、赤い顔でひそひそされた。
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　花散る楽らく奪ばい月つきの訪おとずれまで、あと少しという頃ころのことだ。

　青空が広がる午後、私は大だい神しん殿でんの『巻かん間ま』という部屋に足を運んだ。

　上位の者以外は立ち入り禁止の資料室で、貴重な系図、禁書の類たぐいがずらっと棚たなに並んでいる。そこでなにをするのかというと、九く支しさんを家庭教師にして歴史の勉強だ。

　九支さん好みの味に仕上げた『知夏ブレンド樺かば湯ゆ』を持って、部屋に入る。

「あれ、胡こ汀てい!?　九支さんは……？」

　私は驚いた。胡汀が棚の横にある卓たくの前に座っていて、熱心に『おりがみ』を読んでいる。九支さんの姿は見えない。

「九支が、急用ができたのでこちらへ来られなくなったと。だから俺が代わりに、おまえの世話をする」

「そっか。……胡汀、なに読んでるの？」

　私は樺湯を載のせた盆ぼんを卓に置き、胡汀の横に座った。

　彼は小さく笑うと、私のほうに身を寄せて、その手にある『おりがみ』の表紙を見せてくれた。近い距離にどきどきしつつ、タイトルを読む。

「ごじょしょ？　護女書って書いてある？」

「ああ。おまえ、だいぶん蒸む槻きの言葉を覚えてきたな。偉えらいな」

　奇き跡せきが起きたー！　胡汀がストレートに褒めてくれるなんて。のみならず軽く嘴くちばしも撫なでら……いや、頰も撫でられた！　あれ、なんだか完かん璧ぺき、鳥扱あつかい……まあいいか。

「ところで、護女書ってなに？」

　彼は、くくっと怪あやしく笑い悶もだえた。なんですか、その反応！

「帰き鼓こ廷ていの歴書とはまた別の、いわば秘録だ。緋ひ剣けんの主観で、つれづれなるままに記された護女の記録」

「へえ、護女の……えっ？　私の!?」

　つまり緋剣の日記っていうか、非公式の緋ひ宮みや観察記？

「前々から、暇ひまのあるときにでも護女録を綴つづれと九支に言われていたんだ。次の世の緋剣が参考にするらしい」

「じゃあ、それって胡汀の緋宮観察記ってこと……」

「俺だけではなく、全員分あるぞ」

「ちょっ、いったいいつ観察記を書い……って勝手に皆の書を読んでもいいの？」

「俺たちは互たがいの書を何度か回し読みしている。そもそもこれは見られる目的で記したものだ。まあ、護女自身が目を通すのは異例かもしれぬが。九支に渡した書がここに置かれていたということは、おまえも中身を知っておくべきと考えたのだろう」

「そうなの？」

　戸と惑まどう私に、胡汀が穏おだやかな眼まな差ざしを向ける。私本人に読まれて嫌じゃないんだろうか。

「ほら、目を通してみろ」

「胡汀が書いたことならすぐに想像できる！　『新しん暦れきの緋宮は阿あ呆ほ鳥どりだ』とかでしょ」

　冗じよう談だんで言ったつもりなのに、彼は目を見張り、ちょっと照れた顔をした。

「なんだ、とっくに俺の護女書を読んでいたのか？」

「くそう暴君様！」

　嘆なげく私に、彼は苦く笑しようを見せた。

「おまえ、難解な言葉はまだわからぬだろう。他のやつらの書を読んでやろうか」

　この護女書、パンドラの箱って気がするので、本気で遠えん慮りよしたい。

　きっぱりと首を横に振ふったのに、胡汀はひどく意地悪な表情を浮うかべて私を引き寄せた。足のあいだに私を座らせ、囲むような体勢を取る。

「そわつくな。大人しくせよ」

　私は抵てい抗こうを諦あきらめ、胡汀の胸を背もたれにした。警けい戒かいしながら見上げると、彼は私の腹部に両りよう腕うでを回した。そして五冊のおりがみを私の太ふと腿ももに載せる。

「どれから読む？　伊い織おりの書はすさまじいぞ。白しら雨さめが途と中ちゆうで降参し、失神しそうになったほどの代しろ物ものだ。朝火は一刻あまりも笑いが止まらなかった」

「どんな内容!?」

「おまえがいかに素す晴ばらしい緋宮か、また、傾けい国こくの美女よりも魅み力りよく的であるかをみっちりと綴っている。始めは、『天てん女によ降臨』という題で……」

「没ぼつ収しゆうします」

　私は速そつ攻こうで伊織さんの綴った護女書を取り上げた。

　彼の説明を聞いただけで、呼吸が乱れたんですが。『天女降臨』ってなんだ。

「じゃあ、俺の書……」

「没収です」

　胡汀のも取り上げておいた。念のため、ちらっとなかを確かく認にんする。

　ほんとにこの人、『阿呆鳥』の一言しか書いてない！

「朝火のも、伊織と負けず劣おとらずの緋宮溺でき愛あいぶりだぞ。俺も気を失いかけた」

「うん、そうでした。朝火さんは『緋宮』至上主義だもんね」

　皆、好き勝手に書いちゃって、もう。

　これ、後世の緋剣が読んでもまったく参考にならないんじゃ？

「って九支さん、なんで私に読ませようとしたんだろ。私に緋剣の更こう生せいを、とか？」

「白雨の書が、興味深いからだろう」

　私は、微笑ほほえむ胡汀に顔を向け、それから視線を書に戻した。

「──緋宮はまだ祇ぎ官かんの信を得ていない、と書かれている」

　私は大きく項うな垂だれ、胡汀の衣をぎゅっと握にぎった。

「しかし異様な生き物どもには好かれている。緋宮は気づいておらぬが、碁ご子この群れに密ひそかにあとをつけられていることが多々あり……」

「待った、碁子ちゃんてばいつの間に!?」

「薄うす気き味み悪わるいので俺に碁子の始末を願いたい、とも記されて……」

「白雨さんてば、なんてことを書くんですか。胡汀もそんな嬉うれしそうな声を出しちゃだめ！」

　胡汀ったら、碁子ちゃんを得られるかもって今、喜んだ。あげませんよ！

　残念そうにしてないで、続きをどうぞ。

「──緋宮はこの日も間ま抜ぬけだった。真夜中、屋や敷しきを抜け出して神花の栽さい培ばい区へ行き、不気味な踊おどりを捧げている……。おまえ、これは事実か？」

「やっ、それは、踊りのひとつでも天あまつ神かみに捧げれば神花が咲さくかもと思って！　は、恥はずかしい、あの情熱ダンスを見られてた……！」

　自分の怪しいダンスを思い出し、のたうち回りそうになった。

「次は──。緋宮はまた夜よ更ふけに屋敷を抜け出した。不ふ穏おん処どころで泣いている。愚おろかしい行いだ。涙なみだで死者は蘇よみがえらぬ……」

「……うん、わかってるけど」

　胡汀が私の頭をざらっと撫でた。慰なぐさめてくれたのかな。

「──緋宮はなんと懲こりぬ娘むすめなのか。三たび夜中に屋敷を抜け出した。我ら緋剣に無断で、剣けん士したちとまたも酒盛りをするとは。以前、胡汀に叱しかられたのではなかったのか、この大間抜け。なぜ椰や真まは止めぬのだろう……。……阿呆鳥め、おまえってやつは性しよう懲こりもなく！」

「違ちがうんですよ、私が深夜の剣士会を計画したんじゃないんですよ！　穂ほ野のさんがどうしても宴えん会かいをしたいっていうから渋しぶ々しぶです、渋々！」

　このおりがみを燃やして証しよう拠こ隠いん滅めつをはかりたくなった。

「──かつてこれほど奇き妙みようで頭の足りぬ緋宮がいただろうか。他者の信もなく、知もなく義も礼もない。神花も咲かぬ。これでは歴が危あやぶまれる……」

「あれ私、目から勝手に涙が落ちてきた」

　私はぐったりと胡汀に寄りかかった。ぐさぐさと胸に突つき刺ささる！

「──なによりも愚かなのは、無位や遊女などの下げ賤せんな者を緋剣の座に据すえたことではないか。まれびとゆえ、ただでさえ誹そしりを受けているというのに、さらに険しい道をゆくと。救いがたい愚かさだ……」

　胡汀が読み上げた白雨さんの護女書をじっと見つめる。

　私の力不足を非難しているようで、本当は違うんだと、やっと気づく。

　自分を罵ののしり、呪のろっている文章だ。

　護女書の紙面に手を置く。

　ざらっとした荒あらい手て触ざわり。ここに白雨さんの心がある。

　うねるような激しい苦しみと、怒いかりが見えた。

　私に対するじれったさ。

　──遊女など選ぶから、皆みんなに反感をもたれてしまったんだぞ、わかっているのか。

　棘とげの言葉に隠かくされた、そういう切ない気持ちが垣かい間ま見みえる。

「わざと書いたんだ。九く支しさんに読ませて、私に伝えさせるために……」

　そうすることで私を怒おこらせ、自分を捨てさせようとしたのかもしれない。

　私を楽にしてやろうって。

　確かにある、心がここに。

　しかめっ面つらをする白雨さんの姿が脳のう裏りに浮かんだ。不器用な方法しか知らない人だ。

　私は卓たくに手を伸のばし、筆を取ってから吐と息いきを漏もらした。白雨さんの思いに対する言葉を、最後のページに記しておきたい。

　でも、まだ上手に蒸槻の字を書けないんだった。胡こ汀ていに代筆を頼たのむ。

　どういう言葉がいいだろう。しばらく考える。

「こう書き添そえてほしいの。あのね──」







　筆を置いたあとで、胡汀が私の顔を覗のぞきこんだ。

「我ら緋剣、緋宮をお慕したい申し上げる」

　彼は、からかうように、でもあたたかくそう言った。慌あわてふためく私の髪かみを鳥の巣になるほどかき回す。







『…──救いがたい愚かさだ。

　だから、この険しい道を一いつ緒しよに行きます。いつまでも』






















　楽らく奪ばい月つきを無事に迎むかえた、その後のことだ。

　月も星も眠ねむる深夜。私は胡汀に内ない緒しよで、ぬまごえ様と一緒に、柱神みずの様の領地へ遊びに行った。みずの様主しゆ催さいの宴会は、子どもの頃ころに絵本で読んだ竜りゆう宮ぐう城の世界を連想する。

　一族の者たちは皆、優やさしくてほんわかしていて──酔よっぱらうと魚や亀かめ、その他の怪あやしい姿に変化するけど──私はこの『水の宮』に招かれることをいつも楽しみにしている。

「知夏、ぬまごえ、こちらにおいで。今日はね、面おも白しろい酒が手に入ったのだよ」

　気持ちよさそうに酔い潰つぶれている一族の者たちを眺ながめながら、みずの様がふふっと笑った。片手には、青色の徳とつく利りを持っている。

「ほほう、どういう酒じゃ？」

　ぬまごえ様が楽しそうにヒレを振ふる。みずの様とぬまごえ様、どちらもプチサイズでかわいいから、癒いやされるなぁ。

「うんうん。あのな。わからぬのだよ。兎と神がみがな、□×＊◎▲～★という穀物を使って、新しい薬酒を造ったから試飲してほしいとな」

「ふうん？」

　あれ、なんだかすごく怪しい発音の穀物だった気がするけど幻げん聴ちよう？　酔いが回ったのかな。

「さ、さ。知夏も。ぐっと」

「はい」

　三人で「せーの！」で杯さかずきを空ける。お、結構辛から口くち？

　それにしても私、こっちの世界に来てからほぼ毎日のように神酒みきを飲んでるなぁ。

　そんなことを思って、杯をおろした瞬しゆん間かん──。

「!?」

　世界が、ぐるりと一回転した。
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　ぱちりと目を開いた瞬間、私は見知らぬ山のなかにいた。

　いや、たとえ一瞬で世界が変わったのだとしても、そこが安全ならまだ許せる。

「──ええっ、ここはどこ──ぎゃああああっ!!」

　凶きよう悪あくな面構えの双そう頭とうの狼おおかみが目の前にいて、いきなり飛びかかってきた。

　とっさに身をねじり、からくも逃のがれることができたけれど、鋭するどい爪つめで領巾ひれをびりっと破られてしまう。それを見てぞっとした。ムリムリムリ。こんな爪で皮ひ膚ふを引き裂さかれたら、絶対死ぬ。どう見ても普ふ通つうの獣けものじゃなくて妖あやかしだ。私は全速力で逃にげ出した。

　隼はや鉄てつがあれば弓に変えられるけれど、そう都合良く持っているはずがない。というより、みずの様たちとのんびり宴えん会かいをしていたはずなのに、どうしてこんなことに──。

「あのお酒が原因か[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!!」

　飲んだ瞬間、別の空間に飛ばされてしまったらしい。どんだけ驚きよう異い的な酒ですか。

「やだ、追ってこないでよー！」

　ひらひらした緋ひ宮みや衣装のおかげで走りにくい。倒とう木ぼくを飛び越こえたところで裾すそをふんづけ、どたりと転んでしまった。

　立ち上がろうとした直後、追いついた狼にも裾を踏ふまれ、再び地面に沈しずんでしまう。

　はふー、はふー、と双頭の狼が牙きばのあいだから唾だ液えきを垂らして私を見下ろす。絶体絶命だ。

「あっちいってよ、私は美味おいしくないよ！」

　近くに落ちていた枝を投げつけるも、効果はない。逆に、狼の闘とう争そう心を煽あおっただけだ。

　もうだめだ。食べられる！

　ぐわっと牙をむく狼を見て、目を瞑つむったとき。

　突とつ然ぜん、狼が殺気を消し、断だん末まつ魔まの叫さけびを上げた。私は慌あわてて瞼まぶたを開いた。

「えええええっ!?」

　いつの間に接近していたのか、やけに凜り々りしい目をした灰色の大だい蛇じやが現れ、狼に嚙かみついていた。こちらも明らかに普通の大蛇じゃない。胴どうの長さは五メートルを余よ裕ゆうで超こえている。……なんていうか、長さと比べると胴どう回まわりがかなり太くて、ちょっぴりかわいい気もする。

　しばしの格かく闘とうの末、大蛇が勝ちをもぎ取った。狼は悔くやしそうな唸うなり声を上げると、木々の奥へと逃げていった。大蛇はその様子を見み遣やると、くるりとこっちに頭を向けた。

　一難去ってまた一難のようだ。狼の次は大蛇。

「私って、蒸む槻きに来てから餌えさ扱あつかいをされる回数が多くない!?」

　のそっのそっと近づく大蛇から少しでも距きよ離りを取るため、私はへたりこんだ体勢のまま後退した。背中に、とんと木の幹が当たる。目の前まで迫せまる大蛇に、息を吞のんだときだ。

　野草を踏む音が耳に飛びこんできた。

「おまえ、無事か──！」

　私はびっくりした。十二、三歳くらいの見知らぬ少年が木々の向こうからこっちに走ってくる。彼の手には、私が途と中ちゆうで落とした領巾があった。

「案じなくていい、その蛇へびは俺が術で召しよう喚かんしたもので──」

　少年は私の前で立ち止まると、荒あらい呼吸の下、説明した。ところが、途中でなぜか言葉を切り、へたりこんでいる私を驚おどろいた顔で見下ろす。

　……あれ、赤くなった？

　少年は私と目が合うと、慌てたように横を向いて、蛇の頭を撫なでた。すると、蛇は音もなくすうっと消えた。すごい、この子って呪じゆ弦げん師しなのかな。胡こ汀ていと同じような術を使ってる。

　そう感心したとき、なにかが引っかかった。

「この領巾は、おま……あなたのものだろ？　悲鳴が聞こえたから、助けに……」

　少年はちらりと私に目を向けると、また慌てたように顔を背そむけた。

「あなたは、もしかして、その……天てん女によなのか？　こんなに澄すんだ神気は、初めて感じる」

　私は答えられなかった。違ちがう点に気を取られていたからだ。

　少年が横を向いたときにちらっと見えた、目め尻じりの刺青いれずみ。ものっすごく見覚えがある。

　それに、この子の髪かみや目の色、顔立ちも、私の知り合いによく似ている。

　暴君的な飼い主──胡汀に。

「……ここって、月げつ星せい境きよう？」

　この特とく徴ちよう的な木々にも覚えがあった。胡汀の屋や敷しきのそばに立っていたのと同じじゃない？

「そうだけど」

　少年が、ぼそぼそと答える。目尻の刺青と、端たん整せいな造作。何度見ても、胡汀にそっくりだ。蛇を召喚するところまで同じ。ということは。

　この少年は、胡汀の──子ども!?

「……なんで、いきなり泣き出す！」

　私の頭のなかは「胡汀の隠かくし子疑ぎ惑わく」でいっぱいになった。

　浮うわ気き者!!　私以外の鳥と番つがいになるなんて……！

「もう妖はいなくなったから、泣くな！　あっ、羽は衣ごろもが破れたからか？」

　少年があたふたし、私の顔を覗のぞきこむ。

「天へ帰れないから、泣いているのか？」

　彼はそう言うと、私の前に膝ひざをつき、凜々しい表情を見せた。

「だったら！　俺が、もらってやる」

「……え？」

「だ、だから！　俺の妻にしてやる」

　胡汀の隠し子から求きゆう婚こんされるとは。私の人生ってば波は瀾らん万ばん丈じようすぎる。

　いや！　まだ隠し子と決まったわけじゃない。もしかしたら兄弟って可能性もある。……兄弟がいるという話なんて一度も聞いたことはないけど。

「そんな傷ついた顔をするな！　俺はすぐに大きくなる。父みたいに、母様を決して苦しめぬ！」

　少年は顔を真っ赤にすると、懸けん命めいに私に訴うつたえた。

「泣かせたりしないから」

　彼があんまり必死な様子だったので、逆に私は少しずつ冷静さを取り戻もどした。

「……どうして、私に優しくしてくれるの？」

　助けてくれたのは感謝してるけれど、私を慰なぐさめるためにプロポーズまでするなんて、ちょっと大げさじゃないだろうか。

　こんな若いうちから、女好きとか？　……なにそれ、胡汀の血筋!?

「えっ？　どうしてって……泣いているし」

　少年は困ったようにぼそぼそと告げた。

「母様も、いつも泣いているから。父様は他の妻たちが母様を虐しいたげていると知っているのに、なにもせぬ。俺は、見て見ぬ振ふりをするような薄はく情じような真似まねはしない」

　少年はきゅっと唇くちびるを嚙んだ。伏ふせた瞼が、なぜか痛々しく見えた。

　あぁ、なるほど。自分の母親の境きよう遇ぐうを私の姿に重ねてか……って、他ほかの妻たち？

　さすがに、胡汀が月星境に何人も女性を囲っていたとは考えにくい。私も一時期、彼の屋敷に暮らしていたから、もしもそんなハーレムの気配があればすぐに気づいたはずだ。

　じゃあ、この子は他人のそら似なんだろうか。

　顔立ちはともかくも、目尻の刺青まで同じだし、とても偶ぐう然ぜんとは思えない。

　そう首を捻ひねったときだった。

「──胡汀！」

　ざざっと野草を蹴け散ちらして、また別の少年が姿を現した。

「一人で先に行くなって言ったのに！」

「伊い織おり」

「術だってまだ完かん璧ぺきじゃないだろ！　妖に囲まれたらどうするんだ、危ないじゃないか！」

　その少年は息を弾はずませながら私の前にいた子を睨にらんだ。

「誰だれが妖に追われていたのか知らないが、そいつの運が悪いってだけだ。俺たちが助けることなんかない！　だいたい天女なんか本当にいるはずが──」

　彼の視線がこちらを向いた。直後、怒いかりを消して、ぽかんとする。

「……いた」

「いただろ」

　彼らの会話に突つっこむ余裕はなかった。

　今、この子たちは、なんて呼び合った？

　あとから現れた少年も目鼻立ちが緋ひ剣けんの一人にそっくりだ。っていうか、名前まで同じ。

「え」

　伊織？

　胡汀？
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　血の気が引いた。

　そっくり、じゃなくて、まさか本人？

　ちょ、胡汀と伊織が縮んでる!!

　じゃなくて！　まさか私、胡汀たちの少年時代に迷いこんでるってことか[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]!!

　みずの様ってばほんと、いったい私になにを飲ませたの!?

「伊織。俺、この天女を妻にする」

　気絶しそうな私を見下ろして、胡汀がきりりと言った。

「えっ、妻!?　ま、待て、誰か呼んできたほうがいいんじゃないか？」

「だめ。なあ伊織、犀さい鬼きたちのところで、天女を匿かくまえないか？」

「匿うって、無理だろ！　それにさぁ、天女ってなにを食べるんだよ！　霞かすみか？　どうやって世話をすればいいのかわからないぞ」

「花の蜜みつとか？」

「なんでだよ！」

「天女と一いつ緒しよに花が降ってきていただろ」

「そうか。蜜……、めちゃくちゃ高価だぞ、蜜って……」

「盗ぬすむか？」

「それしかないよな。確か、ほら、おまえの父親のところに貴人が来ていただろ。そいつの屋敷に蜜はないのかな？」

「蜜よりも、どうせなら金銀を盗もう。父が倉にしまっているのを見たんだ。それで都に買いつけに行ったほうが早くないか？」

「確かに──」

　わぁ、この悪人ぶりは間ま違ちがいない、胡汀と伊織だ。自分の父親にも容よう赦しやないな！

　彼らの正体がわかると、気持ちがずいぶんと楽になった。

　冷静に考えれば、悲観する必要なんてないんじゃないか。

　そのうちみずの様たちが責任を持って、私を助けに来てくれるだろう。

　以前と比べて私、こういう異常事態に慣れてきたな。この蒸槻に迷いこんでいること自体が、一番の不思議か。

「──じゃあさっそく、犀鬼のやつらを集めるか」

　私がしみじみとするあいだに、金銀奪だつ取しゆ計画が着々と進んでいた。

　まずい、止めないと、本当に自分の父親から盗んでしまう！

「あの」

　声をかけると、二人はぴたっと会話をやめた。なのに、こっちをすぐに見ない。

　……かわいい！　二人して照れてる。

　伊織は、まあ、緋剣となった今でも純情なんだけど！　胡汀までが素す直なおに恥はずかしがったり狼狽うろたえたりしてる。喋しやべり方も、まだ幼さが残っているし。

「……なあ、胡汀。おまえの持っているそれって、領巾ひれか？　まさか、天に帰さないように破ったの!?」

「違う！　妖の仕し業わざだ」

「本当かよ」

「当たり前だろ！」

　二人は元気よく喧けん嘩かを始める。お互たがいの頰ほおをつねり、蹴け飛とばす。

　私は感激した。新しん鮮せんな光景だ。胡汀たちも、小さなときは普ふ通つうの男の子だったんだなあ！

「えと、二人とも」

　呼びかけると、また彼らは、ぴたりと動きを止めた。

「助けてくれて、ありがとう」

「……うん」

　胡汀が伊織から手を放し、下を向いて小さく答えた。

「あのね、私は……」

　天てん女によじゃない、と続けようとしてふと自分の恰かつ好こうを見下ろす。この豪ごう華かな緋ひ宮みや衣装を見て、彼らは天女と誤解したらしい。それに胡汀は神じん力りよくを持っている。私の神気にも反応していた。

　……せめてこの瞬しゆん間かんだけでも、胡汀に優やさしくされたい！

　乙女おとめ心ごころと罪悪感の天てん秤びんが揺ゆれる。

　未来から来たとは言えないし、私の名前を残すのもまずいはずだ。……決して乙女心が勝まさったわけじゃないけど、うん、天女のままにしておこう！

「……蜜で、いい？」

「え？」

　胡汀たちがちらちらと私を見る。

「あぁ！　食べ物のこと？」

　蒸む槻きにも蜂はち蜜みつがあるものの、平民には手が届かないほど高価だ。

「胡汀たちと同じもので、平気」

「同じもの？　穀物とかでいいの？」

「うん」

　彼らは顔を見合わせると、なぜか、かあっと頰を赤くした。反応がどれも初うい々ういしい。

「天女は、人の食べ物を口にしても身を損そこなわない？」

「私は、大だい丈じよう夫ぶ」

「ふうん……」

　そんなにもじもじされると照れるなあ。私もつられて赤くなってしまった。

「どうして、天から落ちたの？」

　伊織が小首を傾かしげて尋たずねた。美青年は、子どものときから端たん整せいだ。

「みずの様と──」

　仲良く酒盛りしている最中に奇き妙みようなブツを飲まされたせい、と正直に答えかけて、私は思いとどまった。

「……水の神と散策中に、はぐれてしまって。そのときに、天の梯子はしごから落ちたの」

　自分のためじゃない。天女のイメージを私が崩くずしちゃいけないという誠実な思いから、致いたし方なく噓うそをついただけで！

「怪け我がはない？」

　二人があたふたと尋ねた。優しい子たちだなあ。

　私は袖そでで口元を覆おおい、下を向いた。……隠かくさないと、にやけているのがバレてしまう。

「歩ける？　犀鬼たちの宮に行こう。ここにいたら、さっきの妖が戻もどってくるかもしれないし」

　胡汀が木々のほうを見て慎しん重ちように言った。

　立ち上がろうとすると、二人が同時に手を差し出してくれた。私が指を乗せると、彼らは赤くなった頰を隠すようにぷいっと顔を背そむけ、歩き出した。

「宮って？」

「伊い織おりの仲間たちが住んでるところ。地下の宮なんだ」

　胡汀の言葉から、想像してみる。もしかして洞どう窟くつに住んでいるのかな。

「……ねえ、本当に、胡汀の妻になるの？」

　伊織がちらりと私を見上げた。胡汀が、むっと彼を睨にらむ。

「なる」

「胡汀が答えてどうするんだよ」

「だって、なるんだから」

　胡汀は頑がん固こに答えた。

　そのときだ。私と繫つないでいないほうの胡汀の手にあった領巾が、急に淡あわく輝かがやいた。

　彼らも気づき、驚おどろいたように足を止めた。これ、本来の時代に帰る合図かも。

「水の神様が呼んでるみたい。領巾を返してくれる？」

「え……」

　胡汀はちょっと躊躇ためらった。寂さみしげな表情だ。

「……天に帰るの？」

「うん。でもきっと、未来で会える。それで……もしもそのときまで、胡汀が私を妻にしたいって思ってくれていたら、きっと、そうなる」

　私はちょっとほろ苦い気分になりながら、そう言った。

　なんとなく、彼らはこの出会いを忘れてしまう気がしたためだ。

　驚いている胡汀に微笑ほほえみかけ、領巾をそっと取る。

　私が触ふれた瞬間、領巾がふわっと舞まい上がった。羽のように広がり、私の身体からだを包む。

「待っ──」

　こっちへ腕うでを伸のばす胡汀に、小さく手を振ふる。視界が歪ゆがみ、ごうっとすさまじい音が響ひびく。意識が激流に飲みこまれたような感覚。

「未来で、また！」
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　──そして、私は無事に戻った。

　みずの様たちによると、あの危険な酒を飲んだ瞬間、私はぱたりと気絶したそうだ。どうやら意識だけが過去にタイムスリップしていたみたい。

　ちなみにみずの様たちも、なにか怪あやしい体験をしたらしい。目覚めたあと、三人で、くふふと笑い合った。近いうちにもう一回、飲んでみよう！




「……緋宮、俺たちの顔になにか、ついてますか？」

　伊織が握にぎっていた剣けんをおろし、動どう揺ようしながら私に尋ねた。

　彼は今、帰き鼓こ廷ていの鍛たん錬れん場で胡汀と剣の手合わせをしている。胡汀もまた、彼らのそばにある岩に腰こしかけてにやにやしている私が気になるようで、奇妙な表情を見せた。

　私の肩かたに張りついている椰や真まちゃんも、不思議そうに「くけ？」と顔を覗のぞきこんでくる。

「二人って、小さなときから仲がよかったんだよね？」

「え？　ええ、そうですね。わりと交流があったかと思います」

　伊織がちょっと警けい戒かいするように答えた。

　身構える二人がおかしい。顔がにやけて止まらない。

「悪わる巧だくみとか、よくした？」

「はい？」

「たとえば、貴人の家を襲しゆう撃げきして、蜂蜜や金銀を奪うばうとか」

　彼らは顔を見合わせた。

「二人とも、天女系の女性が好きなんだよねー」

　思い返せば、タイムスリップ時の装束と似た色合いのものをまとっていたとき、いつもより二人が優しかった気がする。

「あっそうか、もしかして伊織が私をか弱い人間って思うのは、あのときのことが頭のどこかにあるせい？　それで私を『花のよう』とかって言ってたんだー！　やっとわかった」

「な、なんのお話ですか？」

　伊織がたじたじになりながら尋ねた。

「……知夏？　なんだその気持ち悪いにやけた顔は。なにかしでかしたのか？」

「胡汀って、かわいいよね」

「な、なんだと？」

「伊織も、かわいかったなあ」

「緋宮!?」

　狼ろう狽ばいする二人を見つめながら、私はぐふっと笑った。

　今夜、もう一度『彼ら』に会いに行こうか。
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　雪祭りの夜は必ず、麻ま里りと会う。

　それは十年前に姉が行方ゆくえ知れずとなって以来、暗あん黙もくの決まりとなっていた。

　麻里はもともと僕と特別親しいわけではなかった。姉の友人だったのだ。

「あの日、自分が約束の時間に遅おくれてしまったせいで知夏は消えてしまった」──彼女はそう自分を責め、罪悪感をずっと胸に抱かかえている。僕や両親が、麻里はちっとも悪くないのだと、どんなに諭さとしても耳を貸そうとしない。

　親を見失った子のように、泣きながら何日も姉を捜さがし回った麻里の姿を、僕は今でも鮮あざやかに思い出せる。誰だれかに誘ゆう拐かいされたのか、それとも自分の意思で失しつ踪そうしたのか、なにかの事件に巻きこまれたのか。理由はわからない。誰も答えを、知らない。

　一年がすぎ、二年がすぎ、春が終わり、冬が来て、また春が訪おとずれ……そうして少しずつ麻里は落ち着きを取り戻もどし、自分の時間を作るようになった。それでも大学が休みに入ると、必ず姉を捜す旅に出た。社会人になってもその習慣は変わらなかった。

　僕は溜ため息いきを落とした。冷えきった夜の大気に、白い息が散る。

「春はる樹き！」

　明るい声とともに、どすんと背中を叩たたかれた。

　我に返って振ふり向くと、頭のなかで真っ赤に目を腫はらして泣いていた十六歳の少女とよく似た面おも差ざしの女性が、笑いながらそこに立っていた。

「……成長したなあ」

「はあ？　ほら、ぼうっとしてないで、早く行こ！　甘酒飲みたいわー」

　美人になった彼女に腕うでを取られ、歩く。僕は密ひそかに腕うで時ど計けいを確かめた。待ち合わせ時刻まで、あと二十分もある。だが彼女は決して約束の時間に遅れない。それは、僕もだった。

「あんまんにする？　焼きそば？　じゃがバター？　たこ焼き？　お焼き？」

「ライトアップした雪像よりも食い物か。っていうか麻里さん、なにか食べる前に、ちょっと話があるんですけど」

　僕は彼女を、城の形をした雪像の裏に連れていった。祭り客の賑にぎやかな声が遠ざかる。ライトの明かりもここには届きにくく、寒さが一段と増した気がした。

「なに？　立ち止まると寒いよー、なんか食べようよー」

「来週、有休を取るんでしょ？」

「うん」

「それで、最後ですよ」

「最後？」

「姉を捜すのは、それで最後」

　途と端たんに、麻里の顔から笑えみが消える。光を失ったような表情だった。

「なに、言ってるの？」

　彼女はもう一回、震ふるえる声を吐はき出した。なに言ってるの？

「もういいよ。姉も、望んでないよ」

「なに言ってるの？　ほんとなに言ってるの？」

「あの夜から解放されてくれ。姉が消えたのは麻里さんのせいじゃないんだ。あなたは少しも悪くない」

「なにが──！　馬ば鹿かなこと言わないでよ!!」

「麻里さん」

「ふざけないでよ、私が捜さなかったら誰が知夏を見つけるの？　この瞬しゆん間かん一人で泣いてるかもしれないじゃない、助けを待ってるかもしれないじゃない、私や春樹を思い出してるかもしれないじゃない!!」

「泣いてるのは、麻里さんだろ！」

　怒ど鳴なり返すと、彼女は怯おびえたように黙だまりこんだ。僕のコートを摑つかむ彼女の指は雪のように真っ白で、それがやけに物悲しく見えた。

「麻里さんがどれほど苦しんできたか、僕は知っている」

　けれど僕は一時期、見ない振りをした。

　忽こつ然ぜんと消えた姉を責めたことも数えきれないほどある。姉は紅茶や珈琲コーヒーをいれるのが異様にうまかったが、その代わり料理は得意なほうではなかった。僕はその逆だったから、休日には彼女とともに午後パーティー、というのを開いた。両親はいつも嬉うれしそうにしていた。

　そのパーティーも姉の失踪以来、一度もしていない。

　胸中で麻里を口くち汚ぎたなく詰なじったこともある。なぜ雪祭りに行く約束なんかしたんだ。なぜ時間に遅れたんだ。なぜ姉を一人にしたんだ。僕は自じ暴ぼう自じ棄きになり、麻里も両親も無視して自分の世界を守ることに躍やつ起きになった。勝手に消えた姉なんて必要ない、両親や麻里のように泣いてなどやるものか。友達とばか騒さわぎし、笑いながら毎日を平然と楽しんでやる。そう思った。

　そのあいだも、麻里は頑がん固こに姉を捜し続けていた。誰が止めても、呆あきれても、嫌いやな顔をしても。歯を食いしばり、靴くつの底をすり減らして、どこまでも道を歩き続けた。

「僕を見てくれ」

　麻里の両りよう肩かたを摑む。小さな肩だった。そこに、罪悪感が山ほど載のせられている。

「もう姉を捜さなくていい。僕のなかに、姉がいる」

　彼女は息を吞のむと、瞬まばたきも忘れたように僕の顔を見つめた。

「僕の心のなかに、姉がいる。麻里さんのなかにもいるだろう？」

　麻里の顔がじわじわと歪ゆがんでいく。昔、海辺で姉と作った砂の城を思い出した。波をかぶるたび少しずつ崩くずれていく、あの脆もろい城。

「麻里さん、僕はあなたが好きだ」

「──」

「姉のためじゃない。僕は麻里さんの脆さが好きだ。それでいて頑固で、優やさしいあなたが好きだ。子どものように下手へたな文字しか書けず、怖こわがりで、明かりをつけたままじゃないと眠ねむれないあなたを幸せにしたい」

　麻里は、憎にくしみでもこめているかのように僕を激しく睨にらみつけた。

「結けつ婚こんしてください」

「嫌」

「結婚してください」

「年下の男なんて嫌」

「精神年ねん齢れいはあなたより上だ」

「一言多い男なんて！」

「一言だけですむとは思わないでください」

「皮肉で意地の悪い男なんて！」

「褒ほめてもらえて光栄です」

「褒めてない！」

　うるさい麻里の手を摑み、ポケットに入れていた指輪を無理やり握にぎらせる。とんでもない女だ。それを投げ捨てようとする。僕は腹を立て、指輪を握っている麻里の手を摑み続けた。

　今日まで、僕は様々な感情を麻里に向け続けた。初めは怒いかりだった。次に苛いら立だち、後ろめたさ、息苦しさ、やりきれなさ……そして最後に残った思いが、この指輪にこめられていた。

　これから先の未来は、麻里を笑わせてやりたい。そのためには姉から麻里を奪うばわなければいけない。あの夜を忘れはしないけれども──少しずつ思い出に変えていく決意をせねば。

　──姉さん、ごめん。姉さんを手放す僕を許してくれ。どうか、許してくれ。

「僕と結婚しろ、頑固女！」

　叫さけんだ瞬間ひらひらと花びらが落ちてきた。上から誰かがまき散らし、祝福するように。

　僕と麻里は、目を見開いた。

　違ちがう、雪だ。

　麻里と同時に、空を仰あおぐ。真っ黒な空から、花びらのように柔やわらかい雪が次々と落ちてくる。

　美しかった。静かで寂さみしく、厳おごそかな空だった。

　姉が消えた日も、この夜のように美しかっただろうか？

　そうであったらいい。せめて、世界で一番美しい夜であったなら。

　僕は麻里の身体からだを抱だき寄せた。

　彼女はしばらくして、ゆっくりと肩の力を抜ぬき、僕の胸に頭を預けた。
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　あるうららかな春の日のことだった。

　比ひ樽たる殿でんに設けられている屋や敷しきの庭園に、二人の子が手を繫つないで飛びこんできた。

　そのとき、庭園に立つ亭ていでは大人たちが香こう茶ちやを口に運び、談だん笑しようしていた。

「まあ、あなたたちったら！」

　恥はずかしそうに俯うつむく少年と、誇ほこらしげに胸を張る少女を見て、大人たちが驚おどろき、やがて苦笑した。簪かんざしをさして女によ人にんの衣ころもをまとっているのは少年、髪かみをきりりと結ゆい上げて男物の衣を着こんでいるのは少女。二人の顔立ちはよく似ている。

「木き瀬せ、朝火に女人の恰かつ好こうをさせたのはあなたね」

　装束を取り替かえている幼い兄妹きようだいを交こう互ごに見み遣やり、栗くり色いろの美しい髪を持つ女人──奈な奈な芽めが溜ため息いきをつく。

「だって母様！　兄様のほうが簪、似合うんだもの！」

「わ、私は、嫌って、言ったのに」

　両の袖そでで口元を覆おおう朝火の目にじわりと涙なみだが浮うかぶ。薄うす紅べに色いろの長衣と翡ひ翠すいの簪は確かに、彼によく似合っている。恥じらう仕草をするとますます儚はかなげな雰ふん囲い気きが増し、少女めいて見える。

「おまえたちは、霊たまと身が逆さになって生まれてきたようだな」

　奈奈芽の肩を引き寄せて、夫の毘ひ多た加かもまた吐と息いきを漏もらし、そう言った。

「父様、母様、心配しないで。木瀬が兄様をずっと守るわ！　大きくなったら、木瀬の妻にします！」

　木瀬の力強い宣言に、朝火が頰ほおを染めてさらに俯いた。

「この子ったら、もう」

　大人たちが明るい笑い声を上げる。すると木瀬は頰を膨ふくらませた。

「木瀬は本気よ！　よその男などに兄様を嫁とつがせたら可哀かわい想そうだわ。他ほかの妻たちにいじめられてしまうかもしれないもの」

「あのな、木瀬、朝火は娘むすめではないぞ……」

　毘多加は、頭が痛いというように額を押さえた。だが木瀬は聞いていない。瞳ひとみに強い意志を宿し、朝火にぎゅっと抱だきつく。

「兄様をないがしろにする者は、木瀬が許しませぬ。ね、兄様、木瀬の妻になってくれる？」

「う、うん」

　朝火は木瀬の勢いに押されながらも、こくりと小さく頷うなずいた。

「兄様は小鳥が好きでしょう？　だから木瀬が珍めずらかな小鳥をたくさん捕つかまえてあげる。夜はね、兄様が怖くないように、眠るまでカタリをしてあげるわ」

「……眠るまで？」

「ええ。兄様はよく『怖いもの』を見るでしょう？」

　木瀬の言葉に、朝火は怯おびえた表情を見せた。

「朝火は神じん力りよくが強いからなあ。妖あやかしの類たぐいを見てしまう。声変わりの年をすぎても覡かんなぎの気質が薄うすれぬようなら、帰き鼓こ廷ていの者に相談してみるか」

「兄様を神かみ女めになんかしてはだめよ、父様！」

「……いや、神女じゃなくて、剣けん覡げきにだな……」

「これほど可か憐れんな兄様に、剣を握らせるつもりなの!?　父様がそんな、血も涙もないことを言うなんて……っ、嫌きらい！」

　絶句する毘多加を見て、奈奈芽が懸けん命めいに笑いを堪こらえている。

「父様はあてにならないわ！　どこへも行かせないから安心して、兄様。木瀬はとってもとっても強くなります。兄様のそばに『怖いもの』が寄ってこないよう、追い払はらってあげる」

「うん。木瀬がいたら、怖くない」

　朝火は、ほっとしたように微笑ほほえんだ。そのいじらしい姿に、木瀬は固く誓ちかう。

「さて、どうしたものか」

　毘多加の苦く悩のうの声に、大人たちがまた、くすくすと笑う。

　比樽殿は、今日も穏おだやかだ。

　庭園には美しい花が咲さき乱れ、蝶ちようが舞まう。誰だれも散らすものは、いない。
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　木瀬の、朝火花はな嫁よめ計画は着々と進んでいた。比樽殿と親密なつき合いのある柑かん梨り殿の大人たちが面おも白しろがり、木瀬には剣を、朝火には機織りを教えようとする。

　内気ながらも利発な朝火は、どれほど望んでも実妹の木瀬と夫ふう婦ふにはなれぬとわかっていたが、余計な口を挟はさむような真似まねはしなかった。

（本当に、木瀬と添そい遂とげられたらいいのに）

　朝火は、日当たりのいい濡ぬれ縁えんに座り、黄色い羽の小鳥を膝ひざに乗せながら吐息を漏らす。

　大人の言うように、自分たちは性を間ま違ちがって生まれてきたに違いない。明るくて勝ち気な妹の木瀬。いつもびくびくとなにかに怯えている朝火とは、正反対だ。

「私は、なんでこんなに怖がりなんだろう……」

　なにもかもが、怖いのだ。ふとした拍ひよう子しに、異形を見る。木こ陰かげに、屋敷の横に、背後に。

　だが大半の大人は、見えぬという。それがもどかしい。

　この頃ごろは、絶えず胸むな騒さわぎがする。近いうちに恐おそろしいことが起きるのではないか──そんな不安を持ってしまい、落ち着かない。

　朝火は多少夢見の力を持っている。つい数日前も、滸こ楽らくが山をくだってくると予言した。大人たちは朝火の夢見を信じ、山へ向かった。確かに滸楽が数頭、迷いこんでいたという。一頭は毘多加が仕留めたが、他は残念ながら逃にがしてしまったそうだ。

　穢けがれ主ぬしや異形の影かげに怯え、恐ろしい夢見に泣く朝火を、木瀬はいつも励はげましてくれる。

　大人たちは、木瀬が朝火にべったりだと考えているが、違う。木瀬がいないと困るのは、朝火のほうだ。妹のぬくもりにどれほど救われているか。

　まだ誰にも告げていない夢見がある。

　剣を振ふるって様々なモノを嬲なぶり殺す未来の自分。むしのかみ、滸楽、人……。すべてを容よう赦しやなく、月光のように冴さえた白はく刃じんで叩たたき切ろうとしていた。

　なによりも恐ろしいのは、憎ぞう悪おにまみれた自分の瞳だ。

（なぜあれほど荒すさんだ目をしていたんだろう）

　いや、きっと夢見ではない。恐れが生んだ悪夢だ。風に枝が揺ゆれるだけで震ふるえてしまう臆おく病びような自分が、剣を握にぎれるはずがないのだから。

「でも、あの人だけは」

　真っ黒な憎悪のなかに、一点だけ美しい光景があった。未来の自分は、ある女性にずっと恋こいをしている。花びらが雪のように降り注ぐ世界で、その人だけを一いち途ずに見つめている。

「誰だろう？　天女様みたいだった」

　首を傾かしげ、つぶやく。

　そのとき、膝に乗せていた小鳥が急に空へと飛び立った。

「あっ、待っ……」

　顔を上げ、朝火は硬こう直ちよくした。濡れ縁の近くにある小さな亭の横に、異形が立っている。上半身は人めいていて、下半身は醜みにくい蜘蛛くも。そういう不気味な異形が朝火をじいっと暗い目で睨にらみつけていた。これまで見てきた異形とは違ちがう。はっきりと朝火に怨うらみの念を向けている。

（あれはいつか私を殺そうと、襲おそいにくるものだ。遠い未来、いつか、いつか……）

　朝火は悲鳴を上げた。恐きよう怖ふが身の奥で龍りゆうのようにうねり、喉のどから[image: ]ほとばしった。

「兄様!!」

　足音とともに誰かが近づいてきて、朝火に飛びつく。柔やわらかな感かん触しよくとぬくもり。

「兄様、大だい丈じよう夫ぶよ、木瀬がここにいるわ」

　荒あらい呼吸を繰くり返して泣き続ける朝火を、木瀬が細い腕うでで抱だき締しめ、懸命に宥なだめる。

「怖こわい、怖いよ、木瀬。あれが私を殺してしまう」

「兄様、怖いものは木瀬が追い払うわ。必ずそうする。泣かないで、兄様──……」

　二人は震えながら寄り添った。

　亭の横にいたはずの異形は、いつの間にか消えていた。







　木瀬に甘え続けた罰ばつなのか。恐怖を乗り越こえようとしなかった罰なのか。

　──その夜、朝火の心は殺された。







　屋敷のあちこちから悲鳴が聞こえ、朝火はふと目を覚ました。

　寝しん台だいから身を起こすと同時に、木瀬を連れた毘多加と奈奈芽が朝火の寝ね間まに飛びこんでくる。朝火は、奈奈芽にきつく抱き締められた。母の震えが伝わってきた。

「父様、母様、どうしたの？」

　朝火がそう尋たずねたときだった。

　寝間の扉とびらが通路側から勢いよく壊こわされた。その直後、黒い塊かたまりが二つ、朝火たちに飛びかかってきた。その塊から朝火たちを庇かばうように、毘多加が前に出る。

　ぎゃあ、と毘多加がすさまじい悲鳴を上げた。

　朝火は、自分を抱き締める奈奈芽の腕から顔を上げ、毘多加の姿を捜さがした。寝間に明かりはなかったが、朝火の神力は、毘多加に嚙かみついたものの正体を明らかにした。

　二頭の邪じや悪あくなケダモノだった。

　数日前に仕留めきれなかった血まみれの滸楽だ。殺された仲間の復ふく讐しゆうをするためにやってきたのだと、すぐに悟さとった。

　闇やみのなか、憎悪をしたたらせる金の目が輝かがやく。朝火はその殺気に身を束そく縛ばくされた。

　再びの悲鳴が上がる。誰のだろう。奈奈芽か、木瀬か。

　朝火は恐怖のあまり、一いつ瞬しゆん、霊を飛ばしてしまった。

　ケダモノの激しい息いき遣づかいを間近に感じ、我に返る。

　兄様、兄様、兄様、助けて!!　──あぁ、木瀬が泣いている、声の限りに叫さけんでいる。逃げろと母も泣なき叫ぶ。死ぬなと父も、瀕ひん死しの声で言う。

　愛する者たちを早く助けねば。だが、朝火は臆病者だ。いつだって怯えることしかできぬのだ。だから今も、身体からだが動かない。涙なみだだけが、ただ涙だけが阿あ呆ほのように垂れ落ちる。

　ケダモノが唸うなり、朝火の横を駆かけ抜ぬけた。気がつけば、静せい寂じやくが戻もどってきていた。

　朝火は、ほっとした。

「殺されずにすんだ、殺されずに──……」

　斜ななめに傾いだ雨戸の隙すき間まから、白刃のごとく冴えた月光が差しこむ。

　朝火はぼんやりと、寝間を見回した。

　人であったものの残ざん骸がいが、周囲に散らばっている。

　ケダモノたちが、父と母をたらふく食った。だから朝火は死なずにすんだのだ。

　木瀬は、消えていた。

「木瀬」

　助けて、と泣いていた。いつも助けてくれていた木瀬の、最初で最後の懇こん願がんだったのに……その最中、朝火は叫ぶことさえせず、ただ震えていたのだ。むしゃむしゃと父たちが食われているあいだでさえも。

「私だけが、殺されずにすんだ……」

　朝火は、自分のそばに転がっていた父の片かた腕うでを摑つかんだ。

　それから、濡れ縁へ出る。

　月が美しかった。水で洗ったように、真白に輝いていた。惨さん劇げきの血潮は、あの月にまで届かなかったようだった。

　それが憎にくらしくてならなかった。

　朝火は父の腕を握り締しめると、その場に膝を落とし、おぉおぉと、獣けもののように激しく唸った。頭が割れるかというほど勢いよく額を板いた敷じきに押しつけ、血の涙を流す。神じん力りよくよ、命よ、天すら引き裂さく鬼おにと化せ。そう叫ぶ。

「二度と泣かぬ、二度と怯おびえぬ、二度と──……、おのれ滸楽ども、決して許さぬ、この身が滅ほろびようとも必ず根絶やしにしてくれる！　私よ、いつか血のなかで死ね!!　ケダモノどもの屍しかばねを積み、その上で首を切って死ね!!」
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　──時は流れた。

「朝火様？」

　彦ひこ那なの声で、朝火は我に返る。

「お疲つかれですか？　帰き鼓こ廷ていへ戻りましょうか」

「……いや、かまうな」

　朝火は苦く笑しようし、杯さかずきに残っていたぬるい酒を呷あおった。

　つかの間、ぼんやりしていたようだ。

　朝火は今、帰鼓廷剣けん士したちをつれて香こう人じん区の善ぜん処どころへ来ている。都の見回りを終え、一息ついたところだった。新しん暦れきの緋ひ宮みやが立って数年がすぎたが、依い然ぜんとして平安の世とは言いがたい。緋宮の足場はいつ崩くずれても不思議ではないほど脆もろく、回かい絽ろ廷ていの今いま帝みかども政争の渦うずのなかで身動きが取れずにいる。朝火は二廷の動きを、冷ややかに眺ながめている。

　激動の世に、臆病な女王や、優やさしいばかりの男王はいらない。冷れい酷こくさを兼かね備そなえた強者こそが、世を動かすことができる。望むままに引っ搔かき回し、導くのだ。

　朝火は、先代緋宮を思い出す。わずかな期間、ひめみことして君臨したまれびとの娘むすめだ。

　あれも初めは凡ぼん庸ような娘だった。全身から、甘やかされて育ったという気配が滲にじみ出ていた。

　けれどもいつの間にか、目ま映ばゆいほどの神力をまとうようになった。

　この非情な蒸む槻きが、柔らかな心根の娘を力ちから尽ずくで女め神がみに変えたのだ。

　今も多少悔くやむことがある。欲よくをかいて生きながらえたりせず、とっととあの娘に殺してもらえばよかった。白い両手で、首を絞しめてもらえば──……。

　そう考え、視線を巡めぐらす。朝火らがいる亭ていからは道の様子が窺うかがえる。それなりに賑にぎわいのある通りだったが、笠かさで顔を隠かくして歩く少年にふと目が吸い寄せられた。

「──」

　朝火はとっさに立ち上がり、亭を飛び出した。

　彦那たちが驚おどろいたように朝火を呼んだが、振り向く余よ裕ゆうはなかった。

　その少年は、朝火の気配を察し、足を止めた。

「あっ──」

　笠をずらしてこちらに顔を向けた少年が、目を見開く。

　朝火は彼を知っていた。洲す沙さという名の少年だ。

　彼の身には、朝火がこの世で最も憎むケダモノの血が流れている。

　けれども、誰だれより恋こいしい木瀬の血も、流れている。

　朝火たちはしばしのあいだ、見つめ合った。周囲のざわめきが遠ざかり、この場にいるのは自分たちだけのように思われた。耳に届くのは、互たがいの呼吸音と鼓こ動どうだ。瞬まばたきの音も、聞こえそうな気がした。

　先に耐たえきれなくなり、踵きびすを返したのは朝火のほうだった。

（なぜおまえが陽よう都とに来ている）

　早足で歩きながら、朝火はめまぐるしく考えた。それから、ひどく腹を立てた。

　なぜこういう肝かん心じんなときに、あのまれびとの娘はそばにいないのか。

　彼女がいれば、逃にげるなと、朝火をしっかり叱しかってくれただろうに。

　──皆みんなで、一番苦しい道を行こう？

　彼女の声が、甦よみがえる。

　うるさい人だ、と朝火は胸中で怒ど鳴なりつける。あれの飼い主であるという胡こ汀ていは、なにかにつけ阿あ呆ほ鳥どりと呼び、つつき回していたが、言い得えて妙みようだと思う。

　──私の剣けん。

　労いたわるような声だった。朝火はその声からも逃げるように、足を動かした。

　噓うそつきめ。別れを言う暇ひまも与あたえず、剣たる者の朝火を捨て、おのれの世へと戻っていった。胡汀も同時期に姿を消した。まれびとの娘は、彼を連れていったのかもしれない。

（また、俺だけが置き去りになるのか）

　本気で追いすがらなかったためだ。滸こ楽らくへの憎しみを捨て、心から願っていれば、あの柔やわらかな娘は朝火も連れていっただろう。

　朝火は歩く速さを落とすと、懐ふところから小こ袋ぶくろを取り出した。そのなかには手製の指輪が入っている。昔、これと似たようなものを木瀬に渡わたしたことがあった。

　かつての日々を思い出し、少し前に、手て慰なぐさみのつもりで作ったものだった。不出来な仕上がりだが、なぜか捨てることができずにこうして持ち歩いている。

「──待って！」

　突とつ然ぜん、後ろから声をかけられた。動どう揺ようを隠して振ふり向くと、への字口の洲沙が立っていた。

　彼は無言で、なにかを差し出した。朝火はとっさにそれを受け取り、代わりに小袋を彼の手に押しつけた。

　それから、やはり言葉をかわすことなく、別々の方向へと歩き出す。

　少し進んだのち、朝火は渡されたものを確かめた。硬かたい物を包んだ小さな布。

「──」

　思わず立ち止まった。

　包みのなかに、手製の指輪が入っている。朝火と同じくらい下手へたな削けずり方だった。

（ケダモノの子も、俺と同じものを作っていたというのか。なぜ……）

　──皆で、一番苦しい道を──。

「……緋宮、俺は」

　指輪を握にぎり締め、朝火は呻うめく。

　あの運命の夜、朝火はすべてを呪のろい、怨うらみで心を黒く染めきった。復ふく讐しゆうのみが生きる理由であった。

　だが、わかっている。人が滸楽を憎むように、滸楽も人を憎んでいるのだ。

（俺は、他者を愛していいのか）

　憎んだまま愛していいのか。

（木き瀬せ、おまえはどうやって滸楽を愛した？）

　朝火は、指輪の硬さを手に感じながら身を翻ひるがえした。今来た道を戻る。

　向かいから洲沙が同じように忙せわしない足取りで近づいてきた。目が合うと、彼は苦痛を飲みこんだように顔を歪ゆがめた。

　朝火は目眩めまいに襲おそわれた。なにかがふいに激しく、胸を突き上げてくる。その感情の名は、いったいなんだろうか。愛というには荒あら々あらしく、憎ぞう悪おというには、切なすぎた。

　乾かわいた唇くちびるを舐なめ、息を吐はき出す。初めて人を殺したときでさえこれほど震ふるえはしなかった。じんわりと汗あせばむ手で指輪を握り直し、朝火はやっと、小さく呼んだ。洲沙。

　彼はこちらに腕うでを伸のばし、よろよろと歩み寄ってきた。

　涙を流す少年に、朝火は木瀬の面おも影かげを見た。
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　誰かに呼ばれた気がして、私は振り向いた。

「──」

　私は何度も目を瞬かせた。

　気がついたら、どこまでも花々が咲さき誇ほこる香かぐわしいところに立っている。

「ここって……榊さかき之の原はら？」

　自分の恰かつ好こうも、天てん女によめいた豪ごう華かな衣ころもに変わっていた。

「あれ？　でも、さっきまではどこにいて、なにを着ていたんだっけ？」

　制服を着ていた？

　はっきりと思い出せず、うーんと首を捻ひねったとき、もう一度誰かに呼ばれた気がした。

「──知夏様！」

　この声を私は知っていた。

　空へ顔を向けると、黒銀の龍りゆうが滑なめらかに胴どう体たいを揺ゆらめかせながら、こちらへ接近してくるのが見えた。その背に、私と似たような、美しい衣をまとった女性が乗っている。

「知夏様」

　その人は、羽のような軽さでふわっと龍の背から飛び降りると、私に勢いよく飛びついた。

「あぁ、誓ちかいは果たされた。あなたは一番に、私に会いに来てくださった」

「──佐基さん？」

「ええ、ええ。佐基です。お会いしたかった！」

　佐基さんは泣き笑いの表情を見せた。そうだ……、私は昔、佐基さんに一番に会いに行くって誓ったんだ。あれは、いつのことだったっけ？　ずいぶん遠い世の出来事のような──。

　思い出す前に、黒銀の龍が人の形を取り、私に近づいた。黒くろ髪かみの、凜り々りしい男神だった。

「あ……」

「知夏様。ようやくお会いできた」

　伊い織おり。

　そう呼ぶと、彼は出会った頃ころと変わらない優やさしい微び笑しようを見せた。

「知夏様、行きましょう？　天あまつ神かみがお待ちです」

「……うん」

「大だい丈じよう夫ぶ、なにも案じることはございません。蒸む槻きは今日も歴を紡つむいでいます。ほら」

　佐基さんが袖そでを振る。すると、私たちの近くに咲いていた花が散った。地面は、硝子ガラスのように透とう明めいだった。そこから、地上の様子が鏡のように映って見えた。

　人々の暮らしが──戦いくさが、滅めつ亡ぼうが、興こう隆りゆうが。生と死が途と切ぎれることなく廻まわり続けている。

「さあ、知夏様」

　じっと眺めていると、佐基さんと伊織が静かに私の手を取った。

　微笑ほほえむ二人を交こう互ごに見て、ようやく気づく。そうか、私は神世に『産まれ落ちた』んだ。

　急に泣きたくなる。私はあの、歴が廻り続ける愛いとしい地で精せい一いつ杯ぱい生きただろうか。

　愛する者たちを、どれほど幸福にできたのか。

「知夏様？」

　不思議そうにする佐基さんに、伊織がふと苦笑する。

「待て。つい『知夏様』とお呼びしてしまったが、この世では新たな神名でなくてはならぬ」

　二人はふわりと笑い、私の手を引っ張った。

「あなたの神名は」




　あましること──……。




　その名を嚙かみ締しめたあと、私はゆっくりと、二人に微笑み返した。

　そうだった、私は──光り輝かがやく天の華はな。

　さっそく、花びらを降らせねば。






















　私とオグニ様は、身を縮めつつ神しん妙みように正座をしていた。場所は、宮の濡ぬれ縁えんだ。

　春の日差しは心地ここちよく、周囲の木々の葉も青々と美しい。……のだけれど、今の私たちには残念ながら新緑の輝きを楽しむ余よ裕ゆうがなかった。

　正面には、威い圧あつ的に腕うでを組む夫が座っている。

「説明してもらおうか。なぜ宮の近くに、通門がある？」

「ど、どうしてでしょう」

「おまえ、作ったな？」

　胡こ汀ていの冷たい視線が、ざくざくと全身に突つき刺ささった。

「……我が君、眼まな差ざしが刃は物もののようです」

「そんな弱々しい声を出してもだめだ」

「ねえ、胡汀。そんなに知夏を責めちゃだめだよ。許してあげよう？」

「オグニ、おまえも共犯だろうが。この阿あ呆ほ鳥どりが一人で通門を作れるはずがなかろうに」

「あっ、久しぶりに阿呆鳥って呼ばれた！」

　思わず顔を上げると、隣となりのオグニ様もふわりと微笑んだ。

「そうだねえ、懐なつかしいねえ。胡汀はいつくし姫ひめや花姫としか呼ばなくなっていたもの。わたしは時々、二人の仲なか睦むつまじさに恥はずかしくなるんだよ」

「オグニ様、私も結構、照れてるんですよ。いまだに慣れません……」

「うん、胡汀はもうちょっと他者の目を気にしてほしいよねえ。そうだ、知夏たちがここに来て、もう四年になるのかな？」

「あと一月で五年めになりますよ！　オグニ様にはずっとお世話になりっぱなしで……えへへ、私たち、家族ですね！」

「うふふ、知夏ったら、嬉うれしいことを言ってくれるねえ」

　オグニ様と手を取り合い、きゃっきゃと盛り上がった瞬しゆん間かん、盛大な舌打ちが聞こえた。私たちはびくっと飛び上がった。

「馬ば鹿かどもが。話を逸そらして、ごまかそうとするな」

　すみません、と私たちは再び縮こまった。

　のさらの地に移住して以来、胡汀はめったなことでは怒おこらなくなった。

　私が揚あげ物を真っ黒焦こげにしたり厨くりやの火をうまく起こせず宮を燃やしかけても、真っ先に怪け我がはないかと心配し、甘やかしてくれる。仲良しになったいやびこ様や由ゆ良らさんが遊びに来たときも、手を繫つないで離はなそうとしない。

　誰だれの前でも私をかわいいと言ってぎゅっとするから、もう本当に、恥ずかしくて困る！

　……という感じで穏おだやかになっていたはずの我が君が今、めっちゃくちゃ怒っている。これはやばい。

「いつだ？」

「え、いつ、って……？」

「あの通門は、いつ作った？」

　私たちは青ざめた。とうとう胡汀に、秘密の通門を作っていたことがバレてしまったんだ。

　緋ひ宮みや時代にも作っていた私専用の通門と同じタイプのもので、ぬまごえ様やみずの様をフリーパスにしている。ただし、以前と違ちがって一人では作れなかったから、オグニ様といやびこ様に協力してもらった。

　で、知り合った神々に誘さそわれて遊びに行ったり、来てもらったり。女子に冒ぼう険けんは欠かせない。神々の生活ってちょっとした事件が多いんだよね。

「いつだ。白状しろ」

「……一年前に……」

「正直に言え」

「…………三年前くらい……」

　答えた途と端たん、胡汀は深く息を吸った。私たちは限界まで縮こまった。激しい怒ど気きを感じる！

「オグニ」

「はいっ」

　胡汀すごい。オグニ様が震ふるえ上がってるよ！

「この阿呆鳥には、できる限り好きなことをさせてやりたいと思っている。多少悪さをしても目を瞑つむるつもりでいる。だが、頼たのむから、のさらの外へ出さないでくれ」

　胡汀の静かな声に、オグニ様は眉まゆを下げた。

「むやみに閉じこめたいわけじゃない。けれども、たとえおまえがそばにいて、神具で身を守っていようと、外界へ出ればどこで穢けがれを拾ってくるかわからない。それに、神のすべてが知夏に優やさしいわけではないだろう。陽ひ女め神がみ一族の血肉を狙ねらう者とて、いるはずだ」

「うん……すまなかったね、胡汀」

　しゅんとするオグニ様に、慌あわてて声をかける。

「オグニ様のせいじゃないよ！　ごめんね胡汀、通門がほしいって頼んだのは、私なの」

「いや、ぬまごえやみずのから、かつての知夏たちの楽しそうな冒険譚たんを聞いてね、わたしも羨うらやましくなったから、つい……」

「オグニ様、またいつでも行きましょう！」

「うん、いいねえ！　このあいだは楽しかったねえ、狐きつね神がみのほぎは壮そう観かんだった。あっ、いやびこから聞いたのだけどね、岩神の姫が次の満月に宴うたげを開きたいって。知夏の美酒を飲みたいそうだよ」

「え、本当ですか。じゃあ秘蔵の清酒を……」

　再び手を取り合って盛り上がった瞬間、我に返った。胡汀の視線が、氷に変わっている。

「……おまえたち」

「は、はいっ!?」

　私とオグニ様は、同時に返事をした。私はともかく、オグニ様、ほんと弱いです！

「まだ隠かくしていることがあるな？　……宮の横手にある酒室以外にも、別の酒造場をどこかに建てたろう。どこだ」

　どっ、どうしてそれがバレたんだろう！

「なぜ気づかれたんだ、という顔をしているな？　気づいて当然だ。真夜中、宮の外から妙みような物音がするので何事かと思えば、気持ち良さそうに酔よったナマズと亀かめの群れが踊おどっていた」

　ぬまごえ様とみずの様の一族をお招きしたときか！　あれほど宴の間から出ちゃだめって言ったのに！

「一いつ匹ぴき、見せしめに捕とらえて屋根の縁から吊つるしてやろうかと思ったぞ」

　私たちは震えた。怒ど鳴なり声を上げられるより、淡たん々たんと言われるほうが怖こわい！

「あっ、そ、そういえば、わたし、思い出したよ、どうしても外せぬ大事な用があるんだった！　帰らないと！」

「オグニ様!?」

「いや、その……知夏、すまない！　弱いわたしを許して！」

　オグニ様は私から思いきり目を逸そらし、逃とう亡ぼうした。去っていくオグニ様に向けられた胡汀の視線が、マジ怖いです。……それをこっちに向けないでー！

　少しのあいだ、身じろぎもできないほど緊きん迫ぱく感かんのある沈ちん黙もくが続いた。

　やがて胡汀が小さく息を落とす。

「全部私が悪いです、ごめんなさい」

　深々と頭を下げると、ようやく「足を崩くずしていい」と許可をもらえた。私も密ひそかに息を吐はき、体勢を変えて座った。両足がしびれて、大変な状態なんですが。

「叱しかっているわけじゃない」

　胡汀は苦々しい顔で告げた。

「通門の存在をずっと伏ふせていたのは、俺が嫌いやがると思っていたからだろう？」

　うっ、と私は息を詰つめた。

　そうじゃない。内心で胡汀の言葉を否定する。問題なのは、彼のなかに存在する星ほし神がみだ。

　神々は、胡汀を警けい戒かいしている。かつての星神は、残ざん酷こくで野や蛮ばんな者として忌いみ嫌きらわれていた。

　今の胡汀は、肉体は『人』なんだけれど、緋ひ剣けん時代よりも神じん力りよくが強い。

　オグニ様から「この周辺におわす神々が星神の気配を恐れ、討うちにくるかもしれない」って忠告されたのは、のさらに到とう着ちやくして数ヶ月がすぎた頃ころだった。それで私たちは、すぐさま通門を拵こしらえた。周辺の神々のもとへ参じ、土地を荒あらしにきたわけじゃないと説明するためだ。お酒を振ふる舞まい、ついでにちょっとした頼まれ事も積極的に引き受け、ご機き嫌げん取りをした。友好的な関係を築いておけば、仮に別の神が襲おそいに来ても助力を頼める。

「ええと、その……ぬまごえ様たちに、遊びに来てほしいなあって思って！」

　私は言い訳を探し、胡汀に笑いかけた。

「おまえはまこと、あのナマズたちを慕したっているな」

「変な意味じゃないよ。父様みたいな感じだから」

　かすかに胸が痛くなる。噓うそをつくのは、やっぱりつらい。けれど、本当のことを伝えたら、胡こ汀ていを苦しめてしまう。なんの含ふくみもなく彼と仲良くしてくれるのはオグニ様くらいで、知り合って何年も経たつぬまごえ様やみずの様でさえ、いまだに私がいないところでは積極的に話そうとはしない。私は胡汀に嫁とついだけれど、神々をないがしろにして二人の生活ばかりを重視したら、呪しゆを投げかけられる恐れがある。私にじゃなくて、胡汀にだ。

　これを教えてくれたのもオグニ様だった。ぬまごえは知夏を娘むすめのようにかわいがっている。だからこそ気をつけなさいと。神の寵ちようは、怨うらみと表ひよう裏り一体だって。

　人がふとしたきっかけで心変わりをするように、神も簡単に祟たたりをもたらすから。

　それはきっと、ぬまごえ様やみずの様も変わらない。

「……自由に外出させてやりたいとは、思っているんだ」

「胡汀？」

「おまえは、刺し激げきに満ち溢あふれた異界から来た娘だろう？」

　胡汀が感情を殺した微び笑しようを見せる。

「蒸む槻きの都や帰き鼓こ廷ていでの暮らしと比べても、ここは代わり映ばえがせず退たい屈くつに違いない。訪おとずれてくる者といえば、神か、由良たちくらいだ。賑にぎやかな市にも行けぬし、どれほど華はなやかな装いをしても見せる者がいない」

「胡汀がいるよ」

「俺だけではだめだ。それは、わかっている。もっと話す相手が必要だ」

　彼は真しん剣けんな目をすると、無意識のように私の手を強く握にぎった。

「それを言うなら、胡汀だってそうだよ。私のせいで蒸槻を離はなれることになったでしょう」

「忘れたのか？　元の世へ戻もどろうとしていたおまえを引き止めたのは、俺だ。あのとき、手放していれば、おまえはきっと自分らしく自由に生きられただろう」

　私は胡汀の衣ころもをぎゅっと摑つかんだ。

「だから胡汀はいつも優しくしてくれるの？　めったに怒おこらなくなったよね。今回の通門のことだって、内ない緒しよにされて怒っているんじゃない。私の身体からだが心配だからでしょう？　私に気き兼がねして遠くへ行こうともしない。そんなの、だめだよ。胡汀は、好きに出かけていいんだよ。友達とも会ってきてほしい。ほら、呪じゆ弦げん師しの冬とう円えんさんとか、剣けん士し仲間とか。私は、遠えん慮りよされるほうがつらいよ」

「知夏」

「自分の意思でここに残ることを決めたんだもの。私が胡汀のそばにいたかったんだよ」

　胡汀が困ったように視線を揺ゆらす。私が故郷に帰らなかったことで、罪悪感を持ってほしくなかった。

「退屈じゃないよ。前に胡汀が言ったよね、楽しみとは自分の意思で見み出いだすものだって。ここは確かに故郷や都よりも変化が乏とぼしいけれど、そのぶん、見み逃のがしてしまいがちな大切なこととじっくり向き合える。今まで見えなかったものが、たくさん心に飛びこんでくるんだよ」

　私は外を指差した。胡汀がつられたように、そちらへ顔を向ける。

「知ってる？　あっちのなだらかな山の真上から日が昇のぼるんだよ。太陽が顔を出す直前になると、山の背面から光が漏もれるんだ。それがね、オーロラみたいに差しこんできて、すごく奇き麗れいなんだよ」

「おーろら？」

「えっとねー、大気が光る現象のこと、かな」

　しまった、オーロラの具体的な説明ができない！

　密かに焦あせる私の様子に気づいたのか、胡汀が表情を和やわらげた。

　と思ったら突とつ然ぜん、口づけをしてくる。私は、ばっと下を向いた。

　最近の胡汀はキス魔ますぎる！　これをオグニ様の前でも平然とするから、ほんっとうに恥はずかしい！

「私、今とても大事な話を……、話を……！」

「俺の姫ひめ様は今日もかわいらしい」

　もしかして、私が毎回狼狽うろたえるから面おも白しろがってわざとしてる!?

「そんな顔をするな。──なあ、俺は気兼ねをしているわけじゃないぞ。ただおまえのそばにいたいだけだ。もともと静かな場所のほうが好きだしな」

「かつての唐とう突とつデレが、今は常時デレになってる……っ」

「なんだその、苦く悶もんの表情は？」

　胡汀は笑うと、私の腕うでを引き寄せる。

「俺にとっては、この姫様が最も刺激に溢れて変化に富んだ存在だから、退屈はしない」

「や、やっぱり私の反応で楽しんでるんだ！」

「なにを今いま更さら」

「胡汀!!」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、今度は頰ほおに口づけられた。ここで真っ赤になる自分が死ぬほど悔くやしい！

「数年経っても、妻の口から珍めずらかな言葉がぽんと飛び出す。俺は、そういう不思議なものをひとつひとつ確かめていくのが楽しい。以前は、聞くのが少し怖かった。異界の影かげがいつもおまえをそちらに引き戻そうとしているようで」

　演技で繊せん細さいな表情を浮うかべているのか、そうじゃないのか、見分けがつかない！

「だが、もう受け入れられる」

　彼は喉のどを鳴らして笑うと、私の身を両腕のなかに閉じこめた。勿もち論ろん抵てい抗こうはするけれど、本気じゃない。それを胡汀もわかっているから、放そうとしない。

「おーろら、という言葉を口にしたときのおまえは目を輝かがやかせていた。ならそれはきっと、嬉うれしいものなんだろう。そこから、おまえのすごした日々を想像する。どういう状じよう況きようでそれを見たのか、触さわったのか、関かかわったのか。あるいは食べたか、壊こわしたのか、恐れたのか、楽しかったのか？　……そう考えるうちに、見知らぬ異界でのおまえの日常が、俺のなかにゆっくりと溶とけてゆく気がする」

　囁ささやきながら何度も耳に口づけてくる。その感かん触しよくがむず痒がゆい。吐と息いきが、あたたかい。

　私は頭に血が上ってきた。嬉しいのに、逃にげ出したい気持ちが強くなるのはなぜだろう。

「そうして、最後に思うんだ。未来のおまえにも、ここでの暮らしを、幸せな思い出として語ってほしい。俺の日々も、おまえのなかに溶けていけばいい」

　腹部に回った胡汀の手に、私は自分のそれを重ねる。穏おだやかな空気を胸むね一いつ杯ぱいに取りこむ。

　目を閉じると、全身がほかほかしているのがわかった。瞼まぶたの裏に見えるのは闇やみなのに、私は光に包まれている。ここに来てから、ずっとそう感じている。

「それでな、いやびこに聞いた話だが。〈みのち〉という湖岸の集落が谷の向こうにあるらしい。都のよう、というのは大げさだが、様々な商あきないが交わる地だから人出も多く、賑わっているのだとか。明日、おまえの具合がよくて、オグニも来てくれるようなら、行ってみようか？」

「──えっ!?　出かけていいの!?」

　私は驚おどろき、ばっと身体の向きを変えて胡汀の顔を見上げた。彼は一瞬目を丸くしたけれど、笑って頷うなずいた。

　通門で行ける神々の領地以外、もうどこへも立ち寄っちゃいけないんだろうって、漠ばく然ぜんと思っていた。私たちが住んでいるこの地も、人と神の領域の境にある。

「ただし、おまえの具合が少しでも悪くなったら、すぐに戻る。それに人々と必要以上の交流を持つのもならぬ。ただびとが容易たやすく立ち寄れぬ地とはいえ、ここに俺たちが住んでいることはなるべく悟さとられないようにしたほうがいい。神力のある者なら、入ってくることができるから」

「デートだ!!」

　でーと？　と首を傾かしげながら微笑んでいる胡汀に、ぎゅうっと抱だきつく。

「今日！　今日行く！」

「今日はだめだ。オグニは、用事があると言っていたろう？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思う！　さっきはきっと、胡汀の怒いかりから逃とう亡ぼうするためにそう言ったんだと……」

「へえ？」

　バラしてしまった。ごめん、オグニ様！

「オグニ様に聞いてくる！」

　私は胡汀の腕から抜ぬけ出すと、濡ぬれ縁えんを下りて、慌あわただしく沓くつを履はいた。

「走るな」と胡汀の声が背中にぶつかる。それでも早足になってしまうのは仕方ない。

　──本当は、人間の住む集落に足を運ぶのってよくないことなんだと思う。私の身体の問題もだけど、もしも人の口を通して、蒸槻の回かい絽ろ廷ていに私たちの存在が知られたらまずいはずだ。

　私の秘密情報部の話によると、蒸槻は現在、隣りん国ごくと一いつ触しよく即そく発はつの状況だという。少し前に即そく位いした隣国の王は戦いくさ上手で、資源豊富な蒸槻の領地を狙ねらっているんだとか。

　未み不ふ嶺ねさん──いや、志し羅ら帝ていと緋ひ宮みやが侵しん攻こうを阻そ止ししてくれるとは信じている。

　他国と睨にらみ合いが続いているようなときに、私の存在が持ち上がったら混乱を招く恐おそれがある。蒸槻を離れて十年も経っていない。

　私たちのことを覚えている人が廷にたくさん残っているはずだ。

　胡こ汀ていの言うことをちゃんと聞いて、騒さわぎを起こさないよう気をつけないと。

　私はオグニ様の宮に向かいながら、どきどきとする胸を片手で押さえた。
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　オグニ様は「せっかくだから二人で行きなさい」と言って、灰色の毛を持つ大おお鹿じかを一頭貸してくれた。こっちの地域では、司し狼ろうよりも大鹿を乗り物にするのが一いつ般ぱん的だ。故郷の鹿とは微び妙みように違ちがっていて、全体的にがっしりとしている。

　大鹿の他ほかに、腕うで輪わや首くび飾かざりなどの装身具をいくつももらった。着飾るためじゃない。これには護ご符ふと同じ効果があり、オグニ様がそばにいなくても神気で身を守ってくれる。

〈みのち〉へは、通常だと大人の足で二日はかかるって。

　密ひそかに近きん隣りんの神々と仲良くなっておいてよかった。〈みのち〉の手前の地におわす樹この神がみが、通門の渡わたりを許可してくれたんだ。このおかげで〈みのち〉までは数時間で行ける。

　通門を渡ったあとは、胡汀と一いつ緒しよに大鹿に乗って、明るい色の花々が咲さく優ゆう麗れいな谷間を進む。私の後ろに胡汀が乗り、手た綱づなを握にぎる。

「身体はつらくないか？」

　胡汀が後ろから覗のぞきこむようにして尋たずねた。

「大丈夫、元気！　あれが湖だよね!?　すっごい、エメラルド色だ！」

「えめらるどいろ……？」

「緑玉の色！」

　大鹿から身を乗り出すと、彼は慌てたように片かた腕うでを私の腹部に回し、落ちないように支えてくれた。

「こら、大鹿が落ち着かなくなる。しっかり座りなさい」

「はい」

　ふ、と笑われた気配がして振ふり向くと、胡汀は目を細めて私を見ていた。

「確かに、元気だな。……のさらに来てからずいぶん大人びたと思っていたが、あまり変わっていないか」

　私は口元を結んだ。はしゃぎすぎただろうか？

　神々の血筋の影えい響きようか、それともオグニ様の領地に暮らしているせいなのか──二人とも、外見にはほとんど変化がない。それでも月日は胡汀の心に大きな変化をもたらしたと思う。もう青年ではなく、はっきりと『男性』の雰ふん囲い気きになっている。

　今でもやっぱり私にはもったいない人だと感じる。都を歩けば、奇麗な子たちが見み惚ほれるだろう。一方私は、どうだろうか。胡汀に釣つり合うようなるべく落ち着いた態度を心がけているつもりなんだけれど、成功しているとは言いがたい。

　高校生のときは、二十歳はたちを超こえた女性ってすごく大人に見えたのになあ。いざ自分がそうなってみると、全然違う。もしも私が故郷に戻もどっていたら……今いま頃ごろ、大学に通っていたのかな。

「急に静かになった」

　胡汀は笑えみを深めた。私は慌てて前を向いた。彼がそっと私の髪かみに唇くちびるを落とすのがわかった。

　本人には言わないけれど、私はずっと恋こいをしている。この人に、恋をしている。
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〈みのち〉の地は、交易の場と表現するほうが正しいくらいの活気が満ちていた。

　私は頭から薄うす布ぬのをちょっとずらし、市の様子を観察した。集落全体が、大規模な市という印象だ。遊牧民が住むゲルの形に似た石積みの建物群のあいだを、身なりの様々な商人が忙せわしなく行き交かう。旅の者も多いようだ。

「胡汀……、人の姿に変身している神様、発見したかも」

「なるほど。いやびこがこの地を勧すすめたわけだ。守護の気配がある。湖こ神がみがよくお守りしているのだろう」

　今度、その神をいやびこ様に紹しよう介かいしてもらおう。まだまだ知らない神々が周辺にたくさんおわすみたい。

「あそこで揚あげ物を売ってる！　ね、少し買ってもいい？　オグニ様たちのお土産みやげにしたい」

「好きなものを買いなさい」

　胡汀は手綱を取り、私が指差したほうに大鹿を進ませた。集落内で騎き乗じようしている人は少ないのだけれど、胡汀は降ろしてくれなかった。私の負担を少しでも減らそうと考えてくれたみたいだ。

「布も買っていい？」

「ああ。荷を運ばせる大鹿も買おうか？　向こうに鹿市がある」

「そこまでたくさん買わないよ！」

　慌てて振り向き、止めたのに、彼はさっと大鹿の向きを変えた。

　本当に二頭も購あがなってしまった。信じられない。大鹿は高価だ。一頭で平民がしばらく暮らせるほどの値あたいがある。思いつきでぱっと購えるような生き物じゃない。私が渋しぶい顔をしたからか、胡汀は苦く笑しようした。

「毎回オグニに借りるのもどうかと思っていたから、そういう意味でも大鹿を手に入れておきたかったんだ。山で捕とらえてもいいが、慣れた者でないと調教が難しい生き物だというし。蒸む槻きに棲せい息そくする鹿とも種が違うだろう？　俺も勝手がよくわからぬ。どこで購えるのか、といやびこに相談したときに、この地のことを聞いた。多少散財しても、暮らしに困りはせぬから安心しなさい」

　貨か幣へいは十分持っている、と思う。ほぎの儀ぎを挙げたときに神々にもらった宝玉や珍ちん品ぴんが、今も手つかずのままだ。なにしろ隠いん者じや生活なので、せいぜい胡汀が必要なものを買い出しに行く程度。使い道がない。……たまには散財してもいいか。新しん婚こん旅行だと思えば！

「あと、銀がほしい。髪かみ飾かざりを作ってやる」

「あ、それは嬉うれしいなあ。胡汀って細工もの、上手だよね」

　気持ちを切り替かえ、楽しむことにしたら、胡汀も嬉しそうな表情を浮うかべた。うん、しかめっ面つらでいるより楽しんだほうがいいよね。

　……と、前向きに考えたことをすぐに後こう悔かいするはめになった。

「だっ、だめだよ、天幕ごと買い占しめたら！」

　銀どころか宝玉まで物色してる！

「宝玉はわざわざ買わなくても、倉にたくさんあるよ」

「倉にあるのは蒸槻で採れたものだろう？　ここにはめったに手に入らぬ異国の玉が売られているじゃないか。ほら、布も変わったものが多い。見ろ、毛皮もある。そうだ、香こう草そうも買わねば。おまえはなにがほしい？」

「……我が君がそばにいてくださったらそれで十分です」

「……ふぅん、なるほど？」

「……」

「無論俺も恋しい姫ひめを愛めでているときが無上の幸せだが、こういう形でも喜ばせてやりたいと思うのは夫として当然のことだろう。なんだったら今すぐここでどれほど愛いとしく思っているか、態度で教えてやっても」

「わー、ほしいものがたくさんあって困るなあ！」

「そうだろう？」

　だめだ、胡汀に勝てない。

「──知夏。可哀かわい想そうだが、おまえをそう頻ひん繁ぱんに連れてきてはやれぬ。だから、好きなものを好きなだけ買っていい」

　彼は少し声こわ音ねを変えて言った。瞳ひとみの奥に、悲しげな色が隠かくれているのに気づく。

「……うん！　じゃあ、私、本当に色々買うからね？」

「ああ」

　胡汀がほっとするくらい買おう。そう心に決めたときだ。

　私たちの乗っている大鹿の前に、薄布を頭にかぶった子どもが飛び出してきた。

「危なっ……！」

　とっさに胡汀が手綱を引いたため、大鹿に蹴けり飛ばされずにすんだものの、その子は驚おどろいたようにぺたんと座りこんだ。薄布がはらりと頭から落ちる。

「怪け我がはなかった？」

　私は慌あわてて大鹿から下り、泣きそうな顔をしているその子に近づいた。

　ふわふわした綿毛のような白い髪の女の子だ。三、四歳くらいじゃないだろうか。

「お母さんはどこかな？」

　落ちてしまった薄布を取り、近くに大人の姿がないか、視線を巡めぐらせたときだった。その子はぼろぼろと大きな涙なみだを落とし、怯おびえた様子で縮こまった。

「えっ、どうしよう！　もしかして迷子なの？」

　狼狽うろたえながらその子の前に膝ひざを落とし、そうっと頰ほおを撫なでる。その子は涙でいっぱいになった大きな目を、おずおずと私に向けた。私は息を吞のんだ。──獣けものの瞳どう孔こうと似ている。

「怪我をさせたか？」

　胡こ汀ていも大おお鹿じかから下りて、心配そうに言った。

　我に返り、薄布をその子の頭に巻きつける。怯えているその子に「大だい丈じよう夫ぶ」と笑いかけ、思いきって抱だき上げた。私たちを交こう互ごに見つめる胡汀の表情が、一いつ瞬しゆん強こわ張ばった。

　彼も、人とは異なる瞳孔に気づいたらしい。その子は、私の腕うでのなかで震ふるえている。

　なにをされるのかと……『滸こ楽らく』だと知られてしまったと、その子は察しているようだった。

「迷子になったの？　お母さんたちは、この辺にいるのかな？」

　私はなにも気づかなかった振りをして尋たずねた。

　その子は戸と惑まどったように目をぱちぱちさせた。『なんで襲おそわないの？』と言いたげな顔だ。探さぐるように私を見たあとで、急になぜか安心した表情を浮かべ、はにかむ。

「名前はなんていうのかなぁ？」

「……美み火ほ野の」

「みほの、ちゃん？　そっかぁ、かわいい響ひびきだね。お母さん、どこかな？」

　しばらくもじもじしていた美火野ちゃんは、なにやら覚かく悟ごを決めた様子で私の衣ころもをきゅっと摑つかんだ。

「おはな、ほしいの」

「お花？」

　唐とう突とつな言葉に、やや面めん食くらう。これは辛しん抱ぼう強く聞いたほうがいいみたい。

「母様、おはな好き。いつもおはな、見てるの」

「そうなんだ？」

「おやまにはないの」

「どういうお花？」

「かたくて、ずっと咲さいてる」

「硬かたくて、ずっと咲いている花？　なんだろう」

　山には存在しないから、ここまで買いに来たという話だろうか。

　香草の類たぐいを探しているのかもしれない。

「姉様は、めがみ様？」

「え？」

「きらきらしてる。母様、めがみ様のおはなしする」

「女神の話──？」

　硬い花、女神。滸楽の子。柔やわらかそうな白い髪。頭のなかでそれらがぐるぐると回転し、やがて一人の女性の姿を映し出す。

　私は茫ぼう然ぜんと、腕のなかの美火野ちゃんを見つめた。まさか。

「……お母さんの名は、なんていうの？」

「しらさめ」

　よろめきそうになった私の身を、胡汀が後ろから支えた。美火野ちゃんもびっくりした様子で私の胸にしがみつく。

「姉様？」

「──美火野ちゃん。お母さんのところにきっと、めがみ様がお花を届けてくれるよ」

「ほんとう？」

「うん」

　美火野ちゃんは、にっこりした。獣の瞳孔が、嬉しそうに細くなっている。

　再びもじもじし始めたと思ったら、急に勢いよく身をねじり、行き交かう人々へ顔を向ける。

「あっ、兄様たち、あっち！」

「兄様たち……？　そっか、仲間と一いつ緒しよに来たんだね」

　美火野ちゃんは返事をしなかった。既すでに彼女の意識はこの近くにいるらしい滸楽の者たちへと向かっていた。この賑にぎやかな市のなかでも、同胞はらからの気配を感じ取れるらしい。滸楽一族は獣の聴ちよう覚かくを持っている。美火野ちゃんは、ぴょん、と私の腕から身軽に飛び降りた。

　もう私のことは頭にない様子で、ぱたぱたと駆かけ去っていく。小さな子の行動って、予想がつかず、元気で微笑ほほえましい。滸楽も人間も、そのあたりは似ているみたいだ。

「──知夏」

「うん」

　胡汀に優やさしく抱だき寄せられた。行き交う人が、ちらっと私たちに視線を流す。目立っちゃいけないとはわかっているけれど、気持ちを落ち着かせるために少しだけ時間が必要だった。

　あぁまずい、しゃくり上げて泣きそう。

　美火野ちゃんの髪かみの色、白しら雨さめさんと同じだった。将来、絶対に美人になる顔立ちだ。

　滸楽だから『人間』を警けい戒かいするのは仕方ない。ここに来るのだって大変な思いをしただろう。

　そんななかでも、のびのびと育っているのがわかる。

　私に正体を知られ、初めは怯えていたけれど、ちゃんと目を合わせてきた。

　美火野ちゃんが探していたのはたぶん、鉄花だ。白雨さんを緋ひ剣けんに指名したときに渡わたした、約束の花。私のことを、彼女は時々思い出してくれているんだろうか。

「知夏、待て、そんなに泣くな」

　どういう顔で泣いているのか、珍めずらしく胡汀がおろおろとして私を見つめた。袖そででくいくいと頰を拭ぬぐってくれる。

「こ、滸……、女の子……っ」

「そうだな。女が、生まれたな」

　宥なだめるように私の肩かたを撫でて、彼が頷うなずく。

　──会いたいな。

　蒸む槻きを離はなれて、五年近くがすぎた。

　当時味わった胸の痛みは、時の流れとともに少しずつ穏おだやかな切なさへと変わっていた。

　私は白雨さんが好きだったから、自分ではなく滸楽を優先されたという事実にどこかで腹を立てていた。義務や立場じゃなくて、心の部分で、私を選んでほしかった。

　とことん子どもっぽいけれど、それが本音だったのだと思う。だからこそ簡単には割り切れない。他ほかの誰だれが背を向けたときよりも傷つき、打ちのめされた。白雨さんが一心に求めたのが、滸楽だったというのが伝わったからだ。それは、私がなによりほしかったものだった。

　馬ば鹿かな私は、今でさえまだ完全にはわだかまりを捨てることができていない。もっと時間が必要なんだとどこかで思っていた。

　でも、胸のなかにあった最後のよどみを、あの美火野ちゃんが消し去った。

　やっと前に進めるんじゃないか。

　もしも白雨さんと会えたら、今度はあの子のようにしっかりと目を見て、本音を言える。見捨てられた気がしてつらかった、それでも好きだったって、ようやく告げられる。

「知夏、ほら、泣き止やめ」

　胡汀が困り果てた表情で私を腕のなかに包んだ。

「おまえ……、ちょっと妬やくぞ。俺のことで、そうも人目をはばからず泣いたことはないだろ？　そんなに白雨が好きか。優しい夫よりも、いいのか？」

　複雑そうな声音に、私は思わず笑ってしまった。

「泣きながら笑うとは、忙いそがしいやつだ」

　溜ため息いきをつくと、彼は私の身を大鹿の上に横向きに乗せ、自分も後ろにまたがった。少し目立ってしまったので移動するつもりなんだろう。

「言っておくが、おまえを最も慕したっているのは俺だぞ？」

　念を押す口調が、さらに笑いを誘さそう。胡汀の胸に寄りかかり、ちらりと見上げる。思った以上に渋しぶい顔をしていた。本気で拗すねている。時の流れは、胡汀も変えた。感じたことを、素す直なおに伝えてくれるようになった。きっと私も、まだまだ変わっていく。

「もう帰る」

「胡汀」

「だめだ。帰る。俺は不ふ機き嫌げんだ」

　そう言いながらも、大鹿を賑やかな市のなかへと進ませる。私は胡汀の胸に頭を預けた。

「私はずっと、恋こいをしているの。我が君に」

　胡汀の視線を感じた。

「……帰ろう」

　今度はなぜか、本当に宮へ戻もどろうとしたらしく、大鹿を方向転てん換かんさせた。私はびっくりした。

「ぜひ帰ろう」

「胡汀？」

「いや、たまには出で掛かけてみるものだな。俺は大層気分がよくなった。帰って、早く色々したい」

「えっ？　もう少し市の様子を見たいよ！」

「また連れてくるから」

「さっき、頻ひん繁ぱんには連れて来られないって言ったよね」

「なんのことやら」

　本当に帰る気だ！

　必死になって胡こ汀ていの衣ころもを引っ張るも、楽しそうに笑うばかりで相手にしてくれない。私はどうにかして引き止めるべく、我が君素す敵てき、とか、優しい人だと信じてる！　とか持ち上げる発言をした。……逆効果だった。胡汀はずんずんと大おお鹿じかを進ませ、賑やかな市から離れた。

　ああっ、私の〈みのち〉が遠ざかる！

「せめて、お土産みやげを買わせて！」

「今度な」

「今度っていつ!?」

「神のみぞ知る」

「胡汀！」

「ばたつくな」

　私は本気で怒おこってるのに、なんで笑ってるの！

　せっかくのデートが強制終しゆう了りようさせられそうになって、この地の神々が憐あわれんでくれたのか。

「──！」

　後方から声が聞こえた。私と胡汀は緊きん張ちようしながら振ふり向いた。

　知夏様、と呼ぶ声。──懐なつかしい、響ひびきだった。

　私は目を凝こらした。美火野ちゃんを抱きかかえて、こっちへ懸けん命めいに走ってくる少年がいた。

　一いつ瞬しゆん、誰かわからなかった。月日は、かわいらしい少年をぐんと成長させていたから。

　知夏様！

　何度も呼ばれて、私はまた泣きたくなった。

「──洲す沙さ！」

　呼び返すと、その少年も泣きそうな顔をした。

　私は大鹿から飛び降り、少年のほうへと駆け出した。
















　あとがき







　皆みな様さまお元気でしょうか。こんにちは、糸森です。

　花神遊戯伝、これが最後のお話となります。

　書き下ろしのキャラクターたちの後日談や、特典ペーパー等の小話を詰つめ込んだ花神ＢＯＸな外伝です。

　知夏の故郷側の話や春日かすがの決意、朝火の過去等、書きたかったネタを入れられて楽しかったです。シリーズ本編は、どのキャラもぼろぼろ率が高かったような気がしますので、幸せな雰ふん囲い気きを書けたのもよかったなと思います。

　知夏は知らなかったけれど、胡こ汀ていは結構情熱系（？）なので、これから「なにが起きた!?」というくらい大事にされていくのではないかと。オグニやプチ神たちも、せっせと世話を焼いてくれることと思います。

　収めきれなかったネタで、緋ひ剣けんたちのもてもてな日常というのがありました。

　神かみ女めたちから異様に贈おくり物をされるも「呪のろいの品か！」と誤解する白しら雨さめ、神女から告白されるも「阿あ呆ほ鳥どりを飼っているので無理なんだ」と答える胡汀、各所から婿むこに来てほしいと誘さそわれるも「俺は緋ひ宮みやのものなので！」と宣言する揺ゆるぎない朝火、女性よりも剣けん士したちにもてまくる伊い織おり……という内容でした。

　他のボツネタとして、知夏の子（双ふた子ごの一人）と白雨の子が結けつ婚こんする話、知夏と春日の再会話、洲す沙さと知夏の文通、オグニと知夏の仲がよすぎるので拗すねて家出する胡汀、というのがありました。

　重くなりそうなのでやはり却きやつ下かにしたネタとして、他国と蒸む槻きの戦争話、蒸槻の内ない紛ふんの話、未み不ふ嶺ねの子と知夏の子（双子の一人）との出会い、そこから始まる再びの争乱話がありました。

　歳月を経て、栄えた滸こ楽らくが今度は蒸槻を脅おびやかす、というのも考えました。







　シリーズ完結のあとがきには、花神本編執しつ筆ぴつ中の裏話やこんな設定があった等、色々話そうと考えていたはずなのですが、いざこうして向き合ってみると、言葉が出てきません。

　主人公と一いつ緒しよに駆かけ抜ぬけたような、あっという間の三年だった気がします。本当に感かん慨がい深いです。

　皆様にお礼を。担当者様。この方にお声をかけていただかなければ花神を書くことはなかったと思います。本当に嬉うれしいご縁えんです。至らないところばかりで、たくさんご迷めい惑わくをおかけしてしまいましたが、いつも支えてくださり、ありがとうございました。

　鳴海ゆき様。本編を書くとき、描いてくださったイラストでキャラが頭の中で動くようになりました。いつもわくわくとイラストを拝見していました。キャラに豊かなカラーを与あたえてくださり、ありがとうございました。担当者様、鳴海様と一緒に物語を作っていくことができ、とても光栄でした。

　ビーンズ文庫編集部の皆様、本を並べてくださる書店さん、営業さん、校正さん、家族や知人たち。表にお名前は出てこなくとも、一人も欠かせません。多くの方々に手を引っ張られて、書き続けることができました。

　そしてシリーズにお付き合いくださった読者様。

　無数に存在する素す晴ばらしい小説たちの片かた隅すみにひっそり埋うもれているような、小さな物語ではありますが、書かせてくださり、それから読んでくださりありがとうございました。最後の一文まで楽しく書くことができました。

　皆様に愛と感謝を捧ささげつつ、花神遊戯伝はここで幕を下ろしたいと思います。

　読んでくださる方が、どうか楽しんでいただけますように！

　またいつか、他の物語でお会いできたらいいなと思います。








糸森　環　　
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　その日、帰き鼓こ廷ていでは、倉の『おりがみ』を敷しき物ものに並べて虫干しする作業が行われていた。

　冬に神しん殿でん仕えの神かみ女めとなったばかりの娘むすめが、古いおりがみを──歴の書をしげしげと眺ながめている。

「手を止めないで、早く他のおりがみを倉から出して」

　図と世よは、敷物におりがみを広げながら叱しかった。そこに、ふらりと九く支しが姿を見せる。

「どうした？」

　若い神女は物もの怖おじせず、好こう奇き心しんたっぷりの瞳ひとみを九支に向けた。

「九支様、こちらは先代緋ひ宮みやのおりがみですよね？」

「ああ、そうだが」

　懐かしそうに目を細める九支を見て、神女はおりがみを指差した。

「ですが、この言葉はどういう意味ですか？」

「どれだ」

「ええと、この、最後の──『ばいばい』って」

　神女が歴の書に記された言葉を読み上げた瞬しゆん間かん、九支と図世は同時に噴ふき出した。神女は目を丸くした。神殿の長たる九支が、肩かたを震ふるわせて笑い悶もだえている。実に珍めずらしい姿だ。

「あの……おかしな言葉なのですか？」

「いや、いや。そうではなくな」

　九支は軽く袖そでを振った。神女は驚おどろきを強くした。日ひ頃ごろはほとんど表情を変えず、あたたかみのない声で淡たん々たんと話す九支の気配をこうも柔やわらかくさせるとは、いったいどういう言葉なのか。

「先代緋宮が、まれびとであったことは知っているか」

「はい。……とても短い歴であったと聞いています」

「まこと、火花のように短く終わった歴であったが。善きひめみこだった」

「そうなのですか？」

「ああ。娘は天てん祖そ陽ひ女め神がみに生き写しであったゆえ、この人世に長く留とどまることができなかったのだよ」

「まあ……」

　カタリでは、先代緋宮はまれびとの国へ帰ったのだとも、あるいは神世へ渡わたったのだともされている。彼女については様々な憶おく測そくが飛び交かい、それがまことの話なのか、判断がつかない。若き神女にとってはどれもが突とつ飛ぴすぎて、それこそ夢物語のようにしか思えなかった。

「さぁ、四よ方も山やま話はここまでだ。おりがみを干しなさい」

　九支は笑えみをたたえたまま、衣の裾すそを翻ひるがえし、神殿へと足を向けた。

　神女は慌あわてて九支に声をかけた。

「あの！　それで、この言葉の意味は」

　九支は振り向き、悪戯いたずらっぽく笑った。

「ばいばい」

「えっ？」

「まれびとの国の言葉で──『またいつか』という意味だ。未来での再会を約束したのだよ」

　優やさしく言うと、九支は散策でもしているような、ゆっくりした足取りで去っていった。

　きょとんとする神女の横で、図世が微笑ほほえむ。

　脳のう裏りに浮うかぶひめみこの明るい笑顔。彼女が手を振っている。光降る場所に、皆みながいる。

　図世は光を胸に閉じこめて、そっとつぶやく。

　──いつか。

　またいつか。

　未来できっと、あなたに会える。

　だから祈いのりを乗せて、紡つむぐのだ。




　ばいばい！
















カバー・口絵・本文イラスト／鳴海ゆき

デザイン／寺田鷹樹（AFTERGLOW）
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